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十
六

・
十
七
世
紀
中
国
に
お
け
る
稲
の
種
類
、
品
種
の
特
性
と
そ
の
地
域
性

川

勝

守

序
中
国
の
稲

の
種
類
や
品
種
に
関
す
る
研
究
は
、
加
藤
繁
距
に
よ

っ
て
緒
に

つ
き
、
周
藤
吉
蓬
、
天
野
元
之
晒
両
氏
に
継
承
さ
れ
だ
。
加
藤
霞
は
、

後
漢
の

『説
文
解
字
』
や
宋
の

『爾
雅
翼
』
な
ど
の
字
書
を
使

っ
て
、
稲

の
種
類
に
は
稲
の
鮎
せ
ざ
る
も
の
杭
　

梗

(う

る
ち
)
と
、
鮎
す
る
も

の
嬬

(
梗

・
も
ち
こ
め
)
と
が
あ
り
、
ま
た
、
最
も
軸
せ
ざ
る
も
の
は

『説
文
』
で
は
様
と
い
っ
た
が
、
揚
子
方
言
で
は
江
南

で
硬
を
杣
と
い
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
が
後
世
杣
が
様
の
意
味
に
用
い
ら
れ
、
様

の
字
は
廃
れ
た
と

い
う
。
南
宋
羅
願

『爾
雅
翼
』
に
は
、
稲

の
鮎
せ
ざ
る
も
の

を
杭
、
鈷
す
る
も
の
を
儒
、
杭
に
比
し
て
小
に
し
て
最
も
鮎
せ
ざ

る
も
の
を
杣
と
し
、
な
お
、
杣
を
早
稲
、
梗
を
晩
稲
と

し
た
。
宋
で
は
占
城
稲

の
早
稲
が
輸

入
栽
培
さ
れ
た
が
、
『爾
雅
翼
』

で
は
こ
れ
を
在
来
種
と
区
別
し
て
特
に
説
明
し
て
い
る
。
降

っ
て
明
清
時
代
に
な
る
と
、
宋
代
で

は
区
別
さ
れ

て
い
た
杣
と

占
城
稲
が
同

一
に
見
な
さ
れ
、
占
城
稲
を
も
杣
の

一
種
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
地
方
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
。
杭
と

杣
が

一
括
さ
れ
、
う
る
ち
を
す

べ
て
鮎
と
い
う
地
方
も
あ

っ
た
。
ま
た
清
末
に
は
杣
を
尖
と
も
書

い
た
と
い
う
。

加
藤
氏
は
、
次
に
稲

の
小
さ

い
区
別
、
即
ち
品
種
の
成
立
に
ふ
れ
、
晋

の
郭
義
恭
の

『広
志
』
に
見
え
る
も
の

(但
し
、
そ
の
原
本
は
既
に
滅

び
、
『斉
民

要
術
』
な
ど
の
引
用
に
よ

っ
て
の
み
知
ら
れ
る
と

い
う
)
を
初
出
と
し
、
降

っ
て
宋
ー
明
に
及
ぶ
。
明
で
は
、
蘇
州
呉
県
の
人
黄
省

曽

(号
五
嶽

)
の

『理
生
玉
鏡
稲
品
』
に
見
え
る
梗
十
八
種
、
儒
十
三
種
、
合
計
三
十

一
種

の
稲
の
品
種
が
、
ま
ず
王
整
修
、
正
徳

『姑
蘇
志
』

土
産
の
記
事

を
基
と
し
、
増
補
を
施
し
た
も
の
と
し
、
さ
ら
に
宋
代
地
志
を
検
討
比
較
し
て
、
三
十

一
種
中
二
十
三
種
が
宋

の
地
方
志
中
に
み
え

る
と
し
た
。

ま
た
、
品
種
名
に
与
え
ら
れ
た
属
性

の
説
明
に
つ
き
宋
と
明
の
文
献
を
対
照
し
て
、
簡
詳

の
違
い
が
あ
る
も
両
者
は
大
体

一
致
す
る

と
し
、
次
に
成
熟
期
に
関
す
る
記
述
を
対
照
し
て
各
品
種
を
早

・
中

・
晩
三
稲
に
分
け
て
い
る
。
早
稲
は
稲
の
六
、
七
月

に
熟
す
る
も
の
、
中
稲



は
八
月
、
晩
稲
は
九
、
十
月
に
熟
す
る
も
の
と
す
る
。

早
稲

麦
争
場

・
秋
風
儒

・
起
陳
縮

・
香

杭

(宋

の
香
稲
)

.
香
棉

中
稲

早
白
稲

・
閃
西
風

・
小
娘
儒

晩
稲

箭
子
稲

・
紅
蓮
稲

・
催
種
稲

・
師
姑
稲

・
晩
白
稲

・
羊
脂
稲

・
嚥
脂
稲

.
倭
嬬

.
青
桿
儒

次
に
宋

明
の
文
献
か
ら
稲
の
諸
品
種
の
属
性
を
諸
観
点
よ
り
分
類
す
る
と
、

一
、
粒

の
大
小
。
紅
蓮
稲

・
雪
裏
棟

・
閃
西
風

・
綾
儒
な
ど
は
粒
が
大
き
く
、
香
杭

.
香
楊
は
小
さ
い
。

二
、
粒

の
長
、
円
、
尖
。
箭
子
稲

・
槻
種
稲

・
金
銀
儒

・
趨
陳
儒
な
ど
は
粒
長
く
、
秋
風
糀
は
円
く
、
金
城
稲
は
尖

。

三
、
粒

の
白
、
赤
、
斑
、
黒

(色
)。
箭
子
稲

・
師
姑
杭

・
雪
裏
掠

・
閃
西
風
は
白
く
、
紅
蓮
嬬
は
赤
、
梶
種
稲

.
香

棉
は
斑
、
烏
口
稲
は
黒
。

四
、
粒

の
香

の
高

い
も

の
。
箭
子
稲

・
香
杭

・
香
棉
。

五
、
味

の
甘
。
箭
子
稲
が
最
、
最
も
甘
く
な

い
の
は
烏
口
稲
あ
た
り
。

六
、
芒

の
有
無
。
芒

の
色
の
紅
、
白
。
稲
は
芒

の
有
る
の
が
普
通
、
だ
が
師
姑
杭

・
鉄
梗
儒
な
ど
は
無
芒
。
紅
蓮
稲

.
青
桿
儒
の
芒
は
紅
、
秋

風
糀

の
芒
は
白

い
。

七
、
桿
が
特
に
勤

い
も
の
、
比
較
的
弱

い
も
の
、
長
短
な
ど
区
別
が
あ
る
。
特
に
勤
い
も
の
は
鉄
梗
儒
、
短

い
も
の
は
倭
嬬
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
各
種
の
品
種
が

い
つ
成
立
し
た
か
、
北
宋
時
代
、
唐
代
、
さ
ら
に
魏
晋
南
北
朝
と
各
文
献
史
料
を
検
討
し
て
い
く
。
本
研
究

の
結
論
を
加
藤
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
中
国
の
稲
は
、
初
は
専
ら
早
稲
で
あ
り
、
春
早
く
蒔
か
れ
、
秋
早
く
収
穫
せ
ら
れ
た
が
、

つ
い

で
中
稲
、
晩
稲
に
属
す
る
多
く
の
品
種
が
作
ら
れ
、
味
の
よ

い
米
が
多
量
に
生
産
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
つ
い
で
占
城

の
早
稲
が
輸
入
栽
培
さ
れ
、

こ
れ
と
従
来

の
中
稲
、
晩
稲
と
結
合
せ
て
稲
の
二
毛
作
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
産
額
は
更
に
増
加
し
た
。
そ
う
し
て
中

.
晩
稲

の
諸
品

種
が
成
立

し
た
の
は
唐
宋

の
時
代
で
あ

っ
て
、
占
城
稲
の
輸
入
せ
ら
れ
た
の
は
宋
代
、
稲

の
二
毛
作
が
行
わ
れ
た
の
は
明
代
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ

る
、
と

い
う
。

稲
の
種

類
、
品
種

の
特
性
に
つ
い
て
の
加
藤
氏
の
研
究
成
果
は
、
今
日
で
も
な
お
依
る
べ
き
と
こ
ろ
が
多

い
。
そ
れ

に
続

い
て
周
藤
吉
之
氏
の

「南
宋

に
於
け
る
稲
の
種
類
と
品
種
の
地
域
性
」
は
、
後
魏
買
思
縄
の

『斉
民
要
術
』
以
来
、
宋
元
代
地
方
志
、
文
集
な
ど
の
文
献
史
料
を
精
査

し
、
明
初
の
洪
武

『蘇
州
府
志
』
巻
四
十

一
、
土
産
、
稲
の
記
事
に
み
え
る
品
種
を
検
討
し
て
い
る
。
周
藤
氏
の
研
究

が
加
藤
氏
の
研
究
に
独
創



を
加
え
た
最
重
要
点
は
、
稲
の
種
類
や
品
種

の
あ
り
様
が
地
域
に
よ

っ
て
そ
れ
ら
の
重
要
性
を
異
に
し
て
い
た
と

い
う
点

で
あ
る
。
そ
の
成
果
を

表
に
し
て
み

る
と
次

の
如
く
で
あ
る
。

〔
早

・
中

・
晩

〕

路
漸
西
路

漸
東
路

江
南
東
西
路

荊
湖
南
北
路

四
川
路

准
南
路

福
建
路

広
南
路

広
南
西
路

州
分

紹

興

・
明

州

欽
州

構
成

早

・
晩

早

・
晩

早

・
中

・
晩

早

・
晩

早

・
晩

早

・
晩

早

・
晩

早

・
晩

早

・晩

優
勢晩早中早早

早

・
晩

早

・晩

早

・晩

秋
税

は
晩
稲
、

早
稲
納
も
有

晩
稲

は
租
税
用

湖
田
早
晩

二
期
作

一
年
三
収

〔
杣

・
占

城

稲

・
杭

稲

・
儒
稲

〕

州
分

(
常

州

)

(撫
州
)

湖
南

(潭
州
)

構
成

杭

・
占

城

占

城

・
杭

占

城

・
杭

梗

稲

杭

・
占

城

杭

・
占

城

優
勢

杭

小
禾

(米

)

同
率

占
城
稲

脱
稲

占
城
稲

占
城
稲

梗
稲

占
城
稲

杭

・
占
城

秋
糧
も
占
城
稲
、
但

し

一
割
増

政
府
買
上

杭
稲
は
租
税
用

占
城
米

・
梗
米
流
通

占
城

一
年
両
熟

杭

一
年

一
熟

占
城
稲
は
金

城
米
と

い
い
流
通

上
段
の
早
晩
稲
区
分
で
注
意
す

べ
き
地
方
は
、
漸
東
路
の
紹
興
府
や
明
州

(寧
波
)
で
は
早
稲

・
晩
稲
の
外
に
中
稲
と

い
う
も
の
が
区
別
さ
れ
、

し
か
も
中
稲

の
栽
培
が
最
も
重
視
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
早

・
中

・
晩

の
三
稲
に
分
け
る
こ
と
は
、
南
宋
で
は
漸
西
路
の
臨
安
府
に
も
及
ん

で
い
た
が
、
元
よ
り
明
初
に
は
漸
西
路
の
蘇
州
で
も
こ
れ
が
採
用
さ
れ
た
。
次
に
早

・
晩
稲
区
分
と
納
税
と
の
関
係
で
あ

る
が
、
江
南
東
西
路
で

は
、

一
般
に
早
稲
が
多
く
作
ら
れ
、
秋
糧

(秋
苗
)
は
晩
稲
を
納
め
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
路
で
は
早
稲

で
納
め
さ
せ
る
こ
と
も

あ

っ
た
。
な
お
、
江
南
東
西
路
に
も
晩
稲

の
多
く
作
ら
れ
る
州
県
も
あ

っ
た
と

い
う
。
長
江
中
流
域
の
荊
湖
南
北
路
で
も

、
早
稲
が
多
く
作
ら
れ



た
が
、
租
税
用
に
は
晩
稲
が
作
ら
れ
た
と

い
う
。
早

・
晩

の
優
勢
度
を
言
え
ば
、
漸
西
路
が
晩
稲
、
漸
東
路
の
紹
興

・
寧
波
に
中
稲
が
多

い
ほ
か

は
大
体
早
稲
で
あ
り
、
こ
れ
は
次
の
占
城
稲
優
勢
に
照
応
す
る
。
な
お
、
福
建
、
広
南
両
路
に
は
早
稲

・
晩
稲

の
組
合
わ

せ
に
よ
る
二
期
作
や
、

早

・
晩
早

・
晩
稲

の

一
年
三
収
が
あ

っ
た
。

宋
代
新

渡
の
占
城
稲
は
当
初
早

・
中

・
晩
の
三
種
が
あ

っ
た
が
、

一
般
に
は
早
稲

で
、
杣
稲
の
中
に
入
れ
ら
れ
、
杣

・
占
城
稲
は
杭
稲

(大

米
)
に
対
し
て
小
禾

(小
米
)
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
杣
稲
は
栽
培
が
易
く
、
耐
旱
か
つ
地
味
も
悪

い
所
で
も

よ
か

っ
た
の
に
対
し
、
杭

稲
は
肥
地

で
な
け
れ
ば
作
ら
れ
な
か

っ
た
。
し
か
も
杭
稲
は
穀

(籾
米
)
よ
り
米
　

白
米
を
得
る
こ
と
が
少
な
く
、
杣
、
占
城
稲
は
米
を
得
る
こ

と
が
多
か

っ
た
。
し
か
し
、
杣

・
占
城
稲
は
長
く
保
存
が
利
か
な

い
欠
点
が
あ

っ
た
の
で
、
政
府
に
納
め
る
租
税
は
杭

・
梗
米
に
限
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
た
め
梗
米
は
そ
の
価
格
が
高
く
、
租
税
と
し
て
政
府
に
納
め
る
ほ
か
、
上
戸
の
食
糧
と
な

っ
て
い
た
。
杣

・
占
城
稲

は
そ
の
価
格
が
低
廉
で

あ
る
た
め
、
中
下
の
戸
の
食
糧
と
な

っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
杣

・
占
城
稲
と
杭
稲

の
栽
培
も
各
地
域
に
よ
っ
て
、
そ
の
重

要
性
を
異
に
し
て
い
た

が
、
そ
れ
は
大
体
に
お

い
て
前
述
の
早
稲

・
晩
稲
の
地
域
的
な
相
違
と

一
致
し
て
い
た
。

漸
西
路

で
は
杣
稲
よ
り
杭
稲
が
多
く
作
ら
れ
た
。
も

っ
と
も
常
州
な
ど
で
は
小
禾

(小
米
)
が
多
く
作
ら
れ
て
い
た

。
漸
東
路
で
は
占
城
稲
と

杭
稲
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
程
度
に
作
ら
れ
て
い
た
。
江
南
東
西
路
で
は
占
城
稲
が
多
く
作
ら
れ
て
、
杭
稲
は
あ
ま
り
多
く
作

ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
秋
糧
も
占
城
稲

で
納
め
る
の
を
許
す
こ
と
も
あ

っ
た
。
た
だ
そ
の
場
合
に
は
占
城
米
は
梗
米
に

一
割
増
し
て
徴
収
さ
れ
た
。
そ
し
て
江
南
東
西

路
で
は
占
城
米
は
商
人
に
よ

っ
て
か
な
り
広
い
範
囲
に
流
通
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
江
西
路

の
撫
州
の
よ
う
に
杭
稲
の
多

く
作
ら
れ
た
処
も
あ

っ

た
。
荊
湖
南
北
路
で
も
占
城
稲
が
多
く
作
ら
れ
て
、
杭
稲
は
あ
ま
り
多
く
作
ら
れ
な
か

っ
た
。
湖
南
路
の
潭
州
の
よ
う

な
処
で
は
杭
稲
は
租
税
を

納
め
る
だ
け
で
、
富
家
も
細
民
も
占
城
稲
に
頼

っ
て
い
た
ら
し

い
。
准
南
路
で
も
占
城
稲
が
多
く
作
ら
れ
て
い
た
が
、
杭
稲
も
か
な
り
作
ら
れ
た
。

四
川
で
も
梗
稲
が
作
ら
れ
た
。
福
建

・
広
南
路
で
も
占
城
稲
と
杭
稲
が
作
ら
れ
、
占
城
稲
は

一
年
両
熟
、
杭
稲
は

一
年

一
熟
だ

っ
た
。
こ
こ
で
も

占
城
稲
は
金
城
米
と
い
い
各
地
に
流
通
し
て
い
た
。
ま
た
、
糖
稲
は
各
地
で
作
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
主
に
酒
を
造

る
原
料
と
さ
れ
、
宋
で
は

酒
は
専
売
と
な

っ
て
い
た
の
で
、
秋
税

の

一
部
を
儒
米
で
も

っ
て
折
納
さ
せ
て
い
た
。

次
に
稲

の
品
種
に

つ
い
て
、
『斉
民
要
術
』
所
載
の
品
種
の
如
き
は
宋
代
に
は
あ
ま
り
残
ら
ず
、
宋
特
に
南
宋
で
は
、
稲

の
品
種
は
杣

・
占
城

稲

・
杭
稲

、
濡
稲
に
わ
た

っ
て
多
く

の
品
種
が
育
成
さ
れ
た
。
し
か
も
南
宋
で
は
各
地
域
に
よ

っ
て
、
こ
れ
ら
三
稲
の
重
要
度
が
異
な

っ
て
い
た

の
で
、
杣

・
占
城
稲
の
多
く
作
ら
れ
た
処
で
は
比
較
的
に
そ
の
品
種
が
多
く
、
杭
稲
の
重
要
な
処
で
は
そ
の
品
種
が
頗
る
多
く
育
成
さ
れ
て
い
た
。



漸
西
の
平
江
府

(蘇
州
)
で
は
杭
稲
の
品
種
が
頗
る
多
く
、
そ
の
中
に
は
箭
子
稲

(長
腰
米
)
を
始
め
多
く
の
優
良
品
種
が
あ

っ
た
が
、
杣

・
占

城
稲
の
品
種

は
僅
か
し
か
な
か

っ
た
。
儒
稲
の
品
種
も
か
な
り
多
く
見
え
、
こ
れ
ら
に
は
酒
を
醸
造
す
る
に
適
す
る
も
の
と
そ
う
で
な

い
も
の
と

が
あ

っ
た
。

平
江
府
の
こ
れ
ら
三
稲

の
品
種
は
合
計
五
十
四
種
あ

っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
元
よ
り
明
初
に
至
る
間
に
淘
汰
さ
れ
て
い
た
、
と

指
摘
す
る
。

こ
れ
ら
は
本
章
で
明
清
期
の
稲
の
種
類
、
品
種
を
考
察
す
る
際
、
極
め
て
重
要
な
前
提
課
題
と
な
る
も
の
で
あ

る
。

　
　

　

以
下
、
加

藤

・
周
藤
両
氏
の
研
究
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
明
清
期
、
十
六
-
十
七
世
紀

の
稲
の
種
類
、
品
種
に
つ
い
て
、
ω
長
江
下
流
デ
ル
タ

〔江
蘇
江
南

・
浙
江
北
部
〕
、
⑪
デ
ル
タ
周
辺

〔江
蘇
江
北

・
安
徽
〕、
⑪
江
西
、
aの
湖
広

〔
湖
北

・
湖
南
〕
、
紛
四
川
、
附
雲
南
、
貴
州
、
6D
東

ハ
　

　

南
海
岸

〔
浙
江
南
部

・
福
建
〕、
㈹
両
広

〔
広
東

・
広
西
〕
に
分

っ
て
、
各
地
方
志
な
ど
を
調
査
し
た
。

ω
長
江
下
流
デ

ル
タ

〔江
蘇
江
南

・
浙
江

北
部
〕

　
　

　

明
清
期
に
北
京
上
供
の
白
糧
梗
米
の
主
要
産
地
で
あ
る
。
そ
の
中
心
、
地
域
首
都
で
あ
る
蘇
州
府
の
、

A
1
、
洪
武

『蘇
州
府
志
』
巻
四
十

一
、
土
産
、
稲
に
、

杭
①
箭
子
稲
②
香
子
稲

(香
棉
)
③
紅
蓮
稲
④
梶
橦
稲
⑤
六
十
日
稲
⑥
赤
稲
⑦
稲
公
棟
⑧
早
稲
⑨
麦
争
場
稲
⑩
小
杣
禾
⑪
早
白
稲
⑫
閃
西
風
稲

⑬
紫
芒
稲
⑭
雪
裏
棟
稲
⑮
早
烏
稲
⑯
烏
髪
稲
⑰
師
姑
梗
稲
⑬
上
桿
青
稲
⑲
金
城
稲
⑳
烏
口
稲
⑳
烏
児
稲

糖
①
護
官
濡
稲
②
金
銀
糀
稲
②
青
桿
糀
稲
④
薦
黄
儒
稲
⑤
師
姑
儒
稲
⑥
羊
類
嬬
⑦
川
梗
儒
⑧
倭
児
儒
⑨
鉄
梗
早
黄
嬬
⑩
遅
陳
儒

　
　

ソ

こ
れ
を
基
準
と
し
て
増
減
を
み
る
と
、

A
2
、
正
徳

『姑
蘇
志
』
巻
十
四
土
産
に
は
、

杭

1
3
4

1
U
9
5

百
日
赤
⑲
⑳
⑳
再
熟
稲
⑧
⑳
中
秋
稲
⑬
⑳
枇
杷
紅
⑳
下
馬
看

儒
②
⑪
閃
西
風

(
一
名
早
中
秋
)
⑫
羊
脂
嬬
③
⑬
秋
風
嬬
⑩
⑧
⑭
鵡
脂
儒
⑦
⑮
虎
皮
糀
⑥
⑯
嚥
脂
儒

洪
武

『蘇
州
府
志
』
土
産
と
比
較
す
る
と
、
杭
で
は
②
香
子
稲

(香
福
)
⑥
赤
稲
⑦
稲
公
掠
⑩
小
杣
禾
⑫
閃
西
風
稲
⑮
早
烏
稲
⑯
烏
類
稲
⑬
上

桿
青
稲
⑳
烏
児
稲
の
九
種
が
減
じ
、
⑫
百
日
赤
⑳
再
熱
稲
⑳
中
秋
稲
⑳
枇
杷
紅
⑳
下
馬
看
の
五
種
が
増
え
、
差
引
き
四
種
減

じ
て
い
る
。
増
加
分

中
、
⑳
百
日
秋
⑳
再
熱
稲
⑳
下
馬
看
は
、
南
宋
の
平
江
府
毘
山
県
地
志
淳
祐

『玉
峰
志
』
巻
下
土
産

・
稲
に
そ
の
名
が
見
え

、
新
出
は
、
中
秋
稲
、

枇
杷
紅
の
み
で
あ
る
。
次
に
糀
で
は
①
護
官
嬬
④
藍
黄
濡
⑤
師
姑
糀
⑨
鉄
梗
早
黄
嬬
の
四
種
が
無
く
、
⑪
閃
西
風

(
早
中
秋

)
⑫
羊
脂
儒
⑬
秋
風

、嬬
⑭
鵡
脂
儒
⑮
虎
皮
糀
⑯
嚥
脂
儒
が
加
わ

っ
た
。
こ
の
内
、
⑫
羊
脂
嬬
は
至
順

『鎮
江
志
』
巻
四
土
貢
、
淳
煕

『新
安
志
』
巻
二
物
産
に
、
⑬
秋



風
儒
は
南

宋
の
蘇
州
常
熟
県

『琴
川
志
』
巻
九
叙
産
に
、
⑮
虎
皮
儒
は
浙
江

の
明
州

・
南
宋
寳
慶

『四
明
志
』
叙
産
に
⑯

嚥
脂
嬬
は
福
建
の
南
宋

淳
煕

『三
山
志
』
巻
四

一
物
産
に
そ
れ
ぞ
れ
名
が
見
え
て
い
る
。
新
出
は
⑪
、
⑭

で
あ
る
が
、
⑪
は
杭
に
そ
の
名
が
あ
り
、
或
は
混
合
か
と
も
思

え
る
の
で
、
結
局
⑭

の
み
新
出
で
あ
る
。

明
の
蘇
州
呉
県
の
人
黄
省
曽

(
一
四
九
〇
1

一
五
四
〇
)
『理
生
玉
鏡
稲
品
』

の
稲
の
品
種
が
前
掲

『姑
蘇
志
』

に
よ

っ
た
こ
と
は
既
に
加
藤

繁
氏
の
指

摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
次
に
、
A
3

『理
生
玉
鏡
稲
品
』

の
品
種
も
挙
げ
る
と
、

杭
①
③

⑤
⑳

八
十
日
稲

19
4
1
1
u
8
晩
白
稲

(萱
花
稲
)
⑨
⑳
⑬
⑳

(松
江
1
早
中
秋
11
閃
西
風
)
⑬
⑳

(三
朝
斉
)
②
⑳

三
穂
千

儒
②
⑫
⑯

(太
平
-
株
砂
梧
)
⑮
⑩

(太
平
-
雀
不
覚

・
杣
儒
)
⑧
③
④

(湖
州
-
泥
裏
変
)
⑬

(瞳
官
儒
1ー
①
、
松

江
-
冷
粒
儒
)
⑰
小
娘

儒
⑬

烏
香
糀
⑨
⑲
馬
漿
嬬

A
3

『理
生
玉
鏡
稲
品
』
が
正
徳

『姑
蘇
志
』
と
異
な
る
点
は
、
蘇
州
以
外
の
地

の
稲
の
品
種
に
言
及
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
な
お
、
小
異
を

言
え
ば
、
⑧
早
稲
、
⑳
枇
杷
紅
が
無
く
、
⑳
八
十
日
稲
⑱
晩
白
稲
⑳
三
穂
千
が
加
わ
っ
た
。
嬬
で
は
⑪
閃
西
風
、
⑭
鵡
脂

儒
⑦
川
梗
儒
が
無
く
、

⑰
小
娘
嬬
、
⑬
烏
香
儒
、
⑲
馬
漿
糀
が
加
わ

っ
た
。
こ
の
う
ち
⑳
八
十
日
稲
は
至
順

『鎮
江
志
』
巻
四
土
貢
等
に
、
⑱
晩
白
稲
は
白
稲

の
早
晩
二

種
と
し
て

『琴
川
志
』
巻
九
に
、
そ
れ
ぞ
れ
名
が
み
え
る
。
新
出
は
⑳
三
穂
千
、
⑬
小
娘
濡
、
⑬
烏
香
嬬
、
⑲
馬
漿
儒
で
あ
る
。
次
に

『理
生
玉

鏡
稲
品
』

に
み
え
る
蘇
州
府
以
外
の
土
地
に
つ
い
て
の
文
言
を
拾
う
と
、

　

　

ω
京
口

[鎮
江

・
丹
徒
県
]
大
稲
謂
之
梗
、
小
稲
謂
之
杣
。

　

　

②
砒
陵

[常
州

・
武
進
県
]
小
稲
之
種
、
亦
有
六
十
日
杣

・
八
十
日
杣

・
百
日
杣
之
品
、
而
皆
自
占
城
来
、
宴
耐
水
旱
而
成
実
、
作
飯
則
差
硬
。

　

宋
氏
使
占
城
珍
宝
易
之
、
以
給
於
民
者
。
在
太
平

[南
直
隷
安
徽
太
平
府
]
、
六
十
日
杣
、
謂
之
施
梨
帰
。
有
赤
紅

杣
、
有
百
日
杣
、
倶
白

秤
而
無
芒
、
或
七
月
、
或
八
月
而
熟
。
其
味
白
淡
而
紅
甘
。
在
閏

[福
建
]、
無
芒
而
粒
細
、
有
六
十
日
可
穫
者
、
有
百
日
可
穫
者
、
皆
日

占
城
稲
。

　

　

個
其
粒
尖
、
色
紅
而
性
硬
、
四
月
而
種
、
七
月
而
熟
、
日
金
城
稲
。
是
唯
高
仰
之
所
種
。
松
江
謂
之
赤
米
、
乃
穀
之
下
品
。
四
明

[寧
波
」
次

於
占
城
。
其
殆
即
所
謂
百
日
赤
欺
。

　

　

幽
其
粒
長
而
色
斑
、
五
月
而
種
、
九
月
而
熟
、
松
江
謂
之
勝
紅
蓮
。
性
硬
而
皮
董
倶
白
、
謂
之
罹
種
稲
。

　

　

　

　

㈲
其
粒
白
、
無
芒
而
桿
倭
、
五
月
而
種
、
九
月
而
熟
、
謂
之
師
姑
杭
。
湖
州
録
云
、
言
其
無
芒
也
。
四
明
謂
之
倭
白
。



　

　

　

　

㈲
其
粒
赤
而
檸
芒
白
、
五
月
初
而
種
、
八
月
而
熟
、
謂
之
早
白
稲
。
松
江
謂
之
小
白
、
四
明
謂
之
細
白
。
九
月
而
熟
、
謂

之
晩
白
、
又
謂
藍
花

　

　

白
。
松
江
謂
之
大
白
。

　

　

ω
其
再
蒔
而
晩
熟
者
、
謂
之
烏

口
稲
。
在
松
江
、
色
黒
而
耐
水
与
寒
、
又
謂
之
冷
水
結
。
是
為
稲
之
下
品
。

　

　

㈲
其
粒
白
而
大
、
四
月
而
種
、
八
月
而
熟
、
謂
之
中
秋
稲
。
在
松
江
、
八
月
望
而
熟
者
、
謂
之
早
中
秋
、
又
謂
之
閃
西
風
。

㈲
其
在
極

油
、
粒
小
而
性
柔
、
有
紅
芒
、
白
芒
之
等
、
七
月
而
熟
、
日
香
杭
。
其
粒
小
、
色
斑
、
以
三
五
十
粒
入
官
米
数
升
炊
之
、
券
芳
馨
美

者
、
謂
之
香
子
、
又
謂
之
香
禍
。

　

　

㈲
其
在
湖
州
、

一
穂
而
三
百
余
粒
者
、
謂
之
三
穂
千
。

　

　

㈲
其
芒
長

而
穀
多
白
檸
、
四
月
而
種
、
九
月
而
熱
。
謂
之
嚥
脂
嬬
。
太
平
謂
之
殊
砂
儒
。

　

　

⑫
其
色
斑
、
五
月
而
種
、
十
月
而
熟
、
謂
之
虎
皮
儒
。
太
平
録
云
、
厚
檸
紅
黒
斑
而
芒
。

　

　

03
其
粒
最
長
、
白
浮
而
有
芒
、
四
月
而
種
、
七
月
而
熟
、
謂
之
起
陳
儒
。
太
平
謂
之
雀
不
覚
、
亦
謂
之
杣
濡
。

　

　

⑳
其
粒
大
而
色
白
、
芒
長
而
熟
最
晩
、
其
色
易
変
。
其
醸
酒
最
佳
、
謂
之
萱
黄
儒
。
湖
州
謂
之
泥
裏
変
、
言
其
不
待
日
之

曜
也
。

　

　

㈲
其
粒
円
白
而
檸
黄
、
大
暑
可
刈
。
其
色
変
不
宜
於
醸
酒
、
謂
之
秋
風
嬬
。
可
以
代
梗
而
輸
租
。
又
謂
之
購
官
濡
。
松
江
謂
之
冷
粒
儒
。

⑯
其
在
淋
沖
、
色
烏
而
香
者
、
謂
之
鳥
香
嬬
。
其
桿
挺
而
不
朴
者
、
謂
之
鉄
梗
儒
。
芒
如
馬
漿
而
色
赤
者
、
謂
之
馬
漿
糀

。

右
の
内
、
杭
米
に
つ
い
て
の
ω
ー
圖
、
嬬
米
に

つ
い
て
の
ω
1
㈲
は
、
蘇
州
府
の
名
称
が
松
江

・
湖
州

・
寧
波

・
太
平
府
等
で
何
と
謂
わ
れ
る

か
が
多
く
、
杭
米

の
働
は
松
江
府
の
香
杭
、
⑩
が
湖
州
府

の
三
穂
千
、
㈲
が
湖
州

の
烏
香
嬬

・
鉄
梗
儒

・
馬
漿
糀
を
そ
れ
ぞ
れ
取
上
げ
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
ω
②
は
常
州
鎮
江
地
方
で
小
稲
"
杣
、
占
城
稲
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
そ
の
品
種
と
し
て
は
六
十

日
杣
、
八
十
日
杣
、

百
日
杣
が
あ

っ
た
と
い
い
、
こ
れ
は
安
徽
太
平
府
に
お
い
て
も
、
六
十
日
杣
は
施
梨
帰
と
呼
ば
れ
た
ほ
か
、
赤
紅
杣
、
百
日
杣
な
ど
の
品
種
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
太
平
府
は
地
域
区
分
で
は
、
次
の
個
デ
ル
タ
周
辺
に
入
れ
た
が
、
同
地
域
は
杣
11
占
城
稲
が
宋

-
明
間
に
多
く
植
え

ら
れ
て
い
た

。
ω
長
江
下
流
デ
ル
タ
で
は
常
州
鎮
江
の

一
地
方
に
杣
が
植
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
注
意
を
用
し
よ
う
。

次
に
明
代

蘇
州
府
下
各
州
県
志
を
み
る
と
、

A
4
、
崇
頑

『呉
県
志
』
巻
二
十
九
物
産
に
は
、

杭

1
3
4
1
1
U
19
0
8

13
5
6
30
大
頭
花
⑳
瓜
熟
稲
⑳
⑫
黄
梗
杣
⑭

一
粒
珠
⑮
麻
皮
杭

(作
飯
粒
長
)
⑯
薄
十
分

(作
粥
易
賦
)
⑰
梗
殺



蚤
蝶
②

(香
子
米
)
⑱
八
月
白
⑳
牛
毛
白
⑳
丈
水
紅
⑪
老
来
紅
⑫
五
石
稲
⑬
救
公
磯
⑭
包
十
石
⑮
累
泥
烏
⑯
土
塘
青
⑰
天
落
青

(
32
種
)

嬬
2
U

1
3
13
10
8
1
7
1
6
1

(胴
脂
儒
)
⑳
野
人
儒
⑳
権
子
儒
⑫
悦
雄
嬬
⑳
烏
髪
儒
⑳
観
音
糀
⑳
梗
杣
編
⑳
佛
手
嬬
⑰
⑳
蟹
殻
濡
⑳
喜
蛛

編
⑳
鴨
嗜
儒
⑳
香
梗
嬬
⑳
珠
子
儒

(
25
種
)

こ
の
内
、
杭
⑱
八
月
白
は
南
宋
談
鎗

の
嘉
泰

『呉
興
志
』
巻
二
〇
風
俗

・
物
産
に
そ
の
名
が
み
え
、
ま
た
儒
⑳
佛
手
嬬
も
南
宋
の
毘
山
県
志
の

淳
祐

『玉
峰
志
』
巻
下
土
産
、
稲
に
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
杭
の
十
六
種
、
嬬
の
十

一
種
は
新
出
種

で
あ
る
。
た
だ
し
、
先

行

の
地
志
等
に
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
次
に
同
じ
蘇
州
府
の

A
5
、
弘
治

『呉
江
志
』
巻
六
土
産
、
穀
に
は
、

杭
⑪
⑳
⑱
大
杣
⑩
⑲
赤
芒
稲
⑩
白
芒
稲
⑳
⑪
葬
山
青
⑫
葬
擁
望
⑬
救
公
飢
⑳
下
馬
看
⑫
黄
梗
杣
⑫
⑬
大
烏
芒
⑭
小
烏
稲
⑮
晩
陳
芒
⑯
泥
裏
変
⑰

青
光
頭
⑱
花
光
頭
⑰
⑲
光
頭
白
⑩
驚
脚
黄
⑪
馬
漿
烏
⑫
雪
裡
変

1
18
7
9
5
1
2
3
4
19
6
0
1

(
37
種
)

糀
2
1
3
4
5
6
7
8
9

(鎮
梗
糀
)
⑫
早
紅
糀
⑳
早
黄
濡
⑩
⑯

(殊
砂
儒
)
⑳
佛
手
嬬
⑮
虎
皮
儒
⑭
虎
班
儒
⑳
中
秋
嬬

(
17
種

)

右
で
杭

の
⑬
⑳
⑫
儒
⑯
⑳
⑮
は
す
で
に
前
掲
A
2
1
4
の
地
志
に
そ
の
名
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
弘
治

『呉
江
志
』

の
方
が
成
立

が
先
だ
か

ら
、
こ
ち
ら
を
新
出
と
す

べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
含
め
て
杭
十
八
種
、
儒
六
種
が
こ
の
方
志
に
は
じ
め
て
名
が
見
え
る
も
の
と
な

る
。
同
県

の
明
代
の
次
の
県
志
、
A
6
、
嘉
靖

『呉
江
県
志
』
巻
九
食
貨
志
、
物
産
、
穀
を
み
る
と
、

杭

1
2

48
10
1
8
49
0
8
63
烏
稲
⑬
⑭
⑯
⑳
⑭
灰
稲
⑮
雷
稲
⑯
大
黄
稲
⑰
小
黄
稲
⑰
⑱
⑲
⑱
雲
南
稲
⑳

(
一
名
牛

口
烏

)
13

62
6
60

18
9

⑲
麻
子
烏
⑳
赤
杣
⑪
黄
禍
⑮
⑫
晩
頬
芒
⑬
小
白
稲
⑭
山
白
稲
⑭
⑦
⑮
紅
皮
稲
③
⑯
紅
蓬
稲
⑰
紅
蒙
子
⑳
⑱
赤
穀
稲
⑲

矯
赤
稲
⑳
紅
稜
晩
稲
⑳

紫
染
頭
⑫
④
⑰
⑫
鴨
嗜
稲
⑳
吊
殺
難
⑭
無
名
稲
⑳
楊
名
香
⑫

(郡
志
入
嬬
種
)
⑳
野
稲
⑳
樫
五
石
⑳
六
稀
稲
⑫
⑳
三
朝
斉
⑳
八
月
白
⑳
⑤
⑳

⑫
⑬
⑳
⑨

(
70
種
)

糀
②
⑳

珠
子
濡
⑯
殊
砂
儒
⑯
⑳
⑰
竈
王
糀
5
8
1
3
1
1
6
3
烏
髪
糟
⑱
牛

口
烏
③
⑳
赤
穀
儒
⑳
栗
殻
儒
⑳
蟹
殻
儒
⑪

芝
麻
糀
⑳
権
子
儒
④
⑫

瓜
熟
儒
⑫
⑳
⑬
長
漿
儒

18
7
9
1
0
3
13
1
4
香
嬬
⑮
冷
糀
⑯
晩
糀

(
37
種
)

こ
れ
は
稲
の
品
種
を
同
時
に
数
え
た
数
と
し
て
は
最
多

で
杭
七
十
種
、
糀
三
十
七
種
に
上
る
。
た
だ
し
、
杭
で
は
⑳
三
朝
斉
と
⑳
下
馬
看
を
二

つ
に
数
え
、
嬬
で
も
⑯
殊
砂
儒
と
⑯
嚥
脂
濡
を
別
に
し
、
ま
た
編
⑮
冷
儒
が
冷
粒
糀
と
す
る
と
①

の
購
官
儒
と
同

一
と
な
る
。
そ
れ
で
も
、
嘉
靖

『呉
江
県
志
』
で
杭

二
十
八
種
、
糀
十
五
種
が
新
出
と
な
る
。



次
に
蘇
州
府
東
北
部
の
所
属
州
県
で
は
、
南
宋
の

『琴
川
志
』
に
稲

の
品
種
が
詳
細
で
あ

っ
た
常
熟
県
で
は
、

A
7
、
弘
治

『常
熟
県
志
』
巻

一
叙
地
理
、
土
産
、
稲
之
品
に
、

梗
⑤

(救

公
飢
)
⑫
⑨
⑩

(俗
、
黄
梗
杣
)、
⑱
⑪
⑱
⑮
⑳
光
頭
黄
梗
⑱
⑲
③
②

(香
禍
)
⑪
鼠
郎
黄
⑳
⑫
鶉
鶉
斑
⑱
顧

公
操
⑭
雪
裏
尋
⑮
舜

寄
稲
⑯
節
漢
稲
⑳
下
馬
看
⑲
軟
頸
黄
梗

糀

1
2
3

4
5
6
0
49
抄
社
糀
⑰
竈
王
嬬
⑨
⑱
円
頭
儒
⑲
細
葉
嬬
⑮

右
の
内
で
梗
⑪
鼠
郎
黄
⑫
嶋
鶉
斑
⑱
顧
公
棟
⑭
雪
裏
尋
⑮
舜
寄
稲
⑯
節
湊
稲

(或
は
時
裏
白
、
或
は
珠
児
白
)、
及
び
儒
⑰
抄
社
編
は
、
『琴
川

志
』
巻
九
叙
産
に
み
え
る
。
参
考
ま
で
に
、
『琴
川
志
』

の
稲
は
、

杭
4
1
3
1
2
91

野
稲
9
9
1
1
7
93
U
8
9

稲
裏
稲
◇
雪
裏
扮
◇
棟
出
稲
◇
九
節
稲
◇
⑭
⑨

儒

0
8
4
5
13
3
2
9

先
(杣
)⑯

◇
六
十
日
⑲
◇
先
禾

外
⑳
◇
赤
穀
稲

と
な
り
、
『琴
川
志
』

の
品
種
が
弘
治

『常
熟
県
志
』
に
継
承
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
杭
十
三
種

(不

一
致
九
種
)
、
編
六
種

(
不

一
致
七
種
)
で

あ
り
、
杭
十
二
種
、
先
二
種
、
そ
の
他

一
種
の
計
十
五
種
、
儒
二
種
が
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。
◇
印
は
宋
元
代
の
固
有
種
で
あ
る
。

A
8
、
嘉
靖

『常
熟
県
志
』
巻
四
物
産
に
、

杭
3
3
U
8
1
13
2
4
5
1

9
19
98
占
城
稲
⑳
⑳
⑰
(⑯
⑲
江
陰
黄
梗

儒
2
3
6
0
1
1
9
48
49
1

つ
け
加
え

は
⑲
江
陰
黄
梗
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
弘
治
志
の
梗
十
種
、
糀
九
種
が
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
梗
の
十

一
種

、
儒
の
四
種
が
継
承

さ
れ
て
い
な

い
。
逆
に
嘉
靖
志
に
は
杭
八
種
、
嬬

一
種
が
加
わ

っ
て
い
る
。
梗
は
儒
に
比
し
て
継
承
さ
れ
る
も
の
が
少
な

い
と
言
え
よ
う
。

A
9
、
康
煕

二
十
六
年

(
一
六
八
七
)
修

『常
熟
県
志
』
巻
九
物
産
、
穀
に
は
、

杭

3
1
1
4
13

5

(救
公
飢
)
2
1
9

98
19
0
9

儒
②
⑳
棄
子
嬬
3
6
10
1
7
1
1
8
1
9
49

前
志
嘉
靖
志
と
は
か
な
り
変
化
し
て
い
る
が
、
新
出
は
儒
の
⑤
喪
子
儒
だ
け
で
あ
る
。
次
に
毘
山
県
は
、



A
10
、
嘉
靖

『毘
山
県
志
』

一
巻
土
産
に
、

梗
③
②

(香
梗
)
⑧

(早
梗
)
⑱
青
芒
稲
⑪
紅
芒
稲
⑪
⑬
小
白
稲
⑳
⑳
⑪
紅
緑
稲
⑱
金
裏
銀
⑳
㊥
⑯
薄
十
分
⑪
罪
山
黄
⑭
⑫
⑲
麻
子
鳥
⑫

儒
⑪
早
嬬
⑫
珠
儒
⑳
⑬
水
晶
嬬
⑰
⑮
⑭
牛
腿
糀
⑫
⑥
⑩
⑮
香
子
儒
⑰
⑯
楊
梅
香
⑧

と
あ
る
が
、
こ
れ
も
毘
山
県
の
南
宋
期
の
地
志
、
淳
祐

『玉
峰
志
』
巻
下
土
産
の
稲
を
あ
げ
る
と
、

杭
③
⑳
②
◇
烏
野
稲
⑭
◇
白
野
稲
◇
稲
翁
棟
⑫
⑨
◇
軟
得
青
◇
時
裡
白
⑤
◇
百
日
稲
◇
半
夏
稲
⑲
◇
舜
耕
稲
◇
烏
粒
稲
◇
睦
州
紅
④
◇
榜
程
稲

◇
山
烏
稲
◇
辮
白
稲
⑦
◇
紅
蒙
子
⑳

糀
⑩
⑰

◇
烏
綜
糟
◇
閨
女
儒
◇
金
州
儒
◇
定
陳
儒
◇
宜
州
嬬
⑳
⑤

と
な
る
が
、
杭
五
種

の
み
し
か
喜
靖
志
は
玉
峰
志
か
ら
継
承
し
て
い
な

い
。
杭

・
儒
と
も
品
種
は

一
変
し
た
と

い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。
毘
山
県
で

は
杭
の
香
子
稲

(香
稲

・
香
梗
)、
紅
蓮
稲
、
雪
裏
棟
稲
、
閃
西
風
稲
、
下
馬
看
の
品
種
が
根
強
い
伝
統
と
な

っ
た
。

次
に
、
同
県
の
A
11
、
万
暦

『箆
山
県
志
』
巻
二
土
産
に
、

杭
⑱
⑪

8
19
5

13
43
6
3
9
2

(香
硬
稲
)
⑳
⑫
⑲
⑳
⑳
⑳

儒
⑩
⑯
⑨
⑮
⑥
⑰
再
熟
稲
1
53
1
5
U
3
8
1
12
2
4

杭
は
嘉
靖
志
の
⑪
早
白
稲
⑫
閃
西
風
稲
⑬
小
白
稲
⑪
青
芒
稲
⑪
紅
芒
稲
⑰
中
秋
白
⑰
金
裏
銀
⑯
菲
山
黄
が
万
暦
志
の
⑤

六
十
日
稲
⑨
麦
争
場
⑬

紫
芒
稲
⑲

金
城
稲
⑳
烏

口
稲
⑳
烏
児
稲
⑳
百
日
赤
⑳
中
秋
稲
に
代
わ
り
、
糖
は
嘉
靖
志

の
⑪
早
儒
⑫
珠
儒
⑭
牛
腿
儒
⑯
楊
梅
香
が
無
く
な
り
、
①

護
官
儒
②

金
叙
儒
④
薦
黄
嬬
⑨
鉄
梗
儒
⑪
閃
西
風
⑯
嚥
脂
編
⑰
再
熟
稲
が
万
暦
志
に
加
わ

っ
た
。
万
暦
志
の
は
、
宋
以
後

の
有
名
銘
柄
で
あ
る
が
、

或
は
嘉
靖
志
の
は
そ
れ
の
異
称
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

A
12
、
嘉

靖

『太
倉
州
志
』
巻
五
物
産
、
穀
属
は
、
杭
稲
、
嬬
稲
に
分
け
る
。
杭
稲
は
、
洪
武
蘇
州
府
志
巻
四
十

一
土
産

の
如
く
、
「呉
門
事
類
」

を
引

い
て
、
呉
俗
に
お
け
る
早

・
中

・
晩
稲
の
種
刈
の
時
期
を
示
し
た
後
で
、

杭

〔
早
稲
〕
⑪
⑮
⑭
早
紅
蓮

〔晩

稲
〕
⑱
⑰
晩
烏
稲
⑱
晩
紅
蓮

儒

〔早

〕
⑩

〔
晩
〕
⑱
罪
山
儒

〔早
晩
不
明
〕
⑮

(香
子
稲
)
⑲
杭
儒



と
分
け
て
い
る
。
稲
の
早
晩
作
付
が
発
達
し
て
い
る
地
方
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
品
種

の
数
自
体
は
多
く
は
な
い
。

A
13
、
崇
禎

『太
倉
州
志
』
巻
五
、
風
土
志
、
物
産
は
、

〔早
稲

〕
⑪
⑮
⑪
⑱

〔晩
稲

〕
⑱
⑰
⑬
⑱
嘉
興
黄
⑰
梗
殺
彰
蕃
⑪
天
落
黄
⑪
香
黄
蓮
⑫
鴨
噛
黄
⑬
薦
花
白
⑭
銀
杏
白
⑪
木
漬
香
⑪

嬬

〔
早
〕
⑩
④
⑥

ハれ

　

〔
晩
〕
⑱
⑩
老
来
紅
⑮
⑳
悦
雄
鶏
⑪
猪
踪
嬬
⑳
⑫
梗
鮮
嬬
⑰
⑮
⑲
梗
儒
⑬
藍
花
儒
①

③
紅
蓮
稲

が
早
晩
に
分
か
れ
て
早
紅
蓮
、
晩
紅
蓮
と
分
か
れ
る
な
ど
、
明
末
太
倉
州
で
は
稲

の
品
種
は
若
干
数
が
増
し
た

ほ
か
、
微
小
な
発
達

改
良
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
杭
稲
に
つ
い
て
、
木
漬
香
、
罪
山
青
を
挙
げ
た
後
に
、

諸
種
名

不

一
。
大
約
七
月
望
間
、
新
米
入
市
。
諺
云
、
河
直
西
、
喫
新
栖
、
言
天
河
西
指
、
則
食
新
。
十
月
中
倶
納
稼
。

と
あ
り
、
ま
た
、
編
稲
に
は
、

梗
儒
二
色
、
粒
小
而
長
、
以
少
許
入
他
米
数
升
炊
之
、
極
香
美
。
又
有
円
白
而
俘
黄
、
大
暑
可
刈
、
醸
則
少
酒
、
作
飯
復
傷
湿
、
日
藍
花
糀
。

惟
耐
旱
多
収
、
可
代
杭
輸
租
、
又
日
瞳
官
濡
、
佃
多
喜
種
。
凡
嬬
穀
須
曝
、
日
中
色
変
有
光
、
名
上
変
、
方
適
用
。
曝
不
変
、
俗
呼
痴
梗
、

更
不
如
蔵
花
糀
。

濡
稲
は
醸
造
し
て
酒
に
し
た
が
、
杭
に
代
え
て
租
と
し
て
輪
し
た
も
の
を
購
官
儒
と
い
う
種
も
あ

っ
た
と

い
う
。
ま
た
、
同
州
嘉
定
県
で
は
、

A
14
、
万
暦

『嘉
定
県
志
』
巻
六
田
賦
考
、
物
産
、
穀
属
に

杭
①

(
穿
珠
稲
)
⑪
⑳
⑩
⑥

(粒
小
而
鋭
、
海
郷
多
植
之
)
⑪
黄
皮
稲
②

(香
杭
稲
)
③
⑤
⑫
⑳

(
穂
長
可
看
故
名
)
⑰
烏
野
香
⑬
⑭
⑪
稚
蒙

(粒
鵠
)
⑪
軟
桿
青
⑭
大
頭
紅
⑳
⑰
⑳
②
舜
耕
稲
⑫
睦
州
紅
②
隔
岸
撮
⑱
⑫
砕
倒
変

儒
⑩
⑮
⑮
⑭
橘
皮
儒
⑮
火
珠
儒
⑯
烏
綜
濡
⑰
軟
桿
濡
⑪
猪
施
儒
⑰
⑫
⑱
倭
脚
儒
①
⑰
②
⑲
諮
裏
嬬
⑳
待
西
風

右
の
内
で
杭

の
⑪
軟
桿
青
⑭
舜
耕
稲
⑫
睦
州
紅
、
及
び
嬬
の
⑯
烏
綜
糟
は
南
宋
毘
山
県
の
淳
祐

『玉
峰
志
』
巻
下
土
産

、
稲
に
そ
の
名
が
見
え

る
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
ら
を
除
く
と
、
杭
六
種
、
嬬
七
種
が
新
出
品
種
で
あ
る
。
次
に
同
じ
太
倉
州
属
県
で
は
あ
る
が
長

江
下
口
に
位
置
す
る
崇

明
島
。

A
15
、
万
暦

『崇
明
県
志
』
巻
三
物
産
、
五
穀
類
に
、



杭
⑲
③
⑪
⑤
⑳
⑭
尖
簿
紅
⑭
深
水
紅
⑭
大
頭
紅
⑫
⑫
施
黎
帰
⑯
⑱
湖
州
白
⑭
籠
下
歓
②

(香
杭
)
⑫
⑭
隆
田
青

儒
⑫
⑪

水
仙
儒
⑩
⑮
⑫
飛
来
落
⑥
⑭
橘
皮
儒
⑬
香
類
嬬
⑪

〔猪
駿
嬬
〕
⑧
⑭
胡
桃
糖
⑮
棟
選
儒
⑰
⑯
頭
頸
糖
⑰
牛
筋
儒
⑰
⑱
嬉
子
儒
⑲
研
倒
変

⑭
深
水
紅
⑰
施
黎
帰
は
江
北
安
徽
や
江
西
地
方
な
ど
に
も
多
い
品
種
で
多
分
杣
と
思
わ
れ
、
金
城
稲

(性
硬
)、
早
白
稲

(米
赤

)、
六
十
日

稲
、
尖
笏

赤
と
も
併
せ
て
、
崇
明
県
は
杣
、
占
城
稲
が
多
か

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
嬬
米
種
も
数
多

い
。

松
江
、
上
海
地
方
で
は
、

B
1
、
弘
治

『上
海
志
』
巻
三
田
賦
志
、
土
産
、
穀
類
に
、

杭
1
2

3
0
1
4
13
19
10
小
杣
⑬
大
杣
⑪
⑱
⑫
⑳

儒
①
②
④
⑥
⑧
⑩

と
あ
り
、
洪
武
の

『蘇
州
府
志
』
土
産
の
種
以
上
の
新
し
い
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。
な
お
、
杭
の
⑩
小
杣
以
下
、
⑬
大
杣

、
⑪
早
白
、
⑱
晩
白
、

⑫
閃
西
風
、
⑳
百
日
赤
は
、
そ
の
配
列
順
に
区
別
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
が
杣
稲
で
あ
る
こ
と
を
示
す

か
も
知
れ
な

い
。

B
2
、
正
徳

『華
亭
県
志
』
巻
三
土
産
、
五
穀
に
は
、

杭
5
10
2

48
U
1

8
1
3
4
5
13
2
深
水
紅
⑲
⑳

儒
⑬
②
⑩
⑰

〔小
嬢
儒
〕
⑧
④

(
俗
名
泥
裏
変
)
⑥
⑫
⑭

杭
の
深
水
紅
は
、

一
丈
紅
等
と
と
も
に
丈
の
長
い
浮
稲
の
類
か
と
い
う
。
明
代
の
新
種
で
あ
る
。

B
3
、
正
徳

『松
江
府
志
』
巻
六
物
産

杭
⑫
深
水
紅
1
2
3
U
8
13

19

儒

①
②

と
、
あ
ま

り
多
く
の
品
種
を
掲
げ
て
い
な
い
。

嘉
靖

『上
海
県
志
』
巻

一
物
産
。
五
穀
之
属
に
は
、

稲
種
甚

繁
、
要
其
成
熟
之
候
、
有
三
、
蚤
稲
、
中
秋
稲
、
晩
稲
。
白
稲
最
晩
、
杣
稲
最
蚤
。
杣
者
秋
不
分
栽
、
遂
為
稲
。
其
米
赤
、
宜
於
海

郷
。

と
あ

っ
て
、
杣
稲
種
が
こ
の
地
方
で
栽
培
さ
れ
易

い
の
は
、
海
郷
に
宜
し

い
か
ら
だ
と

い
う
。
品
稲
名
の
列
挙
は
な

い
。



B
4
、
万
暦

『上
海
県
志
』
巻
三
賦
役
志
上
、
物
産
、
穀
に
は
、

杭
⑤

(今
名
帯
利
回
)
⑳

(今
名
摯
黎
望
)
③
早
白
野
③
白
花
珠
⑳
⑳
⑳
光
頭
晩

(光
頭
黄
梗
と
同
じ
か
)
⑳
三
梓
千

(三
穂
千
と
同
じ
か
)

②
③
等
西
風
⑥

編
⑳
恭
社
儒
⑳
早
紅
蓮
⑮
⑥
⑫
墓
轡
濡
⑬
⑪

〔猪
駿
儒
〕
①
⑰

と
あ
り
、
ほ
ぼ
杭
編
の
半
数
近
く
新
種
名
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
名
称
が
少
し
だ
け
違
う
と

い
う

の
が
多

い
。

B
5
、
万
暦

『青
浦
県
志
』
巻

一
土
産
、
穀
に
は
、

杭
1
2
10
48
11

8
2
15
3
、
(際
、
粟
)、
⑬
⑭
深
水
紅
⑲

儒
13
2
10
1
8
63
6
12

こ
れ
も
、
先
の
正
徳

『華
亭
県
志
』
等
に
近

い
。
な
お
、
際
、
粟
が
混
じ

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
稲
で
は
な
く
、
何
か

の
手
違
い
で
混
入
し
た

も
の
だ
ろ
う
。

B
6
、
崇
禎

『松
江
府
志
』
巻
六
物
産
、
五
穀
、
稲
に
、

杭
①
②
③
⑪

〔
小
白
稲
〕
⑳

〔大
白
稲
〕
⑬
⑫

〔白
花
珠
〕
⑨
③

一
丈
紅

〔其
再
時
面
晩
熟
者
、
謂
之
烏
口
稲
⑳
〕
⑳

〔蚤
中
秋
〕
⑳

〔再
僚

稲
〕
⑲

〔松
江
赤
〕

編
②
①

〔冷
粒
嬬
〕

　
り

　

・

先
に
、
⑫

深
水
紅
と
あ

っ
た
も
の
と
、
右
の
③

一
丈
紅
は
、
天
野
元
之
助
氏
は
同
じ
も
の
で
、
水
中
に
没
し
て
丈
が
長
く
な
る
、
い
わ
ゆ
る
浮

水
稲
か
と
思
わ
れ
る
、
と
し
て
い
る
。

C
1
、
常
州
府
無
錫
県
で
は
万
暦

『無
錫
県
志
』
巻
八
、
食
貨
志
二
、
土
産
、
穀
之
属
に
、

梗
稲

嬬
稲
⑯
江
西
種
鵠

⑱
雲
南
稲
粒
大
⑱
占
城
稲

〈
注
略
〉
③
紅
蓮
稲

〈注
略
〉
②
香
硬

〈
注
略
〉

と
あ
る
の
み

で
あ
り
、
普
通
の
杭
稲
と
し
て
は
紅
蓮
稲
、
香
梗
、
江
西
種
、
雲
南
稲
し
か
挙
げ
ら
れ
て
い
な

い
。
江
西
稲

は
い
か
な
る
も
の
か
不

明
だ
が
或

は
杣
稲
か
も
知
れ
ぬ
。
占
城
稲
を
掲
げ
て
い
る
の
は
、
黄
省
曽

『理
生
玉
鏡
稲
品
』

に
上
述
の
ご
と
く
、
「砒

陵
、
小
稲
之
種
、
亦
有

六
十
日
杣
、
八
十
日
杣
、
百
日
杣
之
品
而
皆
自
占
城
来
…
…
皆
口
占
城
稲
。」
と
あ
る
の
に
照
応
し
、
常
州
府
で
は
杣

・
占
城
稲
が
種
え
ら
れ
て

い
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
、
同
じ
常
州
府
で
も
、
蘇
州
府
常
熟
県
に
続
く
地
で
米
ど
こ
ろ
と
呼
ば
れ
た
江
陰
県
で
は
、



C
2
、
嘉
靖

『江
陰
県
志
』
巻
四
下
、
食
貨
記
、
土
産
、
穀
之
属
に
、

梗
⑭
黄
梗
稲
③
⑪

〔白
稲
i
早

・
晩
〕
⑯

〔烏
須
稲
〕
⑬
②
⑲
⑧
辮
編
稲

儒
⑨
⑳
光
頭
儒
稲
⑮
⑩

と
あ
る
が
、
黄
梗
稲
は
黄
梗
杣
、
辮
禍
稲
は
、
辮
白
稲
と
す
れ
ば
、
南
宋
以
来
の
品
種
で
あ
る
。
ま
た
、
嬬
の
光
頭
儒

は
、
南
宋

の
成
淳

『臨
安

志
』

や
嘉
泰

『会
稽
志
』
な
ど
に
み
ら
れ
、
杭
州
、
紹
興
な
ど
浙
江

地
方
の
品
種

で
あ
る
。

C
3
、
常
州
府
靖
江
県
で
は
、
隆
慶

『靖
江
県
志
』
巻
三
物
産
、
樹
藝
、
稲
に
、

　
ギ

　

㈹
⑱
蚤
黄
川
⑭
晩
黄
川
⑭
晩
青
川
⑭
紅
杣
⑫
白
杣
⑬
⑰
⑱
税
六
升
⑱
蚤
紅
蓮
②
香
杭

.

㈱
⑭
蚤
白
儒
⑧
晩
白
嬬
⑮
⑯
⑨
⑳
姜
黄
儒
⑬
⑩
⑭

倒
撤
殺

天

と
あ
り
、

C
4
、
万
暦

『靖
江
県
志
』
巻
六
食
貨
、
物
産
、
穀
品
に
は
、
前
掲
品
種
に
解
説
を
附
し
、
か
つ
若
干
の
追

加
を
行

っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、

㈹
蚤
黄

川

〈米
白
蚤
熟
〉
⑭
晩
黄
川

〈粒
大
、
性
和
軟
〉
⑭
晩
青
川

〈亦
白
杭
米
〉

㈹
⑭
⑫
紅
白
杣

〈
八
月
熟
、
米
長
性
硬
、
白
者
差
軟
〉
⑪
蚤
紅
蓮

〈粒
大
而
佳
〉
⑬
救
公
磯
⑰
施
翠
帰

㈹
⑱
枇
六
升

〈粒
円
、
碩
見
収
〉
①
箭
子
稲

〈
粒
痩
長
雪
色
〉
⑫
閃
西
風

〈
一
名
蚤
中
秋
〉
⑤
六
十
日

〈有
紅
白
二
色
〉
⑳
烏

口
稲

〈皮
芒
倶

黒
、
初
秋
亦
可
蒔
〉
②
香
杭

〈
皮
芒
梢
黒
、
和
他
米
炊
倶
香
〉

㈱
⑭
蚤
白
嬬

〈先
熟
易
落
〉
⑳
晩
白
糀

〈皮
薄
易
醸
〉
⑮
虎
皮
濡

〈芒
赤
米
白
〉
⑫
羊
脂
儒

〈晩
熟
、
性
軟
色
芳
〉
⑨
鉄
梗
濡

〈桿
硬
無
芒
易

落
〉
⑳
姜
黄
糀

〈
皮
厚
難
晒
〉
⑬
秋
風
嬬

〈
次
蚤
米
白
〉
⑩

遅
陳
儒

〈
蚤
種
宜
醸
〉
③
青
枝
糖

〈
難
熟
不
枯
〉
⑰

麻
筋
糀

〈
桿
柔
可
為
索
〉

⑭
香

儒

〈香
勝
於
香
杭
、
粒
長
皮
黒
〉

撤
殺

天

〈旱
種
〉

隆
慶
志

に
比
す
と
⑳
麻
筋
儒
が
増
え
、
こ
れ
は
宋
元
時
代
に
な
か

っ
た
種

で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
常
州
靖
江
県

で
は
宋
元
以
来
の
品
種
が

よ
く
記
載

さ
れ
て
い
る
。
新
出
の
も
の
は
麻
筋
嬬
以
外
は
宋
元
以
来
の
種
で
あ
る
。

次
に
黄

省
曽

『理
生
玉
鏡
稲
品
』
で

「京
口
、
大
稲
謂
之
梗
、
小
稲
謂
之
杣
」
と
あ

っ
た
鎮
江
府
で
は
、



C
5
、
万
暦

鎮̀
江
府
志
』
巻
≡
十
、
物
産
志

穀
唇

秤
…に

有
杭
有
梗
、
杣
之
杭
三
種
又
有
大
小
、
土
人
謂
大
稲
杭
、
小
稲
杣
。

と
あ
る
の
で
、
襖

・
杣

・
儒
に
分
け
る
。

杭
②
⑭
郷

魚
⑭
灰
鶴
⑭
時
裡
⑱
⑬
藍
花
白
⑰
浪
桿
白
⑭
白
蓮
子
⑭
紅
蓮
子
⑪
早
紅
芒
⑤
晩
紅
芒
⑤
青
川
黄
⑤
桿
川
黄
⑱
馬
尾
烏
⑪
老
了
烏
⑳

〔今
又
有
〕
⑪
塊
紅
芒
⑯
⑩
白
芒
⑤
黄
芒
⑬
別
窯
天

(亦
名
吊
殺
難
)
〔数
種
〕

杣
⑱
白
尖
⑥
紅
尖
⑥
晩
杣
⑥
六
十
日
杣
⑬
八
十
日
杣
⑥

一
百
日
杣

〔今
又
有
〕
⑯
観
音
杣
⑪
銀
条
杣

儒
⑳
(
二
種

)芒
⑭
⑯
⑰
⑫
⑳
牛
鍛
⑭
⑳
柏
枝
⑪
長
桿

〔
今
又
有
〕
⑫
黄
皮
⑱
倭
箕
⑭
早
白
⑭
中
広
⑲
馬
蛛
⑮
雀
噛
⑯
称

鈎
⑰
紅
芒
⑱
麻
肋
早
⑲

秋
風
堆
子
⑱
紅
殻
⑪
竈
六
升

〔十
二
種
。
大
抵
与
前
或
名
異
而
種
同
也
。
〕

元

の
至
順

三
年

(
=
二
三
二
)
『鎮
江
志
』
巻
四
土
貢
、
穀
の
稲
は
、
大
稲
を
杭
、
小
稲
を
杣
、
さ
ら
に
嬬
が
あ

っ
て
、
稲
種
を
三
分
し
、
次

の
品
種
を
挙
げ
る
。

大
稲

(杭

)
②
⑭
⑯
⑯
時
裏
白
⑱
⑬
⑩
⑱
⑭
⑬
⑤
⑫
青
州
黄
⑬
桿
川
⑱
⑯
⑳

小
稲

(杣

)
⑬
⑥
⑥
⑥
六
十
日
⑬
八
十
日
⑥
百
日
嬬

88
4
46
4
12
89
3
90
91

と
あ
り
、
前

掲
万
暦
府
志
に
示
し
て
あ
る
品
種
名
の

〔今
又
有
〕
以
上
の
も
の
が
そ
の
ま
ま
ピ

タ
リ

一
致
す
る
も
の
で
あ

る
。
従

っ
て
、
万
暦
志

段
階
の
新

し
い
品
種
は

〔今
又
有
〕
以
下
と
な
ろ
う
。

応
天
府

・
南
京
各
州
県
は
、
弘
治

『句
容
県
志
』
巻
三
土
産
、
穀
之
品
に
、

早
稲

晩
稲
、
儒
稲

と
あ
り
、
嘉
靖

『高
淳
県
志
』
巻

一
物
産
、
穀
属
に
、

稲
鮪
辮
働
鳥

杣
岬
髄

儒
卑
麟

と
あ
る
よ
う
に
、
品
種
名
を
挙
げ
ず
、
種
類
の
み
を
示
し
て
い
る
。
高
淳
県
志
で
杭
米
を
稲
と

い
い
、
杣
と
区
別
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

応
天
府
で
も
若
干
の
稲
の
品
種
名
を
掲
げ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

D
1
、
嘉
靖

『六
合
県
志
』
巻

二
人
事
志
、
土
産
、
穀
部
に
は
、

杣

稲

儒
稲

黒
稲
⑥
麻
杣
稲

白
稲

⑳
麻
肋
嬬



こ
の
麻
勧
儒
は
、
万
暦
靖
江
県
志
に
よ
れ
ば

「
桿
柔
可
為
索
」
と
い
う
。
麻
杣
稲

・
白
稲

・
黒
稲
も
品
種
名
と
思
わ
れ
る
。
次
に
漂
陽
県
で
は
、

D
2
、
弘
治

『漂
陽
県
志
』
巻
二
土
産
、
穀
類
に
、

杣
稲
⑱
川
稲
⑬
准
稲
⑭
黄
蓮
稲

烏
稲

白
稲
②
香
稲
⑭
晩
青
稲
⑳
瓜
熟
稲

　ね
　

⑯
嚥
脂
儒
⑫
黄
皮
儒
⑬
秋
風
儒
⑫
橦
稜
儒
⑯
朱
沙
糀
⑥
羊
顎
嬬
⑦
川
杭
儒

十
五

・
六
世
紀

の
交
に
な

っ
た
、
弘
治
漂
陽
県
志
に
は
、
ま
だ
杣
種
は
多
く
な
い
。
儒
稲
は
宋
元
以
来

の
も
の
が
殆
ど

で
あ
る
。

長
江

デ
ル
タ
の
断
江
側
で
は
、
ま
ず
嘉
興
府
に
つ
い
て
、

E
1
、
万
暦

『嘉
興
府
志
』
巻

一
土
産
、
禾
品
に
、

杭
⑫
早
花
⑳
中
秋
⑭
晩
花
⑫
黄
杣
⑩
白
芒
⑲
赤
芒
②
香
稲
⑬
烏
稲

儒
⑪
白
殻
⑱
烏
簑
⑱
難
脚
⑥
羊
類
⑯
蟹
瓜

と
あ
る
が

、
あ
ま
り
数
が
多
く
な

い
。
ま
た
、
江
蘇
蘇
州
の
代
表
的
銘
柄
で
あ
る
箭
子
稲
、
紅
蓮
稲
ま
た
金
銀
糀

・
藍
黄
糖
等

の
名
が
み
え
な
い

の
も
注

目
さ
れ
る
。
同
府
所
属
県
を
検
討
し
よ
う
。

E
2
、
正
徳

『嘉
善
県
志
』
巻
三
物
産
、
穀
之
類
に
、

⑪
⑫

〔
早
中
秋
〕
⑳
⑭
六
月
紅
⑱
銀
杏
白
①
②
⑬
⑯
鉄
桿
青
⑭
罪
塘
青
⑱
⑭
山
白
塘

⑩
⑰
小
娘
糀
⑳
香
稲
⑰
黄
芒
⑧
⑥
⑫
⑱
蒲
子
嬬
⑳
櫃
子
儒
⑱
野
稲
⑪
赤
稲
⑰
竈
王
儒
⑪
茄
子
濡
⑪
黄
杣
⑬
黄
棉

E
3
、
万

暦

『秀
水
県
志
』
巻

一
食
貨
志
、
物
産
、
穀
之
品
に
は
、

杭

1
2
48
10
U
8
49
0
8
63
3

16

川雇

6
6
6

13
61
60

69
70
5

〔晩
陳
〕
⑬
⑭
⑰
了
田
寿
⑭
雀
不
知
⑳

〔
紅
椌
〕
⑫
⑫
⑫
⑳
⑱
⑭
⑤

⑳
⑫
⑬

(
40
種
)

嬬
②
⑳
⑯
⑯
⑳
⑰
⑬

西
洋
糀
⑳
麻
肋
儒
1
6
3
41

10
9
u
4
4

(
18
種
)

こ
れ

は
上
掲
A
6
嘉
靖

『呉
江
県
志
』
巻
九
物
産
、
穀
の
杭
七
十
種
、
糀
三
十
七
種
と
、
名
称
も
配
列
順
も
か
な
り
同

一
で
、
杭
二
種
、
嬬
二

種
の
み
が
新
出
品
種
で
あ
る
。
次
に
、
府
附
郭

の
嘉
興
県
で
は
、

E
4
、
崇
禎

『嘉
興
県
志
』
巻
十
食
貨
志
、
物
産
に
、

杭
之
品

(早
者
)
②

〔香
杭
〕
③

〔香
稲
、
又
名
紅
蓮
稲
〕
⑪
⑫
⑱



(逞
者
)
⑧
⑤
黄
芒
⑫
⑯
鉄
桿
青
⑳

糀
之
品

(
早
者
)
⑩
㊥
⑭

(逞
者
)
⑳
⑫
⑱
蒲
子
儒
⑯
蟹
衣
儒
⑳

こ
の
県
は
あ
ま
り
品
種

の
数
が
多
く
な
い
が
、
杭
儒
と
も
早
晩
に
分
け
る
な
ど
か
ら
み
て
、
現
実
的
で
あ
る
と
も
思
え

る
。
そ
れ
に
し
て
も
、

嘉
興
府
は
蘇

州
、
松
江
府
と
境
を
接
し
て
い
る
だ
け
に
、
稲
の
品
種
も
共
通
す
る
も
の
が
多

い
。
右
県
志

の
物
産
の
稲
条

の
附
文
に
、

禾
土
塗

泥
、
偏
地
皆
稲
、
而
黍
無
生
焉
。
按
本
府
与
杭
州
湖
州
蘇
州
松
江
、
田
之
樹
藝
暑
同
、
別
府
梢
異
。

と
あ
る
。
な

お
、
天
啓

『海
塩
県
図
録
』
巻
四
方
域
篇
第

一
之
四
、
八
之
県
風
土
記
の

〈
監
邑
所
産
〉
に
は
、

禾
之
品

、
日
早
杭

・
中
秋
杭

・
晩
杭

・
早
儒

・
晩
儒
。

と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

湖
州
府
、
黄
省
曽

『理
生
玉
鏡
稲
品
』
に

「其
在
湖
州
、

一
穂
而
三
百
余
粒
者
、
謂
之
三
穂
千
」
と
特
筆
さ
れ
る
湖
州

の
品
種
中
で
は
、
こ
の

三
穂
千
が
明
代

の
新
種
と
し
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
。

F
1
、
成
化

『湖
州
府
誌
』
巻
八
土
産
、
穀
類
に
は
、

杭
⑱
⑭
起
冬
春
稲

〔又
名
救
軍
根
〕
⑧
鷹
来
枯
稲
⑭
綻
来
鳥
稲
⑳
三
穂
千
⑧
泰
州
紅
⑳
⑧
野
難
班
⑲
麻
子
烏
⑭
鷲
脚
黄
⑧

老
赤
髪
⑰
⑫
黄
梗
鮮

稲
嬬
⑯
胴
脂

儒
⑥
⑲
馬
漿
儒
⑯
獺
晒
糖
⑬
烏
香
儒
⑨
⑩
⑰
泥
裏
変
儒

F
2
、
万
暦

『湖
州
府
誌
前
編
』
巻
二
物
産
、
穀
に
は
、

杭
⑳
⑭
遅
冬
春
⑭
雁
来
枯
稲
⑫
黄
梗
稲
③
⑯
⑬
⑳
三
穂
千
稲
⑳
⑭
山
白
稲
⑱
野
鶏
斑
稲
⑩
鷲
脚
黄
稲
⑲

儒
⑩
⑬
先
頭
糀
稲
⑨
⑥
⑲
⑱
⑰

泥
裏
変
編

と
あ
り
、
新
種
名
は
儒

の
先
頭
濡
稲
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
成
化
志
に
あ

っ
た
杭
の
綻
来
鳥

・
泰
州
紅

・
麻
子
烏

・
老
赤
髪

、
儒
の
咽
脂

・
瀬
晒

は
そ
の
名
が
み
え
な

い
。
新
種
は
嬬
⑪
先
頭
嬬
稲

で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
⑳
光
頭
濡
と
同
じ
か
も
知
れ
な

い
。

F
3
、
崇
禎

『烏
程
県
志
』
巻
四
物
産
、
稲
類
に
、

杭

(①
)
③
④
⑬
⑳
⑧
野
鶏
斑
⑭
⑭
冷
水
紅
⑳
⑲
旱
稲
⑭
黄
龍
稲
⑰
@
泰
州
紅
⑱
老
赤
髪
⑭
起
冬
春

嬬
⑪
瀬
晒
糀
⑳
光
頭
糀
⑨
⑬
⑯
⑲
⑬
猪
血
濡
⑥
⑫
黄
皮
儒
⑧
②
⑩
⑰
泥
裏
変
儒



杭
の
冷
水
紅
、
黄
龍
稲
、
嬬
の
猪
血
糀
が
独
自
の
指
摘
で
あ
る
。

F
4
、
嘉
靖

『武
康
県
志
』
巻
四
食
貨
志
、
物
産
、
穀
之
属
に
、

杭

66
6

73
79
7
78
8
63
80

編
⑳
⑭

湖
西
濡
⑬
⑩
⑯
⑨
⑬

杭
州
府

に
つ
い
て
は
、
万
暦

『杭
州
府
志
』
巻
三
十

一
、
土
産
に
、

穀
之

属
凡
六
、

一
日
稲
、
為
杭
、
為
濡

〈
割
註
〉
名
色
甚
衆
、
大
都
不
出
杭
儒
二
種
。
但
各
有
早
晩
不
同
耳
。
仁
和

・
銭
塘

・
海
寧
種
多
晩
、

余
杭

早
晩
半
、
余
県
多
早
。

と
あ
り
、
そ
の
品
種
名
は
挙
げ
な
い
も
の
の
、
所
属
各
県
に
は
早
稲
、
晩
稲

い
ず
れ
を
多
く
種
え
る
か
に
違

い
が
あ
り
、
仁
和

・
銭
塘

・
海
寧

の

各
州
県
は
晩
稲
が
多
く
、
余
杭
県
は
早

・
晩
半
し
、
余

の
県
臨
安
、
富
陽
、
於
潜
、
昌
化
等
は
、
早
稲
が
多

い
と
い
う
。

G
1
、
嘉
靖

『海
寧
県
志
』
巻

一
地
理
志
、
土
産
、
穀
之
品
に
は
、

杭
⑰
早
金
成
⑱
晩
金
成
⑱
新
羅
散

白
稲
⑧
泰
州
紅
⑱
金
裏
銀
⑧
雁
来
枯
⑥
⑧
綻
来
烏
⑲
麻
子
烏
⑫
黄
梗
鮮
②

〔香
梗
〕

儒
⑪
⑥

⑲
⑯
⑯
⑪
瀬
晒
⑨
⑰
泥
裏
変

成
化
湖
州
府
誌
土
産
の
稲

の
品
種
と
非
常
に
似
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
距
離
的
に
近
い
嘉
興
府
と
は
あ
ま
り
共
通
し
た
稲
の
品
種
は
な

い
。
た
だ

し
海
寧
県
の
新
出
品
種
名
と
し
て
は
早
金
成
、
晩
金
成
、
新
羅
散
な
ど
が
あ
る
。

次
に
紹

興
府
で
は
、

H
1
、
万
暦

『會
稽
県
志
』
巻
三
物
産
、
穀
之
属
に

杭
蚤
稲

〈
六
月
蚤
熟
〉

紫
口

〈
甲
曙
微
紫
粒
細
〉

朝
積

〈俗
謂
之
老
了
烏
〉

麓
桿

細
桿

細
珠

蚤
白
鮎

晩
白
鮎

〈越
人
謂
芒
為

鮎
〉

料
水
白

〈
歳
遇
甚
濠
、
軟
能
長
、
出
水
上
〉

余
杭
白

〈粒
円
而
白
、
俗
伝
種
自
余
杭
来
、
故
名
〉
稚
蒙

〈粒
麓
而
鮎
最
短
〉

烏

　

　

　

断
来

〈実
類
余
杭
白
而
色
梢
青
〉
⑩
鵡
脚
黄

葉
下
蔵

〈
穂
氏
而
葉
叩
〉
健
脚
青

〈熟
時
董
挺
而
色
猶
青
〉
宜
興
白

〈種
自
宜
興
来
。
以
上

倶
杭

類
、
宜
炊
。
〉

　　
　

糀
⑳
③
⑪
永
鮮
儒

〈八
月
早
熟
〉
⑥
⑯
⑧

〔蚤
黄
鮎
〕

黄
殻
楴

紅
鮎
糀

〈芒
赤
故
名
、
儒
之
佳
者
〉

長
江
デ

ル
タ
と

一
致
す
る
も
の
は
杭

一
種
、
儒
六
種
で
、
糀
の
方
が
多

い
。
し
か
し
、
杭

の
中
に
は
余
杭
白
、
烏
脚
来

、
宜
興
白

の
よ
う
に
デ



ル
タ
の
地
名

を
冠
し
た
り
、
そ
の
関
係

の
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
り
す
る
品
種
も
あ
る
。
余
杭
、
す
な
わ
ち
杭
州
と
結
び

つ
き
の
深
い
紹
興
府

の

稲

の
品
種
事

情
が
あ
る
程
度
は
窺
え
よ
う
。

H
2
、
万
暦

『上
虞
県
志
』
巻
九
食
貨
志
、
物
産
に

杭

大
白

散
綜
⑫
黄
杣

紅
熟

宜
秋

梢
晩

青
稿

最
連

濡

八
月
②
水
鮮

紅
鮎

相
続

黄
糠

白
芒

経
霜

乃
足

杭
の
散
綜

・
紅
熟

・
青
稿
、
糀
の
水
鮮

・
相
続

・
経
霜

・
乃
足
な
ど
独
自
な
名
称
が
み
え
る
。
梢
晩

・
八
月

・
経
霜
な
ど

は
早
晩
を
示
す
時
期

的
品
種
名
で
あ
ろ
う
。
紹
興
府
で
は
他
に
、
万
暦

『新
昌
県
志
』
巻
五
物
産
志
、
穀
之
属
な
ど
は

「稲
、
其
種
不

一
」
と
あ

る
の
み
で
品
種
名
を

挙
げ
て
い
な

い
。

続

い
て
寧
波
府
で
は
、

H
3
、
嘉
靖

『寧
波
府
志
』
巻
十
二
物
土
志
、
物
産
、
稲
に
、

杭
⑲
金
城

〈
五
県
同
〉

早
黄

烏
撒

太
倉
紅

光
編
⑳
冷
水
紅

〈
已
上
鄭

・
慈

・
奉

・
定
、
同
〉

細
桿

〈
鄭

・
慈

・
奉
、
同
〉

黄
巌

〈
鄭

・
慈
、
同
〉

倭
白

〈郵

・
奉

・
定
、
同
〉

木
白

細
撒
⑱
占
城

大
赤

赤
撒

〈
已
上
鄭

・
奉
、
同
〉

紅
六
十
日

〈
鄭

・
象
、

同
。
象

、
呼
為
小
暑
〉
⑭
湖
州
白

〈産
慈
難
〉

晩
青

霜
下
白

湖
州
晩

〈已
上
五
県
同
〉

雁
来
烏

〈
鄭

・
慈

・
奉
、
定
、
同
〉

旱

稲

〈宜

山
田
、
故
名
〉
宜
興
晩

〈
已
上
郵

・
慈

・
象
、
同
〉

早
珠

等
西
風

〈
巳
上
鄭

・
慈
、
同
〉
⑭
遅
軍
糧
⑲
麻

子
鳥

〈已
上
鄭

・
定
、

同
〉

倭
聯

毘
山
晩

〈已
上
郵

・
象
、
同
〉

杭
州
白

野
烏
嗜

蛮
稲

烏
含
稲

梨
索
辮

青
浄
晩

刀
断
斉

松
江
稲

勒
馬
看

〈
已
上

産
郵
〉

早
白

黄
枯

白
枯

縮
頸
早

猷
八
石
⑱
金
裏
銀

〈已
上
慈
、
象
、
同
〉
⑬
救

工
磯

大
粒
白

細
白

〈已
上
産
奉

化
〉

早
雪

早
晩

沙
杣

倭
晩

木
榔
撞

茅
葉
斉

〈已
上
産
象
山
〉

儒

早
嬬

晩
儒

黄
香
嬬

〈已
上
五
県
同
〉
⑨
鉄
桿
編

〈
鄭

・
慈
同
〉
⑮
虎
皮
編

黄
扁
儒

〈鄭

・
慈

・
象
、
同
〉
③

青
桿
儒

〈
鄭

・
奉

・

定
、
同

〉

白
儒

麻
儒

烏
撒
糀

〈已
上
鄭

・
奉

・
象
同
〉

赤
儒

九
月
嬬

丁
香
嬬

紅
編

錐
難
儒

〈
已
上
郵

・
奉
、
同
〉
⑪
水

鮮
嬬

〈鄭

・
定
、
同
〉

玉
山
儒
⑯
燕
嚇
精

烏
箭
儒

痩
田
儒

冷
水
嬬
⑥
羊
讃
儒

火
焼
糀

〈
已
上
産
鄭
〉

朱

口
儒

倭
黄
編

〈
已

上
産
慈
難
〉

丁
敗
儒

〈産
奉
化
〉
⑰
泥
裏
変

〈
産
定
海
〉

枯
編

桂
花
儒

鳥
節
儒

〈
已
上
産
象
山
〉

そ
の
デ
ル
タ
と
の
関
係
は
杭

・
縮
の
品
種
名
が

一
致
す
る
も
の

(前
者
七
種
、
後
者
六
種
)
よ
り
も
、
デ
ル
タ
の
地
名
が
冠
し
て
あ
る
品
種
名



に
、
杭

の
太
倉
紅
、
湖
州
白
、
湖
州
晩
、
宜
興
晩
、
毘
山
晩
、
杭
州
白
、
松
江
稲
と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
逆
に
、
崇

禎
烏
程
県
志
に
初
見
の

⑱
冷
水
紅
は
、
嘉
靖
寧
波
府
志

の
方
が
記
載
が
早
く
、
寧
波
か
ら
湖
州

へ
品
種
伝
播
が
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

寧
波
府

の
所
属
県
で
は
、

H
4
、
正
徳

『慈
難
県
志
』
巻
三
土
産
、
穀
属
に
、

杭
稲

烏
芒

光
禍
⑲
金
城

黄
巌

細
桿

晩
青

早
黄
斉

太
倉
紅

雁
来
烏

霜
下
白
⑭
冷
水
紅
⑭
湖
州
白

糀
稲

早
儒

晩
嬬

鉄
儒

綾
黄
儒

烏
撒
糀

朱
口
糀

黄
編
糖
⑮
虎
皮
儒

先
の
府
志

の
慈
難
県
産
と
あ

っ
た
も
の
と
し
て
、
杭
に
金
城

・
早
黄

・
烏
撒

・
太
倉
紅

・
光
禍

・
細
桿

・
黄
巌

・
湖
州
白

・
晩
青

・
霜
下
白

・

湖
州
晩

(
こ
れ
は
右
に
無
し
)
、
雁
来
烏

・
宜
興
晩

(無
し
)、
早
珠

・
等
西
風

(無
し
)
と
い
っ
た
如
く
嘉
靖
府
志
の
品
種
の
方
が
数
が
多

い
。

正
徳
-
嘉
靖

の
時
間
差
が
か
か
わ
る
か
は
、
何
と
も
言
え
な

い
。

H
5
、
嘉
靖

『定
海
県
志
』
巻
八
物
土
志
、
物
産
、
稲
之
属
に
は
杭

・
糟
に
分
け
て
、

杭
⑲
金

城

早
黄

烏
撒

太
倉
紅

光
禍
⑧
冷
水
紅

細
桿

黄
巌

倭
白

六
十
日
⑭
湖
州
白

晩
青

霜
下
白

湖
州
晩

雁
来
烏

旱
稲

宜
興
晩

早
珠

等
西
風

起
軍
粕

麻
子
烏

毘
山
晩

杭
州
白

梨
索
辮

清
浄
晩

刀
断
斉

松

江
稲

早
白

縮
頸
紅

硬
脚

紅

猷
八
石

烏
嗜

黄
穆

濡

早
儒

晩
編

黄
香
嬬

黄
扁
糀
③
青
桿
儒

鐘
程
糀

丁
香
儒
⑳
水
鮮
嬬

冷
水
儒

火
焼
儒

倭
黄
嬬
⑰
泥
裏
変

隔
江
牽

府
志
に
産
定
海
と
あ
る
も
の
は
す
べ
て
あ
る
。
県
志
に
は
府
志
以
上
の
数
の
杭

・
儒

の
品
種
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

以
下
、

デ
ル
タ
地
方
以
外
の
⑪
1
㎝
の
各
地
方
の
稲
の
品
種
を
調
べ
る
が
、
そ
れ
が
デ
ル
タ
の
品
種
名
と

一
致
す
る
も
の
の
み
番
号
を
附
す
。

　四
デ
ル
タ

周
辺

〔江
蘇

江
北

・
安
徽
〕

ま
ず

1
揚
州
府
、
准
安
府
、
附
徐
州
の
南
直
隷
、
江
蘇
江
北
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
。

1
1
、
揚
州
府
江
都
県
に
つ
い
て
、
雍
正

『江
都
県
志
』
巻
七
彊
域
志
、
物
産
、
穀
に
、

杭
(
杣
)黄
稜

烏
節

大
小
香
班
杣

水
赤
杣

小
白
杣

龍
瓜
杣

六
月
杣

斉
梅
杣

蔵
桿
杣

葉
裏
杣

麻
肋
杣

大
鵡
杣

白
殻
⑳
⑪
⑱

晩
黄

赤
讃

黒
支

焦
黄
⑳

大
紅
芒

小
紅
芒
⑳

六
月
白

鷺
鶯
白
⑰
了
田
青
⑬
稼
磯
公

(救
工
磯
か
)

綬
子
籠

下
歓

潮
水
白
⑰
施
梨
帰
⑭
深
水
紅

梅
裏
黄
⑳
弔
殺
鶏

張
公
赤

蕩
塊
赤

山
骨
嵜

鶴
脚
烏

馬
尾
赤



(杭
)

紫
紅
芒
⑭
雀
不
知

観
音
白

嬬
⑩
⑫

燕
口
⑥

秋
紅
⑧
橘
皮
⑮
⑪
猪
漿

粉
皮
⑬

雀
不
覚

と
あ
る
。
同
県
は
杣
が
圧
倒
的
に
多

い
が
、
大
鵡
杣
の
割
注
に
、

掲
州
山

田
多
宜
杣
、
故
杣
称
旱
稲
。
始
占
城
有
此
種
。
宋
大
中
祥
符
五
年
、
聞
其
耐
旱
、
遣
使
求
其
種
二
万
斜
、
分
給
江
准
間
。
漕
司
令
民

択
田
高
者
、
藝
焉
。
因
名
占
稲
。

と
あ
り
、
宋

真
宗
大
中
祥
符
五
年

(
一
〇
〇
五
年
)
に
占
城
稲
が
江
准

(及
び
両
漸
)
の
高
田
に
移
植
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
、
こ
れ
が
江
北

・
両

准
地
区
に
杣
が
多
い
こ
と
の
淵
源
と

い
う
。

1
2
、
万
暦

『通
州
志
』
巻
四
物
土
志
、
物
産
、
稲
に
は
、

杭

黄
稜

烏
節

大
香
班
杣

白
殻
⑩
白
芒

⑪
⑳

晩
黄

赤
類

黒
皮

焦
黄
⑳
⑳

鷺
鳶
白
⑭
了
田
青
⑬
救
磯
公

綬
子
籠

下
歓

潮
水
白

儒

早
編

晩
儒

白
編

黄
嬬
⑥
⑳
麻
肋
⑮
⑪
猪
漿

粉
皮

と
あ
る
が
、

こ
れ
は
先
の
江
都
県

の
品
種
と
ほ
と
ん
ど

一
致
し
、

い
ず
れ
も
蘇
州
地
方

の
品
種
名
と
独
自
性
が
認
め
ら
れ
る
も
、
類
似
性
も
多
少

認
め
ら
れ
る
。

嘉
靖

『海
門
県
志
集
』
巻
四
食
貨

土
産
、
穀
類
に
は

「梗
稲

儒
稲

鉾
麦

蕎
麦

黍

芝
麻

黄
豆
」
と
あ
る

の
み
で
、
品
種
名
を
挙

げ
な
い
。

1
3
、
隆
慶

『儀
真
県
志
』
巻
七
食
貨
孜
に
は
、

凡
穀
産
多
糀
、
多
晩
、
多
杣
、
有
黒
稲
、
多
麦
、
多
豆
。

と
あ
り
、
穀
を
多
く
産
す
る
儒
稲
、
晩
稲
、
杣
稲
、
麦
、
豆
と
産
出
が
確
認
さ
れ
る
だ
け
の
黒
稲
に
分
け
る
。
こ
の
晩
稲
は
儒

・
杣
と
の
区
別
か

ら
梗
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
割
注
に
品
種
名
を
挙
げ
る
。

糖

燕
口

紅
芒
⑳
麻
肋

社
前
黄

晩

江
南
白

駝
児
白
⑭
深
水
紅

長
芒
白

杣

瓜
熟

龍
瓜

郷
魚

班
杣

葉
裏
蔵



黒
稲

鶴
脚
烏

猪
林

こ
こ
で
も
、
蘇
州
地
方
の
品
種
名
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
②
深
水
紅
が
注
目
さ
れ
る
ぐ
ら

い
で
あ
る
。

嘉
靖

『宝
応
県
志
略
』
巻
二
田
賦
志
附
、
物
産
は
、

五
穀

惟
稲
。
更
宜
微
赤
而
味
独
永
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
も
杣
が
植
え
ら
れ
る
こ
と
を
言

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

1
4
、
隆
慶

『高
郵
州
志
』
巻
三
物
産
志
、
穀
は
、
早
稲
、
杣
稲
、
白
稲
、
晩
稲
、
糀
稲
に
分
け
、

㈲

五
十
日

六
十
日

㈲

班
杣

六
月
杣

斉
梅
杣

藍
桿
杣

龍
瓜
杣

卿
魚
杣

葉
裏
杣

苞
裏
斉
⑰
施
黎
帰

小
赤
杣

小
白
杣

麻
肋
杣

大
鷲
杣

大

香
杣

小
香
杣

㈲
⑪
早
白
稲

虎
白
稲

軟
勤
白

羊
髪
白

官
児
白

青
楷
白

青
芒
児

頂
露
白

㈱

黄

花
稲

小
黄
稲
⑭
深
水
紅

鶴
脚
烏

⑳
⑳
吊
殺
鶏

母
猪
鱗

以
上
倶
杭
類

㈱
⑬
⑰

麻
肋
糀
⑯
烏
綜
糀
⑩

〔
起
上
陳
〕

雀
不
覚
⑥

以
上
倶
秣
類

杭
稲
が
デ
ル
タ
下
流
と
殆
ど
異
称
で
あ
る
の
に
対
し
、
儒
稲
で
は

一
致
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。

嘉
靖

『如
皐
県
志
』
巻
三
食
貨
志
、
土
産
は
、

早
稲

、
晩
稲
、
濡
稲

と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

1
5
、
崇

禎

『泰
州
志
』
巻

一
職
方
志
、
物
産
、
穀
類
に
は
、

杭
⑧
海

陵
紅

(俗
名
泰
州
紅
)

馬
尾
赤

鶴
脚
烏
⑭
雀
不
知

随
梨
帰
⑬
⑤
⑥

駝
児
白

小
香

早
香

黒
早

白
早

早
杣

斑
杣

焦
芒

青
芒

赤
芒

黄
芒

紫
紅
芒

烏
殻
⑭
深
水
紅
⑰
了
田
青
⑳
⑭
卿
魚
杣

香
粂

鰭
魚
黄

糀
⑩
⑫

燕
口
糀
⑥
⑮

秋
紅
儒

紅
糀
⑮

あ
る
程
度
の
数
が
杭

・
糀
と
も
デ
ル
タ
と
共
通
す
る
品
種
名
を
持

っ
て
い
る
。
濡
は
そ
れ
が
や
や
多

い
。
杭
の
不

一
致

の
も
の
は
、
あ
る
い
は

杣

・
占
で
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。
な
お
、
揚
州
府
の
万
暦

『興
化
県
志
』
巻
二
地
理
、
物
産
、
穀
に
は

「稲
有
多
種
、
儒
有
多
種
」
と
あ
る
の
み



で
、
品
種
名

を
挙
げ
て
い
な
い
。

万
暦

『准

安
府
志
』
巻
四
田
賦
志
、
物
産
は
、

五
穀
、
稲
有
杭
糀
二
種
。
有
早
晩

二
熟
。
有
紅
黄
紫
赤
斑
数
色
。
名
品
甚
多
、
不
能
悉
載
。

と
あ
る
の
み

で
品
種
名
を
挙
げ
な
い
。
同
府
属
県
の
塩
城
県
で
も
、
万
暦

『塩
城
県
志
』
巻

一
地
里
志
、
物
産
は
万
暦
府
志
と
同
様
の
記
事
で
あ

る
。嘉

靖

『徐
州
志
』
巻
五
地
理
志
下
田
賦
、
物
産
、
穀
之
品
、
稲
に
は
、

州
県
、

比
年
水
盛
、
農
多
藝
稲
、
産
亦
頗
広
。
薫
県
白
米
、
山
泉
所
灌
。
稲
米
潔
白
異
常
。

と
、
稲
の
栽
培
を
伝
え
て
も
そ
の
種
類
品
種
は
記
事
無
し
。

海
州
も
隆
慶

『海
州
志
』
巻
二
土
産
、
五
穀
、
稲
に

「
有
杭
嬬
二
種
。
有
早
晩
二
熟
。
有
紅
黄
紫
赤
班
数
色
。
名
品
甚
多
、
不
能
悉
載
。
」
と

あ
る
の
み
で
、
品
種
名
を
示
さ
な
い
。

次
に
安
徽
地
方
に
移
る
と
、
ま
ず
江
北
の
鳳
陽
府
及
び
盧
州
府
及
び
周
辺
の
州

(J
)
に
つ
い
て
み
る
。

J
1
、
万
暦

『帝
里
肝
胎
県
志
』
巻
四
賦
籍
志
、
物
産
、
穀
類
は
、
稜
、
黍
、
梁

の
北
方
系
作
物
を
挙
げ
、
次
に
稲
に
つ
い
て
杭

.
儒
を
記
す
が
、

杭
は
さ
ら
に
杣
稲
と
晩
稲
に
分
け
、
そ
の
品
種
名
を
挙
げ
る
。

杣

西
田
早
又
名
江
西
早
⑰
施
梨
帰
又
名
六
十
日

金
殻
杣

斉
尾
杣
⑪
観
音
杣

薦
甘
杣

拗
梨
杣

斑
杣
又
名
麻
杣

早
杣

白
杣

鍛

損
杣

竜
骨
早

飛
上
倉

縄
児
杣

鶉
鶉
杣

三
日
斉

晩
⑯
早
紅
蓮
⑱
深
水
紅

羊
類
白

燗
皮
晩

駝
児
白

燗
芒
白

小
黄

脹
殻
杣

黄
稜
公

一
名
黄
花
稲
⑳
下
馬
看

蘇
州
白

濡

斉
杣
嬬
⑫
黄
皮
濡

南
嬬

八
月
白

社
前
黄
⑲
馬
漿
儒

烏
尖
糀
⑳
麻
肋
糀

椀
花
嬬

藍
甘
儒

翅
子
儒
⑥
羊
髪
糀
⑮
虎
皮
嬬

猪

矢
糀
⑯

嚥
脂
儒

女
児
紅
⑳
観
音
糀

下
流
デ
ル
タ
と
共
通
す
る
品
種
が
特
に
糀
に
み
え
る
。
右
の
晩
に
は
杣
名
の
つ
く
品
種
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
杣

が
入

っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

J
2
、
崇
禎

『鳳
陽
新
書
』
巻
五
農
政
篇
、
五
、
積
産
穀
の
頭
注
に
、

稲
之
名
在
鳳
陽
者
、
有
深
水
紅
、
種
之
嘘
者
、
其
別
有
黄
六
公
、
脹
破
殻
、
閃
風
斉
、
蘇
州
白
、
救
公
先
、
雀
不
知

、
下
馬
看
、
金
裏
銀
、

泰
州
紅

、
飛
上
倉
、
即
魚
麻
、
羊
類
、
凡
十
四
種



と
あ
る
。
肝
胎
県
志
同
様
に
蘇
州
白
が
注
目
さ
れ
る
が
、
深
水
紅
、
下
馬
看
、
金
裏
銀
、
泰
州
紅
、
羊
髪
な
ど
、
蘇
州
、
湖
州
等
下
流
デ
ル
タ
と

共
通
す
る
名
が
み
え
る
。

J
3
、
万

暦

『帝
郷
紀
略
』
巻
三
、
輿
地
志
、
土
産
も
、
肝
胎
県
志
と
ほ
ぼ
同
じ
分
類

(杣

・
晩

・
儒
)
で
あ
る
が
、
刊
本

の
刷
り
が
悪
く
判
読

で
き
な

い
も
の
も
あ
る
。
読
め
る
も
の
だ
け
を
挙
げ
る
と
、

杣

西

田
早

一
名
江
西
早

早
口
施
梨
帰

一
名
六
十
日

稲
口
早

早
杣
稲

六
月
白

澱
州
早

金
殻
杣

ロ

ロ
杣

観
音
杣

藍
口
杣

勉
梨
斉

斑
杣

一
名
麻
杣

早
杣

白
杣

蝦
讃
杣

縄
児
杣

鶉
鶴
杣

香
樟
杣

飛
上
倉

竜
骨
早

百
日
斉

瀾
皮
杣

晩

早
紅
蓮

深
水
紅

羊
類
白

虎
皮
杣

小
黄

口
口

一
名
口
口

口
角
烏

口
口
白

口
児
白

牛
口
烏

口
芒
白

口
穀
杣
⑳
下
馬

看

黄
口
口

一
名
黄
老
白

蘇
州
白

儒
⑮
虎
皮
嬬

猪
矢
儒

紫
口
糀

一
名
沙
荘
儒

口
口
口

口
口
口

嚥
脂
糀

一
名
女
児
紅

鷹
口
紅

烏
口
嬬

麻
肋
嬬

口
仙
儒

こ
れ
も

、
肝
胎
県
同
様
な
こ
と
が
言
え
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
杣
の
方
が
品
種
数
が
多

い
。

嘉
靖

『
天
長
志
』
巻
四
人
事
志
、
物
産
は
、

穀
類
宜
稲
、
杣
稲
凡
十
種
、
編
稲
凡
七
種
、
白
稲
凡
二
種
、
晩
稲
凡
三
種

と
あ
る
の
み
で
品
種
名
は
挙
げ
て
い
な
い
。
白
稲
と
晩
稲
の
区
別
な
ど
不
明
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
杣

の
多

い
こ
と
は

い
え
よ
う
。

J
4
、
正
徳

『頴
州
志
』
巻
三
物
産
、
五
穀
部
は
、

㈲
鮮
稲

黒
稲

烏
芒

樟
牙
鮮

西
天
早

山
黄
稲

火
旱
稲

紅
芒
稲

望
水
白

挨
天
黄

㈱
虎
皮
嬬

飛
上
倉

紅
皮
儒

郷
魚
嬬

龍
骨
早

青
芒
稲

七
十
日
稲

こ
れ

は
、
万
暦

『頴
州
志
』
巻
五
食
貨
、
物
産
に
も
始
め
の
鮮
稲

・
黒
稲
を
除
い
て
掲
げ
て
あ
る
。
な
お
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
挨
天
黄
ま
で
は

杣
で
、
虎
皮
儒
以
下
は
糀
と
な

っ
て
い
る
。
デ
ル
タ
地
方
と
は
糀
の
虎
皮
濡
の
み
が

一
致
す
る
品
種
名
で
あ
る
。

嘉
靖

『寿
州
志
』
巻
四
食
貨
、
物
産
に
は
、

穀
類

麦
駄
勧
蕎

稲
麟
擁
晴
瀟
畑
蜜
蜷
稲

粟

と
あ
り
、
品
種
名
も
種
類
も
示
さ
な
い
。
嘉
靖

『宿
州
志
』
巻
三
食
貨
、
物
産
、
穀
類
も
、

ゆ
旧
霊
壁
有
稲
田
、
種
稲
頗
多

。

'不

宿
惟
東
北
郷
間
有
之
。



と
宿
州
で
の
種
稲
は
東
北
郷
、

つ
ま
り
霊
壁
県
に
近

い
地
区
だ
と

い
う
。
な
お
、
万
暦

『宿
州
志

(甫
志
)』
巻
六
、
食
貨

志
、
壌
産
は
、
穀
類

に
麦
大
小
蕎

三
種
、
粟
、
稜
、
萄
秣
、
梁
、
稲
、
豆
を
挙
げ
る
が
、
「稲

間
有
之
」
と
稲
の
栽
培
が
あ
ま
り
盛
ん
で
は
な

い
よ
う
な
記
述
を
し

て
い
る
。

次
に
安
徽

江
北
南
部
で
は
、
ま
ず
溝
州
に
つ
い
て
万
暦

『澱
陽
志
』
巻
五
物
産
、
穀
之
属
に
は

「杣
稲
、
儒
稲
、
白
稲
、
晩
稲
」
と
あ
る
の
み
、

泰
昌

『全
椒
県
志
』
巻
二
田
賦
志
、
物
産
、
穀
之
属
も

「稲
為
杣
稲
、
為
糀
稲
、
為
白
稲
、
為
晩
稲
」
と
述
べ
品
種
名
を
示
さ
な
い
。

万
暦
の

『和
州
志
』
巻
六
食
貨
志
、
食
属
、
穀
絞
で
も
、

杣
稲

儒
稲

晩
稲

白
稲

紅
稲

と
あ
る
の
み
で
白
稲
、
紅
稲
な
ど
何
を
指
す
か
不
明
で
あ
る
が
、
杣
を
ま
ず
挙
げ
て
い
る
。

底
州
府
六
安
州
で
は
、
万
暦

『六
安
州
志
』
巻
三
食
貨
志
、
土
産
に
、

穀
属

多
稲
。
稲
有
数
十
種

と
あ
り
、
こ
こ
も
品
種
名
を
示
さ
な

い
。

安
慶
府
に

つ
い
て
も
、
嘉
靖

『安
慶
府
志
』
巻
十
二
食
貨
志
、
物
産
は

「多
稲
」
と

い
う

の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
安
慶
府
望
江
県
に
つ
い
て

は
品
種
が
わ
か
る
。

J
5
、
万
暦

『望
江
県
志
』
巻
四
食
貨
類
、
物
産
、
穀
部
に
は

「有
稲
」
と
あ
り
、
そ
の
割
注
に
、

杣

儒

金
成
早
又
名
占
城
早
。
唐
太
宗
伐
占
城
国
、
得
其
種
。
即
俗
呼
六
十
日
是
也
。
有
七
十
日

倭
黄

乱
麻

杣
。

と
あ
り
、
杣

・
占
城
稲

の
金
成
早

(六
十
日
)、
七
十
日
、
綾
黄
、
乱
麻
杣
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す

べ
て
杣
で
あ
る
。

安
徽
江
東
地
方
に
移
る
と
、

嘉
靖

『太

平
府
志
』
巻

五
食
貨
志
、
土
産
、
築
産
の
項
に
は

「禾

黍
稲
稜
蕎
麦
麦
董
。
芝
麻
」
と
あ
る
の
み
で
あ

る
が
、
康
煕

『太
平
府

志
』
巻
十
三
物
産
は
、
杣

・
晩
稲

・
硬
種
各
種
の
品
種
名
を
挙
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、
康
煕
志
は
康
煕
四
十
六
年

(
一
七
〇
七
)
の
刊
修
の
た
め
、

次
回
で
取
上
げ
る
。

寧
国
府

で
は
、
嘉
靖

『寧
国
府
志
』
に
物
産
の
記
事
は
な

い
。



広
徳
州

で
は
、
万
暦

『広
徳
州
志
』
巻
三
食
貨
志
、
物
産
、
穀
之
品
に
、

早
稲

晩
稲

儒
稲

と
あ
る
の
み
で
品
種
名
を
挙
げ
な

い
。
同
州
下
で
、
嘉
靖

『建
平
県
志
』
巻
二
田
賦
志
、
物
産
も
穀
之
属
と
し
て
は
稲
、
林
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

池
州
府

で
は
、

K
1
、
正
徳

『池
州
府
志
』
巻
三
食
貨
、
穀
類
に
、

杭

白

六
十
日

紅
六
十
日

白
八
十
日

掃
箒
白

百
日
黄

六
月
烏

江
西
早

綾
箕
早

長
箕
早

蝶
包
早

茄
桐
早
⑳

下
馬
看
⑬
救

公
磯

湖
広
杣

白
沙
杣

蝦
髪
杣

蓮
子
杣

竹
了
杣

毛
黄
杣

寒
杣

鼠
牙
杣

金
桿
杣

鉄
桿
杣

令
水
杣
⑱
金
裏
銀

三
有
黄

鷹
脚
紅

僚
霜
晩

稲
下
晩

釣
竿
晩

蘇
州
晩

観
音
晩

　　
　

　　
　

糀

烏

嗜
儒
⑰
抄
秋
糀
⑫
早
紅
糀
⑱
白
殻
儒
⑩
紅
殻
編

柳
候
儒

楊
花
糀
③
青
楷
儒

随
杣
儒

柿
紅
糖

麻
子
儒

魚
子
糀

雪
花
編
⑲

馬
漿
嬬

望
水
白

斉
頭
黄

蓋
下
箕

見
鉦
消

七
斗
桂

と
、
杭
儒

に
つ
い
て
そ
の
品
種
名
を
詳
細
に
挙
げ
る
。
な
お
、
配
列
順
か
ら
僚
霜
晩
以
下
が
晩
稲

(
梗
)
で
五
種
、
鷹
脚
紅
以
前
が
杣
で
二
十
七

種
で
な

い
か
と
思
う
。
杣
の
江
西
早
、
湖
広
杣
は
長
江
中
流
域
と
の
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
梗

・
晩
稲
の
蘇
州
晩
は
下
流
デ
ル
タ
と
の

関
係
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
杭
の
下
馬
看
、
救
公
磯
、
濡
も
馬
漿
濡

・
麻
子
儒
ぐ
ら
い
し
か
下
流
デ
ル
タ
と

の
共
通
品
種
名

は
見
出
せ
な

い
の
は
注
意
し
て
よ

い
。
な
お
嘉
靖

『池
州
府
志
』
巻
二
風
土
篇
、
土
産
は

「穀

多
稲
」
と
あ
る
の
み
で
品
種
名
を
挙
げ
な
い
。

同
府
属
の
嘉
靖

『銅
陵
県
志
』
巻

一
地
理
志
、
土
産
も
、
穀
類
に

「稲

有
多
種
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
万
暦

『青
陽
県
志
』
巻
三
原

財
篇
、
物
産
、
穀
に
も

「
有
杭
稲
、
儒
稲
、
晩
稲
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

K
2
、
万
暦

『石
壌
県
志
』
巻

一
輿
地
志
、
土
産
、
穀
品
に
、

早
稲
⑬
救
公
鱗

(
六
十
日
可
収
)
晩
稲
⑮
虎
皮
嬬

野
鶏
斑
糀

僚
霜
晩

と
、
数
種

の
早
稲
、
晩
稲

(糀
稲
)
の
品
種
名
を
挙
げ
て
い
る
。
早
稲
は
わ
ず
か

一
種
、
し
か
も
ど
こ
に
も
あ
る
六
十
日
稲
、
儒
は
虎
皮
儒
以
下

三
種
で
あ

る
o

次
に
徽
州
府
で
は
、

K
3
、
弘
治

『徽
州
府
志
』
巻
二
食
貨
、
土
産
、
穀
粟
は
、
杣
穀
、
杭
穀
、
儒
穀
に
分
け
、
そ
の
品
種
名
と
性
質
を
述

べ
る
。



杣

大
白
帰
生

小
白
帰
生

紅
帰
生

桃
花
紅

(桃
花
米
)

冷
水
白

筆
頭
白

早
十
日

中
帰
生

晩
帰
生

占
禾

(又
日
旱
稲
)

寒
杣

〔祁
門
県
〕

　
　

　

杭

大
粟
黄

〔
硬
桿
粟
黄
〕

小
粟
黄

藍
黄

(
一
名
富
不
覚
)

珠
子
稲

烏
類
稲

婆

州
青

(其
来
自
婆
州
)

葉
裏
青

斧
胎
白

赤

芒
稲

(号
為
六
十
日
)

九
里
香

(
五
里
香
)

馬
頭
紅

万
年
陳

沙
田
白

寒
青

糀

青
桿

羊
脂

白
倭

牛
鍛
儒

早
帰
生

交
秋
儒

(又
名
金
叙
儒
)

秩
田
儒

大
段
編

こ
れ
は
徽

州
の
南
宋
淳
煕
二
年

(
=

七
五
)
修

『新
安
志
』
巻
二
叙
物
産
、
穀
粟
の
項
と
そ
の
品
種

の
み
な
ら
ず
、
そ

の
説
明
文
も
全
く
同

一
で
あ
る
。
た
だ
し
、
杣

の
祁
門
県
に
あ
る
寒
杣
と
儒
の
大
段
糀
は
追
加
と
な

っ
て
い
る
。
新
安
徽
州
府
で
は
杭
は
大
米
、
杣
は
小
米
と
呼
ば
れ

た
が
、
「新
安
之
穀
、
大
率
宜
杣
而
不
甚
宜
杭
」
(新
安
志
、
弘
治
徽
州
府
志
)
と
い
う
ご
と
く
、
同
地
方
で
は
杣
の
栽
培

が
普
及
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

K
4
、
万
暦

『績
漢
県
志
』
巻
三
食
貨
志
、
土
産
、
穀
之
属
は
杣
穀
、
杭
穀
、
儒
穀
に
三
分
し
て
、
そ
の
品
種
は
、

杣
⑱
金
裏
銀

嚴
州
倭

六
十
日

早
百
日

遅
百
日

施
梨
望
⑭
早
紅
蓮

柳
条
青

竹
薯
青

満
田
搾

杭

慈
茄
杣

馬
頭
紅

沙
田
白

冷
水
白

福
徳
禾

(按
杣
杭
錐
異
名
、
格
以
古
皆
稲
也
。
)

儒

麻
子
嬬

令
水
糀

烏
節
編

紅
髪
嬬

早
嬬

金
綜
糀

響
鈴
儒

乾
巳
儒

交
秋
儒

長
江
デ
ル
タ
と
そ
の
品
種
名
を
か
な
り
異
に
す
る
。
特
に
編
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
の
は
、
他
地
域
に
比
較
し
て
も
珍
し
い
。

圃
江
西

江
西
は
鄙

陽
湖
周
辺
や
鞭
江
、
そ
の
他
河
川
の
下
流
域
の
水
田
地
帯
と
、
山
岳
丘
陵
部
の
水
田
畑
作
兼
営
地
帯
と
に
二
分
、
も
し
く
は
三
分
さ

れ
る
が
、

一
括
し
て
み
て
い
く
。

L
1
、
嘉
靖

『九
江
府
志
』
巻
四
食
貨
志
、
物
産
、
穀
属
に
、
蚤
穀
、
白
穀
、
紅
穀
、
晩
稲
、
烏
穀
、
芒
穀

(
一
名
種
穀

)、
儒
穀
に
分
け
て
品

種
を
挙
ぐ
。

蚤

駝
梨

回

留
姑
早

王
瓜
早

六
十
日

九
十
日

白

竹
Y
占
⑪
藍
花
白

大
白
穀

紅

鴨
掌
杣

柳
条
赤



晩

(米
白
而
質
賦
、
種
後
晩
生
。
)

烏

(殻
黒
而
多
芒
、
五
月
始
種
、
晩
生
耐
旱
。
)

芒

(
一
名
種
穀
、
有
烏
白
二
種
。
)

儒

早
儒

紅
殻
糀

黄
金
濡

硬
鶏
濡

そ
の
品
種
を
挙
げ
る
の
は
蚤

・
白

・
紅

・
儒
で
、
晩

(梗
)

・
烏
は
そ
の
性
質

の
説
明
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
蚤

・
白

・
紅
は
い
ず
れ
も
杣

の
可
能
性
が
高

い
。
駝
梨
回

王
瓜
早

六
十
日
、
白

の
薦
花
白
な
ど
は
下
流
デ
ル
タ
や
そ
の
他
と
共
通
す
る
品
名
で
あ

る
。

な
お
、
九
江
府
彰
沢
県
に
つ
い
て
は
、
万
暦

『彰
沢
県
志
』
巻
三
食
貨
志
、
物
産
、
穀
に

「
早
稲

晩
稲

杭
稲

糀

稲
」
と
分
類
を
示
す
の

み
で
あ
る
。
隆
慶

『瑞
昌
県
志
』
巻

一
輿
地
志
、
物
産
も

「穀

杭

儒

麦
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

正
徳

『南
康
府
志
』
巻
五
、
物
産
、
穀
類
も

「
早
稲
、
仙
稲
、
儒
稲
」
と
種
類
の
み
を
示
す
が
、
梗
種
は
な
か

っ
た
か
の
如
く
で
あ
る
。
同
府

建
昌
県
の
万
暦

『建
昌
県
志
』
巻

一
輿
地
志
、
土
産
、
庶
穀
に

「稲
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

L
2
、
南
昌
府
下
の
嘉
靖

『靖
安
県
志
』
巻

一
輿
地
類
、
物
産
、
五
穀
類
に
は
、

早
占

百
日
早

油
紅

薦
花
早

油
赤
(
七
月
熟
)、
洞
枯

椋
子
濡

麻
濡
(九
月
熟
)、
梗
儒

冷
水
儒

寒
枯

大
禾
濡
(十
月
熟
)。

と
列
挙
し

て
い
る
が
、
ど
う
や
ら
早
占
か
ら
洞
枯
ま
で
は
枯
"
杣
"
占
で
あ
り
、
綜
子
濡
以
下
は
儒

・
晩
稲
で
あ
る
よ
う

だ
。

同
じ
南

昌
府

の
嘉
靖

『進
賢
県
志
』
巻

一
物
産
、
穀
は

「杭
稲

・
儒
稲

・
枯
稲
」
と
三
分
し
て
い
る
。

L
3
、
嘉
靖

『撫
州
府
志
』
巻
五
地
里
志
四
、
物
産
稲
之
属
に
は
、

占

大
占

細
占

(名
目
不

一
。
其
先
占
城
種
。
春
社
日
前
後
、
浸
種
。
立
夏
前
後
、
蒔
秩
。

至
秋
而
熟
。
)
⑬
救
公
飢

(
一
種
最
早
。
田

家
種
以
続
食
。
)

晩

(穀
大
於
占
。
田
宜
阻
。
至
冬
廼
熟
。
)

秣

(稲
之
粘
者
。
俗
後
謂
之
硬
。
)
蚤
梗

晩
硬

(名
目
不

一
。
並
堪
醸
酒
、
製
酸
。
麺
間
用
之
。
)

こ
こ
で
も
占

(杣

)
の
み
品
種
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
数
は
多
く
は
な
い
。
救
公
飢
は
各
地
に
み
え
る
品
種
で
あ

る
。

L
4
、
嘉
靖

『東
郷
県
志
』
巻
上
、
土
産
、
穀
之
属
は
、
占
、
杭

、
榎

に
分
け
、
説
明
す
る
。

占

早
占

(穀
薄
米
小
而
白
、
香
而
味
美
。
立
秋
前
熟
。
田
宜
高
原
、
稼
錐
甚
茂
、
穀
亦
不
多
。
農
家
少
種
之
。
)
⑬
救
公
磯

(
一
名
五
十
日



占
。
比
早
占
、
更
早
熟
十
数
日
。
此
尤
穀
少
。
農
家
種
以
続
食
。
)
白
沙
占

(立
秋
後
乃
熟
。
宜
為
粉
線
。
宋
時
、
崇

仁
人
善
製
経
進
、
名

日
米
欄

。
)
倉
背
笑

(穀
大
殻
厚
而
少
米

)

杭

(字
林
云
、
稲
之
不
粘
者
為
杭
。
即
今
、
晩
禾

一
名
准
禾
。
八
九
月
熟
。
田
宜
阻
。
)
竹
種
品

師
姑
早

冬
占

襖

早
模

(立
秋
後
熟
。
米
白
而
多

以
醸
酒
。
洒
清
而
多
。
田
宜
阻
。
糞
宜
多
。
)

晩
模

(
与
晩
稲
同
熟
。
撫
人
造

紅
麺
、
用
晩
模
。
)

⑬
白
殻

榎

青
綜
襖

重
陽
襖

胡
椒
襖

焦
紅
梗

(
以
色
得
名
、
又
名
猪
血
梗
、
皆
晩
稲
也
。
)

江
西
の
中
心
、
撫
州
府
で
あ
る
が
、
デ
ル
タ
と
の
共
通
品
種
は
わ
ず
か
、
独
自
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
が
、
占

・
杣
の
栽

培
が
多

い
よ
う
で
あ

る
。

L
5
、
広
信
府

の
万
暦

『ざ
陽
県
志
』
巻
六
食
貨
志
附
、
物
産
、
穀
之
属
に
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

早
稲

種
先
而
熟
早
。
有
⑬
救
公
先

⑳
三
朝
斉

⑩
六
十
日
早

等
名
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

白
穀

有
白
沙
早
、
紅
根
早
、
汀
州
早
等
名
。

　

　

　

　

　

　

紅
穀

有

夏
桃
紅
、
北
風
占
等
名
。

晩
穀

米

白
而
性
賦
、
種
後
牧
晩
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

儒
穀

有
早
糟
、
紅
糀
、
白
儒
、
重
陽
嬬
、
胡
椒
儒
、
霊
山
儒
等
名
。

早

・
白

・
紅
は
占
　
杣
か
も
知
れ
な

い
。
福
建
地
名

の
汀
州
早
の
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

L
6
、
正
徳

『建
昌
府
志
』
巻
三
物
産
、
穀
之
属
に

救
公
磯

(
三
月
種
、
五
月
熟
。
他
種
青
黄
不
接
而
此
種
先
可
食
。
故
云
、
可
以
救
公
磯
也
。
)

六
十
日
占

(種
入
地
、
僅
両
月
而
熟
、
故
名
。
米
粒
小
而
純
白
。
)

白
沙
占

(三
月
種
、
六
月
熟
。
米
色
白
円
而
大
。
)

大
穀
占

細
穀
占

(二
種
以
粒
大
小
異
名
耳
。
)

中
早

(渥
於
六
十
日
占
、
而
早
於
白
沙
早
、
故
名
。
)

池
州
占
○
龍
牙
占
○
油
麻
占
○
磨
陽
占
○
冬
占

(穀
粒
似
早
占
而
芒
刺
長
○
上
各
種
倶
出
占
城
国
、
故
名
。
宋
大
中
祥
符
中
、
遣
使
由
福
建
至

占
城
国
、
取
三
万
斜
、
井
種
法
。
故
江
准
間
多
種
之
。
)



八
月
白

(晩
稲
。
極
早
熟
者
、
香
白
尤
可
貴
。
又
名
銀
珠
米
。
)

白
梗
米

(即
梗
也
)

青
綜
梗

(
四
月
種
、
九
月
熟
。
米
色
温
潤
而
白
。
)
赤
珠
梗

(色
純
紅
而
堅
。
)

鉄
脚
梗

(米
性
堅
而
難
夷
。
新
城
尤

多
。
)

重
陽
儒

(応
節
候
而
熟
、
故
名
。
)

占
禾
儒

(与
早
稲
同
熟
)

青
油
儒

(穀
枇
白
而
米
長
)

老
人
儒

(芒
刺
長
而
穀
赤
)

こ
こ
も
占
と
糀
の
品
種
名
が
多
く
挙
が

っ
て
い
る
。

L
7
、
万

暦

『建
昌
府
志
』
巻
二
物
産
、
南
城
県
は
、

准
米

(与
五
十
砦
同
、
梢
渥
十
日
)

五
十
日
儒

(熟
早
、
謂
子
儒
)

江
東
早

(耐
旱
多
粒
)

龍
牙
砦

(八
九
月
方
収
、
米
色
如
殊
)

と
あ
り
、

こ
こ
に
唐
と
あ
る
は
杣

・
占

・
枯

の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
が
、
杣
と
濡
に
つ
い
て
南
城
県
物
産
の
穀
類
は
注
目

し
て
い
る
。
准
米
と
い

う
言
方
も
、
江
西
や
湖
広
に
多

い
こ
と
は
注
目
し
て
お
く

べ
き
だ
ろ
う
。

L
8
、
万

暦

『南
豊
県
志
』
巻
三
食
貨
志
、
土
産
、
穀
之
属
は
、

五
十
日
占

(即
救
公
磯
。
三
月
種
、
五
月
熟
。
須
附
近
饒
田
方
可
種
。
)

六
十
日
占

准
禾
早

大
穀
早

白
沙
早

龍
牙
早

(熟
渥
、

米
粗

、
味
淡
而
耐
旱
、
易
培
)

黄
土
占

江
東
占

(
耐
旱
多
植
)

百
日
占

清
流
占

華
山
占

湿
涼
占

茅
裡
占

八
月
白

鉄
脚
梗

光
頭
黎

訣
芒
黎

細
穀
黎

三
有

濡

響
鈴
濡

重
陽
編
⑮
虎
皮
濡

椒
子
嬬

老
人
嬬

長
腰
嬬

塩
夫
濡
⑳
光
頭
儒

こ
こ
で
も
占
と
儒
の
品
種
名
が
多

い
こ
と
は
、
建
昌
府
志
と
同
様
で
あ
る
。
米
所
で
あ
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
な
お
、
五
十
日
占
を

救
公
鱗
と

あ

っ
た
が
、
こ
れ
は
江
西
各
地
に
共
通
す
る
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
六
十
日
占
よ
り
短

い
成
育
期
間
で
あ
る

こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
.

儒
の
虎
皮

嬬

・
光
頭
嬬
が
デ
ル
タ
に
共
通
す
る
名
称
で
あ
る
ほ
か
は
、
殆
ど
独
自
な
も
の
で
あ
る
。
な
お
塩
夫
編
と
い
う
謂
方
は
、
准
禾
早
、
准

米
と

い
う

謂
方
と
も
関
係
し
て
両
淮

地
方
と
の
関
係
を
窺
わ
せ
る
。

L
9
、
崇

禎

『瑞
州
府
志
』
巻
二
十
四
、
物
産
志
、
穀
之
属
に
は

㈹

団
殺
草
、
尖
穀
早
⑬
救
工
磯

随
梨
帰

七
十
日
早

百
日
早

秋
風
粘

冷
水
粘

逞
穀

湖
田

赤
光

大
禾

芒
大
禾

代
禾

㈱

早
儒

烏
儒

白
糀

黄
糀

紅
菱
儒

松
穀
黄
荊
儒

鉄
脚
儒

重
陽
儒

逞
嬬

大
糀

鴨
脚
儒

交
秋
濡



杭
も
救
工

(公
)
鱗

随

(回
)
梨
帰
な
ど
占

・
杣

で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
瑞
州
で
稲

.
米
の
品
種
を
具
体
的
に
挙
げ

て
い
る
こ
と

は
、
そ
れ
が
市
場
流
通
に
つ
な
が
る
商
業
性
穀
物
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

L
10
、
隆
慶

『臨
江
府
志
』
巻
六
農
政
、
土
産
、
稲
に
は
、

。
。
。

。
。

稲
、
名
目
不

一
。
大
約
春
社
日
前
後
、
漬
種
。
立
夏
前
後
、
蒔
秩
。
至
秋
而
熟
。
有

一
種
最
早
熟
者
、
名
救
公
磯
。
色

白
味
香
甘
。
有
団
穀

馳

箋
電

諸
種
・
孚
甲
薄
而
米
堅
好
・
有
飾

却
、
寒

却
諸
種
、
色
赤
甲
厚
。
有
簿

却
、
田
之
低
窪
者
種
之
。
六
月
挿
秩
、
九
月
方

熟
。

有
晩
稲
、
至
冬
乃
熟
、
色
白
粒
長
。
種
之
者
少
。
而
性
則
冷
。

　

　

又
有
蚤
嬬
、
有
晩
嬬
、
拉
堪
醸
酒
。

と
あ
り
、
こ

こ
も
稲
を
三
分
し
、
占
、
晩
稲
、
糀
稲
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
占

の
み
に
救
公
磯
、
団
穀
早
、
雲
南
早
、
秋
風
占
、
簑
衣
占

金
穀
占
な
ど

の
品
種
名
を
挙
げ
る
。
な
お
、
晩
稲
は
こ
れ
を
種
え
る
者
少
な
し
と
あ
る
。
右
の
記
事
は
、
崇
禎

『清
江
県
志
』
巻
三
土
産
、
五
穀

に
も
全
く
同
文
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。

L
12
、
正
徳

『衰
州
府
志
』
巻
二
土
産
、
穀
は
、
占
穀
、
晩
穀
、
嬬
穀
に
分
け
て
い
る
。

占
穀

(紅

白
二
種
。
其
種
)

五
十
日
占

(俗
名
救
工
飢
、
熟
最
早
。
然
不
広
種
、
少
蒔
以
接
糧
。
)
六
十
日
占

八
十
日
占

百
日
占

大

占

類
占

晩
穀

(熟

梢
逞
、
為
飯
、
香
軟
)

籟
州
早

団
穀
早

旱
穀

(陸
地
可
種
)

濡
穀

早
糀

(以
七
月
早
熟
。
土
人
仰
此
以
為
新
酒
。
)
晩
編

(
以
十
月
穫
。
粒
大
而
堅
。
用
此
造
経
。
其
名
不

一
。
)
白
穀
濡

倭
脚
儒

燕

口
儒

鴨
婆
儒

重
陽
儒

椒
子
嬬

占
穀
、
晩
穀
、
嬬
穀
と
も
あ
る
程
度
の
数
を
挙
げ
て
い
る
。
晩
穀
が
占
に
含
ま
れ
る
か
、
梗
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

L
13
、
吉
安
府
で
は
嘉
靖

『永
豊
県
志
』
巻
三
物
産
に
、

永
豊
民

、
惟
稼
稿
五
谷
種
備

(有
白
穀
、
紅
穀
、
晩
穀
、
儒
穀
等
類
)
而
早
稲
惟
先

(種
先
而
熟
早
、
有
救
公
磯
、
三
朝
斉
、
六
十
日
占
、

九
十

日
占
。
取
其
早
穫
、
可
種
雑
穀
)。

と
あ
り
、
稲

の
種
類
に
は
白
穀
、
紅
穀
、
晩
穀
、
儒
穀
が
あ
る
が
、
早
稲
が
先
、
大
事
で
あ
る
と
し
、
そ
の
品
種
と
し
て
は
救
公
磯
、
三
朝
斉
、



六
十
日
占

、
九
十
日
占
が
あ
る
。
そ
の
早
穫
を
取

っ
て
雑
穀
を
種
え
る
べ
し
と
は
、
土
地
利
用
の
徹
底
、
集
約
的
農
業

の
勧
め
と
い
っ
た
も
の
と

し
て
注
目
し
て
お
く

べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
の
早
稲
の
栽
培
な
の
で
あ
る
。

L
14
、
嘉
靖

『鞭
州
府
志
』
巻
四
食
貨
、
物
産
、
穀
に
は
、

㈹
麺
稲

光
稲

早
晩
稲

秋
分
稲

南
来
粘

饒
粘

大
穀
粘

鼠
牙
粘

火
焼
粘

三
爽
粘

葉
底
粘

六
旬
黄

頗
斉
黄

倭
黄

筋

竹
白

冷
水
白

八
月
白

落
玩
烏

大
穀
紅

閃
霜
紅

黄
鉄
錘

　　
　

綱
早
晩
儒

赤
節
嬬

椒
子
濡

黄
楯
糀

羊
毛
濡

鍛
類
儒

重
陽
嬬

竹
綜
糀
⑤
師
姑
濡
⑳
竈
君
嬬

早
晩
杭

と
、
杭

儒
に
わ
た

っ
て
多
く
の
品
種
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
杭
の
中
に
占

・
杣
が
か
な
り
の
程
度
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

L
15
、
嘉
靖

『瑞
金
県
志
』
巻

一
地
輿
類
、
土
産
、
穀
類
に
は
、

早
稲

晩
稲

儒
稲

大
嬬
⑫
金
極
銀

水
珠
儒
⑫
羊
髪
儒

湖
広
儒

陳
西
儒

と
、
杭
儒
を
区
別
な
し
に
挙
げ
て
い
る
が
、
杭
の
品
種
名
が
見
え
な
い
の
に
対
し
、
儒
の
品
種
六
種
が
示
さ
れ
て
い
る

の
が
注
目
さ
れ

る
。
先
の

府
志
の
師
姑
儒
と
県
志
の
羊
類
儒
は
下
流
デ
ル
タ
の
儒
米
の
代
表
的
銘
柄
で
あ
る
こ
と
も
注
意
し
て
よ
い
。

L
16
、
万
暦

『瑞
金
県
志
』
巻
食
貨
志
、
物
産
、
穀
類
に
、

早
稲

晩
稲

早
糀

大
儒

金
包
銀

水
珠
糀

湖
広
精

陳
西
儒

羊
髪
儒

大
麦

小
麦

蕎
麦

(瑞
金

旧
不
知
麦
。
.隆
慶
三
年
知

県
呂
若
愚
、
命
民
人
湯
摸
等
、
買
麦
種
於
鄭
郡
、
給
散
郷
民
、
教
以
樹
藝
之
法
。
但
土
性
不
相
宜
、
錐
種
少
生
。
)

先

の
嘉
靖
志

の
編
稲
が
早
儒
に
代
わ

っ
た
だ
け
だ
が
、
そ
の
間
に
麦
作
の
二
毛
作
が
奨
励
さ
れ
た
と

い
う
。

L
17
、
万
暦

『寧
都
県
志
』
巻
三
田
賦
志
、
物
産
、
穀
類
に
は
、

六
旬
黄

七
旬
黄

八
月
赤

八
月
白

留
外
口

救
公
磯

師
姑
早

和
尚
光

倉
背
笑

大
穀
早

鼠
牙
早

矯
脚
紅

金
包
銀

響

釘
瑞

石
上
珠

盧
江
早

茅
裏
苫

重
陽
糀

先

の
嘉
靖
韓
州
府
志
や
江
西
各
地
方
志
に
記
さ
れ
た
稲
の
品
種
と
共
通
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
独
自
な
も
の
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、

万
暦

『績

州
府
志
』
巻
三
輿
地
志
三
、
土
産
は
次

の
如
く
い
う
。

慶
在

五
嶺
之
北
、
田
多
杭
稲
、
山
多
材
木
、
沢
多
魚
鮮
、
以
土
所
宜
也
。
其
諸
瓜
疏
薬
羽
毛
介
贔
之
類
、
皆
所
常

有
他
州
邑
同
。
郡
中
居
人
、

間
蒔
花
、
花
有
各
種
而
多
茉
莉
。
利
病
蓋
相
半
、
亦
時
有
更
業
者
。
城
南
人
種
藍
作
澱
、
西
北
大
買
歳

一
至
汎
舟

而
下
、
州
人
頗
食
其
利
。



籟
儲
茶
入
貢
。
而
寧
都
之
豆
、
瑞
金
之
瓜
、
信
豊
之
茄
瓠
、
与
龍
南

・
安
遠
之
小
猪
、
在
属
邑
中
、
檀
佳
名
、
不
可
言
奇
。
…
…
郡
徳
明
南

康
記
云
、
雲
都
土
壌
肥
沃
、
宜
甘
蕪
、
味
色
最
勝
、

一
節
数
十
埣
。
郡
以
献
、
御
名

一
節
薦
。
問
之
雲
人
、
岡
知
所

出
。
山豆
土
膏
時
有
変
遷

邪
。
土
之
所
産
董
董
如
是
。
…
…
論
日
、
轄
亡
官
産
、
頗
饒
稲
穀
、
自
豫
章
呉
会
成
仰
給
焉
。
雨
関
転
穀
之
舟
、
日
絡
繹
不
絶
。
即
倹
歳
亦

櫓
聲
相
聞
。

江
西
辺
地

の
山
岳
地
帯
の
籟

州
に
し
て
山
越
え
に
広
東
、
福
建
に
つ
な
が
り
、
ま
た
川
を
下
る
と
長
江
水
系
に
結
ぶ
。
米

穀
を
始
め
、
諸
産
物

は
特
化
す
る
と
同
時
に
時
の
利
を
求
め
て
変
遷
が
激
し

い
の
で
あ
る
。

働
湖
広

(湖

北

・
湖
南
)

漢
陽
府
に

つ
い
て
は
、
嘉
靖

『漢
陽
府
志
』
巻
五
食
貨
志
、
土
産
は

「
稲
麦
多
」
と
あ
る
の
み
、
万
暦

『漢
陽
府
志
』
巻

五
食
貨
志
、
土
産
も

ま
た
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
武
昌
府
の
正
徳

『嘉
魚
県
志
』
巻
上
土
産
、
穀
に

「杭

・
硬
」
と
あ
る
の
み
や
、
同
、
嘉
靖

『興
国
州
志
』
巻
三
物

産
に
も

「州
穀

稲
黍
稜
麦
萩
粟
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

汚
陽
府
も
嘉
靖

『汚
陽
志
』
巻
九
志
、
第
五
食
貨
、
物
産
五
穀
に

「多
稲
」
と
あ
る
の
み
、
裏
陽
府
光
化
県
も
正
徳

『光

化
県
志
』
巻
三
土
産

に

「穀
品

杭

稲

儒
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
随
州
応
山
県
も
嘉
靖

『応
山
県
志
』
巻
二
土
産
、
穀
に

「
稲

・
麦
」

と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

ま
た
、
荊
州
府
も
万
暦

『荊
州
府
志
』
巻
三
食
貨
書
第
五
附
、
方
産
の
条
に
稲
の
記
述
無
く
、
府
属
の
成
化

『公
安
県
志
』

上
巻
、
土
産
、
穀
類

も

「稲
」
と
し
か
記
さ
れ
な

い
。

9

品
種
名

の
記
載
さ
れ
て
い
る
方
志
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

M
1
、
弘
治

『黄
州
府
志
』
巻
二
土
産
、
黄
岡
県
、
五
穀
に
は
、

杣
穀
⑫

六
十
日

九
十
日

四
節
穀
⑱
百
日
穀

(落
田
百
日
回
食
)

杭
杣
穀
⑥
麻
杣
穀

儒
穀

黄
殻
儒
@
紅
殻
嬬
⑱
白
殻
嬬

黒
晩
穀

晩
穀

潮
髪
晩

白
類
晩

と
、
杣

、
儒
、
晩
の
三
種
類
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
品
種
名
を
挙
げ
て
い
る
。
杣
の
六
十
日
、
九
十
日
、
百
日
及
び
麻
杣
、

儒
の
紅
殻

・
白
殻
な
ど

は
長
江
デ
ル
タ
に
至
る
ま
で
共
通
し
て
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

M
2
、
嘉
靖

『羅
田
県
志
』
巻
二
食
貨
志
、
物
産
、
稲
類
に
は
、
黄
州
府
羅
田
県
に
つ
い
て
、
そ
の
品
種
名
を
挙
げ
る
。



㈹
七
十

日
杣

百
杣

四
節
穀

蓋
草
杣

油
粟
赤
杣

雲
南
杣

痩
田
杣

柳
条
赤
杣

大
粒
赤
杣

白
花
杣

烏
風
杣

倭
脚
黄
杣

黄

泥
杣

脂
頭
杣

麻
占
穀

烏
三
節
杣

黄
粒
穀

㈱
⑳
三
朝
斉

望
水
白

水
葡
萄

紅
桃
熟

江
南
晩

黒
殻
晩

芭
茅
晩

子
晩
穀

珍
珠
晩

紅
節
穀

髭
髪
晩
②
香
子
晩

桐
子
穀

㈱
交
秋

嬬

老
人
濡
⑪
紅
殻
儒
⑲
馬
漿
儒

折
二
嬬

界
下
其

鉄
脚
嬬

馬
牙
糧
⑪
白
殻
儒

占
濡

三
百
零
儒

蜜
蜂
儒
⑥
羊
髪
嬬

黄

瓜
嬬

黄
州
府

が
湖
広
で

一
番
江
西
地
方
に
近

い
だ
け
に
そ
の
稲

の
品
種
は
江
西
に
共
通
す
る
も
の
が
多

い
。
な
お
、
晩
稲

(喫禾
)
も
杣
と
同
じ
位
に

品
種
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
、
そ
こ
に
長
江
デ
ル
タ
と
共
通
す
る
品
種
名
の
み
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

M
3
、
正
徳

『徳
安
府
志
』
巻
二
食
貨
、
土
産
、
五
穀

の
稲
に
、

㈲
稲
有

占

・
嬬
二
種
。
占
自
占
城
国
来
者
、
有
種
、
方
両
月
即
熟
者
、
謂
之
却
ヤ
印
、
又
謂
之
拒
勢
回
、
言
耕
畢
即
熟
也
。
視
此
少
遅
旬
日
熟

　

　

　

　

　

　　

　

　

　

　

　

　

者
、
謂
之
七
十
日
。
又
謂
之
四
節
谷
、
言
四
経
節
気
即
可
熟
也
。
又
有
候
黄
瓜
実
而
登
者
、
謂
之
黄
瓜
早
。
粒
如
蓮
子
而
円
者
、
謂
之
蓮
子

　

　

　

　

　

　

稲
、
布
種
即
茂
、
不
待
蒔
挿
而
芒
黄
者
、
謂
之
烏
漫
児
。
上
人
謂
、
布
種
為
漫
、
皆
早
稲
也
。
有
米
粒
倶
白
者
、
謂
之
白
占
。
粒
麻
米
赤
者
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

謂
之
麻
占
。
頴
穂
長
重
者
、
謂
之
青
桿
占
。
結
実

一
色
者
、
謂
之
斉
頭
占
。
有
米
大
而
香
者
、
謂
之
香
稲
。
谷
宜

深
水
種
、
謂
之
騎
牛
撒
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

布
種
不
挿
而
芒
白
者
、
謂
之
白
芒
児
。
自
黄
破
来
者
、
謂
之
黄
破
赤
。
桿
葉
倶
紅
、
不
似
萸
稗
者
、
謂
之
老
人
籍

、
言
難
老
人
昏
託
、
亦
可

別
識
夷
稗
而
除
之
也

　

　

　

　

　

　

鯛
。
又
有
八
月
熟
者
、
謂
之
八
月
晩
。
自
蘇
州
来
者
、
謂
之
蘇
州
晩
。
皆
晩
稲
也
。
又
有

一
種
、
不
用
水
種
、
董
高

穂
長
、
粒
大
而
米
香
者
、

　

　

謂
之
旱
稲
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

㈱
糀
宜
醸
酒
者
。
有
粒
白
如
鵡
栩
者
、
謂
之
鵡
栩
白
。
粒
斑
如
虎
皮
者
、
謂
之
虎
皮
儒
。
候
鷹
始
熟
而
粒
赤
者
、
謂
之
鷹
来
紅
。
芒
如
羊
髪
者
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

謂
之
羊
髪
編
。
色
烏
者
、
謂
之
烏
芒
儒
。
粒
斉

一
色
者
、
謂
之
丸
児
嬬
。
粒
紅
米
多
者
、
謂
之
紅
殻
儒
。
醸
始
易
熟
者
、
謂
之
見
訣
消
。
又

　

　

有
柳
条
茅
口
口
倉
諸
稲
皆
糀
稲
也
。

や
や
不
明
な
字
が
あ

っ
て

一
、
二
の
種
の
確
認
が
で
き
な
い
が
、
占

・
晩

・
儒
に
わ
た

っ
て
、
か
な
り
の
数

の
品
種
名
を
挙
げ
る
。
や
は
り
占

が
多

い
が
そ
の
中
に
は
六
十
日
、
施
梨
回

(施
型
帰
と
同
)
の
よ
う
に
江
西
や
長
江
下
流
の
江
北
江
南
に
共
通
す
る
名
が
あ
る
。
深
水
種
と
い
う

騎
牛
撒
は
長
江
下
流
の
深
水
紅

・
一
丈
紅
と
同
じ
東
南
ア
ジ
ア
原
産
種

の
浮
稲
か
と
思
う
。
な
お
、
晩
稲

・
梗
米
に
は
蘇
州
か
ら
来
た
の
で
名
が



つ
い
た
蘇
州
晩
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
ま
た
旱
稲
も
陸
田
用
に
あ
る
。
儒
で
は
、
虎
皮
糀
、
羊
嶺
儒
等
下
流
デ
ル
タ
の
代
表

的
銘
柄
名
が
み
え
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
当
地
方
固
有

の
品
種
名
も
数
多
く
、
い
ず
れ
も
醸
酒
用
で
あ
る
。

M
4
、
嘉
靖

『斬
州
志
』
巻
二
土
産
は
占
穀
、
糀
穀
、
晩
穀
に
分
け
、

占

江
西

早

臨
江
早

王
瓜
早

七
十
日

柳
条
赤

青
管
赤

茅
紅
杣

三
友
稲

嬬

交
秋
編

虎
皮
糀

蜜
蜂
儒

見
卸
消

晩

光
頭
晩

銀
殊
晩

香
稲
晩

占

の
江
西

早
、
臨
江
早
、
王
瓜
早
、
七
十
日
、
柳
条
占
は
、
長
江
流
域
に
広
く
み
ら
れ
る
品
種

で
、
江
西

・
臨
江
の
名

の
あ
る
こ
と
か
ら
、

占

・
杣

が
江
西
省
で
普
及
発
達
し
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
儒

の
虎
皮
儒
は
長
江
デ
ル
タ
の
最
も
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な
品
種
名

で
あ
る
。

M
5
、
万
暦

『嚢
陽
府
志
』
巻
十
四
物
産
、
穀
品
は
、
粘
稲
、
濡
稲

に
分
け
て
そ
の
品
種
名
を
挙
げ
る
。

粘

六
十

(日
)
早

四
節
穀

七
十
早

銀
包
金

麻
赤
殻

麻
白
殻

苗
穀
赤
冠

芒
穀

黄
瓜
早

凡
十
三
種

儒

馬
牙

烏
香

留
如

等
漿

子
紅
殻

黄
皮

鉄
脚

柳
条

細
子

響
皮

虎
皮

燕
嚇

粘
黄

凡
十
三
種

濡
は
十
三
種
確
認
で
き
る
が
、
粘
11
杣
は
九
種
ま
で
し
か
分
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
嚢
陽
府
志

の
稲
の
品
種
は
粘
儒
と
と
も
に
湖
広
、

江
西
に
標
準
的
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
え
る
。
杣

の
み
で
梗
の
無

い
こ
と
も
確
認
さ
れ
よ
う
。

M
6
、
万
暦

『鄭
陽
府
志
』
巻
十
二
物
産
、
鄭
陽
府
穀
属
に
は
、

香
穀

柳
条
嬬

綾
脚
晩
穀

蓑
衣
早

西
山
白
穀

大
小
百
日
穀

倶
房
(県
)

と
あ
る
。
因
み
に
同
府
は
最
も
陳
西
省
寄
り
湖
広
最
北
部
で
あ
る
。

湖
南
側
で
は
、
岳
州
府
の
隆
慶

『岳
州
府
誌
』
に
は
物
産

の
記
事
が
な
く
、
椰
州
に
つ
い
て
万
暦

『椰
州
志
』
巻
十

一
、
食
貨
志
下
、
物
産
の

五
穀
、
稲
も

「有
早
中
晩
三
種
、
嬬
、
宜
醸
酒
、
有
早
遅
二
種
」
と
品
種
名
は
挙
げ
て
い
な
い
。

M
7
、
嘉
靖

『常
徳
府
志
』
巻
八
食
貨
志
、
物
産
、
本
府
四
県
同
、
穀
之
属
も

「多
稲
」
と
あ
り
、
そ
の
品
種
と
し
て
、

象
牙
占

藍
天
占

六
占
子

一
節
穀

両
節
穀

油
赤
穀

麻
占
穀

臨
江
早

梨
椎
早

飛
上
倉

救
公
磯

没

水
蓮

団
頭
早

竹

枝
花

小
裏
穀

折
半
穀

江
西
早

尽
眉
精

柳
条
儒

紅
辺
儒

響
鈴
嬬

苧
蕨
早

白
儒

黄
儒

(名
品
甚
多

、
土
俗
所
呼
又
各
不

同
、
亦
不
能
悉
載
也
。
)



こ
れ
も
、
占
、
糀
に

つ
い
て
多
く
の
品
種
を
挙
げ
る
が
、
そ
れ
が
江
西
地
方
の
品
種
と

一
致
す
る
も
の
の
多

い
こ
と

は
、
臨
江
早
、
江
西
早
と

い
う
江
西

の
地
名

の
つ
い
た
品
種

の
あ
る
こ
と
と
も
併
せ
て
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

M
8
、
嘉
靖

『衡
州
府
志
』
巻
四
、
土
産
、
穀
類
に
も
、

両
接
早

救
磯
早

安
南
粘

模
粘

油
江
粘

香
大
禾

晩
大
禾

鉄
髪

儒

早
儒

と
、
簡
単
な
が
ら
杭

・
儒
に
わ
た

っ
て
品
種
名
を
挙
げ
て
い
る
。
な
お
杭

(
11
占

・
杣

)
の
救
磯
早
は
救
公
磯
と
同

じ
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

岳
州
府
慈
利
県
は
、
府
志
に
挙
げ
て
い
な
い
物
産
を
記
し
、
稲
の
品
種
を
示
す
。

M
9
、
万
暦

『慈
利
県
志
』
巻
七
物
産
、
穀
属
は
、

稲
之
品
、
有
早
晩
紅
分
之
分
。
早
稲
四
月
種
、
六
月
収
、
宜
水
田
。
晩
稲
五
月
種
、
八
月
収
、
則
硲
田
早
田
皆
種
之

。

儒
有
早
晩
。
先
上
倉
、
猪
牙
早
、
香
綿
嬬
、
柳
条
糀
、
紅
編
。
此
其
大
凡
也
。

た
だ
し
、
厳
密
に
言
え
ば
杭
稲
の
品
種
名
は
挙
げ
て
い
な
い
。
儒
稲

の
み
五
種
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
柳
条
糖

は
湖
広

一
帯
か
ら
江
西

に
み
ら
れ
た
品
種
で
あ
る
。

紛

四
川
、
附
雲
南
、
貴
州

で
は
、

四
川

の
憂
州
府
に

つ
い
て
、
正
徳

『憂
州
府
志
』

巻
三
土
産
、
穀
類
は

「黍

稜

稲

梁

麦

董

寂
」
と
あ

る
の
み
で
あ
る
。
馬
湖
府
も
嘉
靖

『馬
湖
府
志
』
巻
下
物
産
に
、
「
穀
多
」
と
あ
る
の
み
。
嘉
定
州
洪
雅
県
に
わ
ず
か
に
品
種
名
が
確

認
さ
れ
る
。

N
1
、
嘉
靖

『洪
雅
県
志
』
巻
三
食
貨
志
、
物
産
、
稲
之
類
に
は
、

蓋
草

鮎

白
蓮
穀

香
鮎

斉
頭
砧

安
南
穀

黄
泥
鮎

(多
)

白
日
鮎

(
一
名
救
公
磯
、
種
穫
皆
先
諸
稲
。
)

冷
水
穀

雲
南
早

南
京
早

白
儒

紅
糀

(醸
酒
味
佳
)

尖
刀
儒

虎
皮
編

猪
脂
嬬

鴨
子
糀

(多
)

花
穀
儒

(多

)

殊
子
糀

杭
編
各
品
種

の
内
、
杭

で
は
黄
泥
鮎
が
、
精
で
は
鴨
子
糀
、
花
穀
嬬
が
多

い
と

い
う
。
な
お
、
糀
の
虎
皮
糀
、
昧
子
儒

は
下
流
デ
ル
タ
と
も
共

通
す
る
。
杭
に
安
南
穀

・
雲
南
早
と
並
ん
で
南
京
早
の
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。



貴
州
地
方

で
は
、

0
1
、
嘉
靖

『思
南
府
志
』
巻
三
土
産
、
穀
品
に
、

杉
板
紅

六
十
日

白
露
早

班
稠
嬬

香
禾
木

猪
毛
儒

洗
杷
早

金
叙
編

羅
裾
帯

と
杭
三
種
、
儒
六
種
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
も
金
銀
儒
と
い
う
デ
ル
タ
代
表
銘
柄
の
品
種
名
が
み
ら
れ
る
。

嘉
靖

『普
安
州
志
』
巻

一
輿
地
志
、
土
産
、
穀
類
は

「粘
穀
、
儒
穀
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

雲
南
で
は
、
嘉
靖

『尋
旬
府
志
』
巻
上
食
貨
、
穀
属
に
は

「稲

黍
…
…
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

0
2
、
隆
慶

『楚
雄
府
志
』
巻
二
食
貨
志
、
物
産
、
稲
其
品
十
と
あ
り
、

杭

林

紅
芒

黄
殻

虎
斑

白

黒

烏
嗜

白
殻

梗

と
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、
紅
芒

・
黄
殻

・
虎
斑

・
烏
嗜

・
白
殻
と

い
っ
た
長
江
デ
ル
タ
に
も
み
ら
れ
る
品
種
名
が
確
認
さ
れ
る
。

　岡
東
南
海
岸

〔
浙
江
南
部
、
福
建
〕

ま
ず
、
断

江
南
部
の
台
州
府

で
は
、

P
1
、
万
暦

『黄
厳
県
志
』
巻
三
食
貨
志
、
物
産
、
穀
之
属
、
稲
に
、
「
地
累
有
紅
有
白
」
と
あ
り
、
続
い
て
以
下
の
品
種
名
を
挙
げ
る
。

杭

白
散

烏
散

占
城

(
以
来
自
占
城
名
)

旱
稜

(宜
高

田
)

水
稜

(宜

下
田
)

縮
頭
紅

嚴
州
旱
⑱

八
月
白

渥
青

随
梨
帰

(
一
名

六
十
日
)
(以
上
皆
杭
)

濡

早
糀

晩
濡
⑮
冷
水
糟

(宜
山
田
)

倭
濡

(秋
中
穫
)

黄
儒

烏
節
儒
⑯
嚥
脂
儒

杭
儒
の
数
種
品
種
を
挙
げ
る
が
、
杭

の
八
月
白
や
嬬
の
冷
水
儒

・
倭
儒

・
嚥
脂
儒
等
長
江
下
流
デ
ル
タ
と
共
通
す
る
品
種
名
を
挙
げ
て
い
る
。

な
お
、
土
地

の
高
低
山
田
等

の
状
況
に
合
せ
て
適
宜

の
品
種
の
栽
培
が
行
わ
れ
る
と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

同
府
の
海

門
県
に

つ
い
て
嘉
靖

『海
門
県
志
』
巻
四
食
貨
、
土
産
、
穀
類
は

「梗
稲
、
儒
稲
」
と
分
類
す
る
だ
け
で
品
種
名
を
挙
げ
て
い
な
い
。

P
2
、
太
平

県
で
は
、
嘉
靖

『太
平
県
志
』
巻
三
食
貨
志
、
物
産
、
穀
之
類
は
、
稲
を

「
夏
熟
日
早
禾
、
秋
熟
日
中
禾
、
冬
熟
日
晩
禾
」
に
分
け
、

早
禾

蒙

裏
白

(
一
名
梅
裏
白
。
穀
有
芒
、
又
名
儒
米
白
、
白
色
如
嬬
米
)

随
梨
帰

(
一
名
六
十
日
)

占
城

(種
来
自
占
城
)

九
十
日



(満

三
月
而
熟
)

旱
稜

(宜
高
田
)

水
稜

(宜
下
田
)

中
禾

紅
地
暴

(
一
名
紅
碑
暴
、
米
紅
)

白
地
暴

(米
白
)

班
地
暴

(穀
班
)
⑱
八
月
白

烏
散
⑰
金
裏
銀

邊
青

桿
地
暴

早
儒

糖
儒

烏
節
糀

晩
禾

白
粘
杣

黄
才
杣

纒
枝
杣

烏
階
杣

櫻
珠
杣

黄
板
杣

白
香
杣

釣
竿
杣

白
帰

(
一
名
白
董
)

烏
稜

南
稜

黄
儒

西

儒

(
一
名
細
儒
)

麻
儒

倭
子
嬬
⑯
嚥
脂
嬬

(
一
名
蕩
枝
儒
)

混
酒
嬬

寄
生

(
以
寄
種
早
禾
中
、
故
名
、

一
日
晩
児
)
⑲
金
城

(
水　

郷
畏
水
、
晩
稲
少
。
山
郷
畏
旱
、
晩
稲
多
。
宋
大
中
祥
符
五
年
、
以
両
漸
微
旱
、
使
於
福
建
、
取
種
三
万
斜
、
分
給
種
之
。
今
土
俗
謂
之
百

　

　

日
黄
。
穀
之
種
類
錐
多
、
総
其
目
、
日
杭
、
日
儒
爾
。
所
謂
鮎
与
不
鮎
者
、
是
其
別
云
。
)

早

・
中

・
晩
に
分
け
た
た
め
、
杭
も
儒
も
、
ま
た
杣

(杣
)
も
そ
の
中
に
混
じ
っ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
杣
が
晩
禾

に
多

い
の
は
意
外
な
感
が

す
る
が
、
割
注
に

「山
郷
畏
旱
、
晩
稲
多
」
と
あ

っ
て
旱
に
耐
え
る
杣
が
天
候

の
関
係
か
ら
晩
稲
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
も
こ
の
地

の
地
域
性
を

示
す
も
の
で
あ
る
。
独
自
な
品
種
名
が
多

い
中
で
、
早
禾
の
随
梨
帰

(六
十
日
)
中
禾
の
八
月
白
、
金
裏
銀
、
晩
禾
の
嚥
脂
糖
、
金
城
な
ど
、
下

流
デ
ル
タ
と
共
通
す
る
品
種
も
目
立

つ
。

P
3
、
万
暦

『仙
居
県
志
』
巻

四
食
貨
、
穀
属
に
は
、

六
十

日

黄
巖
早

藍
漢
白

縮
頭
紅
⑱
金
裏
銀

温
州
青

霜
下
晩

黄
扁
儒

冷
水
清

長
桿
紅

早
濡

晩
儒

香
編

以
上
、
台
州
府
下
、
黄
巖
、
太
平
、
仙
居
の
明
代
地
志
物
産
を
調
べ
た
が
、
そ
の
稲
の
品
種
に
は
、
既
に
南
宋
の
陳
書
卿
、
嘉
定
十
六
年

(
一

二
二
三
年

)
修

『赤
城
志
』
巻
三
十
六
、
風
土
門

・
土
産

・
穀
の
属

・
稲
に
み
え
る
品
種
が
数
多

い
。
新
出
は
、
杭
の
縮
頭
紅
、
金
裏
銀
、
黄
巌

早
、
藍
漢
白
、
温
州
青
、
霜
下
晩
な
ど
、
糀
の
早

・
晩

・
香
嬬
な
ど
で
あ
ろ
う
。
な
お
台
州
も
ま
た
、
断
江
北
部
や
南
部
福
建
と
の
関
係
の
あ
る

こ
と
も
理
解
さ
れ
よ
う
。

金
華
府

で
は
、
嘉
靖

『浦
江
県
志
』
巻
二
民
物
志
土
産
、
五
穀
は

「邑
土
高
曉
、
五
穀
多
早
種
、
乃
有
穫
」
と
あ

っ
て
、
早
種
が
多
く
、
収
穫

が
有
る
と

い
う
。
品
種
は
挙
げ
な
い
。
正
徳

『蘭
漢
県
志
』
巻

一
風
土
類
、
物
産
、
稲
之
類
も
、

有
杣
儒
二
種
。
其
熟
有
早
中
晩
三
時
。
其
粒
有
紅
白

二
色
。
名
品
最
多
、
不
能
悉
具
。

と
あ

っ
て
、
や
は
り
品
種
名
を
示
さ
な
い
。
杣
嬬
と
あ
る
か
ら
、
杣
が
多
く
、
梗
は
少
な

い
こ
と
だ
け
は
確
認
さ
れ

よ
う
。
金
華
府
下
で
稲
の

品
種

の
記
載
の
あ
る
地
方
志
は
義
烏
県
志
で
あ
る
。



P
4
、
崇

禎

『義
烏
県
志
』
巻
六
物
土
考
、
物
産
、
穀
之
属
に
、

杭

稲
之
不
鮎
者

早
稲

望
梨
回
⑭
紅
蓮
⑥
早
稲
六
十
日
⑫
金
裏
銀
⑫
黄
杣

中
稲

早
榛

秤
幹
榛

斉
頭
黄

撒
栢

三
百
粒

闊
辺

晩
稲

茨
菰
杣

烏
嗜
杣

編

稲
之
鮎
者
。
宜
醸
酒
。

早
儒

黄
糀

白
儒

晩
嬬

綿
羊
儒
⑯
嚥
脂
儒
⑳
烏
髪
糀

こ
こ
で
も
、
杭
の
紅
蓮
、
六
十
日
、
金
裏
銀
、
黄
杣
、
及
び
儒
の
嚥
脂
儒

・
烏
髪
嬬
が
デ
ル
タ
と

一
致
す
る
品
種
名
で
あ

る
。

P
5
、
万
暦

『湯
漢
県
志
』
巻
三
食
貨
志
、

物
産
、
穀
之
品
に
、

梗
嬬

早
白
禾

早
赤
禾

晩
白
禾

晩
赤
禾
⑱
金
裏
銀

白
芒
兜

烏
芒
児

と
あ
る
が
、

こ
こ
も
杣
が
多

い
か
も
知
れ
な

い
。

嚴
州
府
で

は
、
嘉
靖

『淳
安
県
志
』
巻
四
、
物
産
、
穀
に

「杭
有
早
稲
、
晩
稲
、
紅
稲
、
白
稲
。
儒
有
秋
嬬
、
晩
儒
。
」
と
時
期
的
種
類
を
挙

げ
て
い
る
。

P
6
、
万
暦

『遂
安
県
志
』
巻

一
食
貨
志
、
物
産
、
穀
類
に
も
、　

　

　

杭
有
早
稲
、
晩
稲
、
紅
稲
、
白
稲
。
儒
有
秋
儒
、
晩
嬬
、
長
董
儒
。

と
あ
り
、
殆
ど
淳
安
県
志
と
同
じ
だ
が
、
こ
ち
ら
に
は
長
董
糀
と
い
う
品
種
名
ら
し
き
も
の
が
附
加
さ
れ
た
。

嘉
靖

『寿

昌
県
志
』
巻
二
物
産
、
穀
之
属
も

「
早
稲

早
儒

晩
儒
」
と
あ
る
の
み
、
早
稲
11
杣
と
儒
の
栽
培
を
伝
え

る
。

衙
州
府
で
は
、
崇
禎

『開
化
県
志
』
巻
三
賦
役
志
物
産
に

「穀
之
品
、
有
杭
林
早
稲
云
々
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、

P
7
、
万
暦

『常
山
県
志
』
巻
三
土
産
、
穀
類
、
稲
の
注
記
に
は
、

　

　

　

　

　

　

　

其
種
甚
衆
。
大
率
有
杭
有
秣
。
秣
即
儒
也
。
杭
糀
倶
有
紅
白
二
色
、
又
或
有
芒
秣
。
早
熟
。
最
蚤
者
、
名
天
公
蚤
。
住
来
即
黄
、
大
与
貧
民

接
飢
。
秣
有
至
仲
冬
熟
者
。



と
あ
り
、
天
公
蚤

(早
)
と

い
う
早
熟
種
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

P
8
、
天
啓

『江
山
県
志
』
巻
三
籍
賦
志
、
物
産
、
穀
類
に
は
、
稲
、
編
と
も
数
種
有
る
と
し
、

稲

江
西
早

五
十
日

住
来
黄

建
陽
早

金
裏
銀

太
平
早

龍
泉
禾

湖

(州
)
白

八
十

(
日
)
白

晩
稲

嬬

重

陽

八
月

知
鶏

三
百
粒

上
昧

黄
楯

連
根

毛
儒

開
化

金
城

麻
子

処
州

山
を
越
え
れ
ば
、
江
西
広
信
府
ま
た
福
建
建
寧
府
に
至
る
こ
と
の
で
き
る
衡
州
府
江
山
県
だ
け
に
実
に
浙
江
各
地
、
江
西

・
福
建
地
方
の
各
地

名
を
冠
し
た
品
種
名
が
数
多
く
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
反
面
、
デ
ル
タ
に
関
係
し
た
地
名

や
稲
の
品
種
が
わ
ず
か
に
湖
州
白

だ
け
で
あ
る
。

P
9
、
万
暦

『衙
州
府
誌
』
巻
八
国
計
志
、
物
産
、
穀
類
、
稲
は

「稲
日
梗
不
粘
、
食
米
也
。
徐
日
儒
粘
、
酒
米
也
」
と
あ

っ
て
、
以
下
品
種
名

を
挙
げ
る
。

江
西
早

(六
月
熟
)
⑱
金
裏
銀
及
太
平
早

(七
月
熟
)

晩
稲

(
十
月
収
)

重
陽
糀

湖
州
糀

処
州
濡

麻
子
儒

数
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
が
、
杭
米
は
早
稲
が
多

い
。
精
米
は
酒
米
に
作
ら
れ
、
種
が
多

い
。
江
西
早
、
金
裏
銀
、
太

平
早
、
湖
州
嬬
等
他
地

域
の
地
名

を
冠
し
た
品
種
が
目
立
つ
。

処
州
府

で
は
、

P
10
、
嘉

靖

『宣
平
県
志
』
巻
二
土
産
、
五
穀
之
属
に
は
、

蘭
漢
白

(
四
月
種
六
月
刈
)
⑫
金
裏
銀

(
四
月
種
七
月
刈
)

六
十
日
黄

(
四
月
種
六
月
刈
)

薬
家
杣

(
五
月
種
八
月
刈
)

青

田
晩

(全

上
)
師
姑
晩

(色
白
味
甘
)

雑
鶏
棉

雪
稲

(以
上
三
色
倶
五
月
種
十
月
刈
)
⑳
下
馬
漢

(有
芒
十
月
刈
)

早
儒

(八
月
刈
)

九
月
糀

晩
嬬

(
十
月
刈
)

烏
節
儒

(
八
月
刈
)

な
お
、
同
県
の
早
晩
の
時
季
は
、
五
穀
之
属
に
附
し
た
註
記
に
よ
れ
ば
、
「芒
種
前
後
種
、
大
暑
節
後
割
者
為
早
禾
。
芒
種
夏
至
種
、
白

露
節

後
割
者
為
中
禾
。
其
晩
禾
、
則
寒
露
節
後
収
也
。」
と

い
う
。
地
名
が
つ
い
た
も
の
も
蘭
漢

(金
華
)
青
田

(
処
州
)
と
近
隣
で
あ
る
。

温
州
府
で
は
嘉
靖

『温
州
府
志
』

に
物
産
の
記
事
な
く
、
同
府
楽
清
県
で
は
、

P
10
、
永
楽

『楽
清
県
志
』
巻
三
土
産
、
穀
之
品
、
稲
に
杭
、
糀
に
分
け
て
、

杭

地
暴

(粒
尖
細
、
紅
白
二
色
)

紅
芒

(芒
赤
)

占
城

(自
占
城
国
得
種
、
、
故
名
)

白
散

(多
芒
、
色

白
)

水
稜

(粒
大
純



赤
)

軟
桿

(穀
白
、
粒
大
、
秋
中
熟
)

百
箭

(芒
勤
如
箭
)

儒

早
稲

(初
秋
熟
)

晩
嬬

冷
水
嬬

(宜
山
田
)

綾
糀

(秋
中
穫
)

と
あ
り
、
ま
た
同
県
の
後
の
県
志
に
も
、

P
11
、
隆
慶

『楽
清
県
志
』
巻
三
財
用
志
、
物
産
、
穀
之
品
に
杭
編
に
分
け
、

杭

香
杭
稲

紅
蓮
稲

箭
子
稲

師
姑
稲

閃
西
風

雪
裏
棟

稲
公
棟

白
芒

縄
種
稲

麦
争
場

無
名
稲

野
稲

編

起
陳
儒

師
姑
嬬

青
遅
儒

秋
風
儒

鉄
梗
編

倭
児
濡

金
銀
儒

と
あ
る
が
、

こ
れ
が
杭
糀
と
も
全
部
が
長
江
下
流
デ
ル
タ
の
名
称
と
合
致
し
過
ぎ
る
の
で
、
か
え

っ
て
疑
わ
し

い
。

P
12
、
嘉
靖

『瑞
安
県
志
』
巻
三
田
賦
志
、
物
産
、
穀
類
に
は
、
品
種
を
挙
げ
そ
の
性
質
を
述
べ
る
。

(杭
)白
散

(多
芒
、
色
白
、
小
暑
即
熟
。
但
非
上
品
所
不
多
。
)

地
暴

(有

紅
白
二
色
。
粒
尖
細
。
七
月
穫
。
)

水
稜

(
一
日
小
青
、
粒
大
芒
赤
。
)

占
城

(相
伝
自
占
城
得
種
、
最
耐
旱
、
有
紅
白
二
色
。
)
軟
桿

(色
白
粒
大
、
味
甘
。
八
月
穫
。
穫
後
其
根
復
者
、
無
異
初
稲
。
謂
之
孚
稲
。

十
月
穫

。
)
百
箭

(芒
勤
寄
種
軟
桿
)

白
西

(
芒
白
)

龍
杣

(粒
大
米
白

)

編
睨

(無
芒
)

紅
羅
帳

(
穎
赤
色
、
故
名
之
)

金
裏
銀

(穀
赤
米
白
)

(儒
)
早
儒

(
一
日
大
嬬
。
七
月
穫
。
郷
人
用
造
新
酒
。
但
未
受
霜
気
、
味
弱
。
不
可
造
経
冬
酒
。
)

　

　

　

　

　

　

晩
濡

(粒
大
而
堅
。
十
月
穫
。
宜
造
冬
酒
。
其
名
不

一
。
有
黄
濡
、
白
儒
、
烏
嬬

倭
編
)

青
儒

(初
冬
穫
)

金
水
濡

(即
水
儒
。
宜
山
田
種
之
。
)

一
年
二
期
作
用
の
軟
桿
な
ど
、
華
南
的
特
色
が
出
て
き
た
品
種
で
あ
る
。

福
建
地
方

で
は
、
ま
ず
福
州
に
つ
い
て
、

Q
1
、
万
暦

二
十
四
年
修

『福
州
府
志
』
巻
八
輿
地
志
、
食
貨
、
物
産
、
穀
之
属
に
、

稲
大
都

二
種
、
日
梗
、
日
秣
、
名
品
甚
多
。
志
其
大
者
、
春
種
夏
熟
日
早
稲
、
秋
種
冬
熱
日
晩
稲
。
歳
可
再
熟
。
其
歳

一
熟
者
、
日
大
冬
。

〔
※
〕
秣
与
早
稲
同
熟
者
、
日
早
秣
。
与
晩
稲
同
熟
者
、
日
晩
秣
。
与
大
冬
同
熟
者
、
日
大
冬
秣
。
梗
米
有
紅
白
二
色
。
再
熟
之
稲
、
其
名



　

　

　

　

　

　

　

　

又
有

日
黄
芒
、
日
金
洲
、
日
占
城
、
日
白
香
諸
種
。

こ
の
地
方
で
は
、
稲
は
梗
秣
と
も
に
、
早
稲

(早
秣
)、
晩
稲

(晩
林

)
が
あ
り
、
そ
れ
を
合
せ
て

一
年
再
熟
す
る
も

の
が
あ

っ
た
。
そ
れ
に

対
し

一
年

一
熟
は
大
冬

(大
冬
秣
)
と
い
う
。
こ
れ
は
両
広
ま
で
拡
が
る

一
年
二
期
制
稲
作
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
そ

の
品
種
名
と
し
て
は
、
黄

芒
、
金
洲

、
占
城
、
白
香
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
。

Q
2
、
万
暦
四
十

一
年
修

『福
州
府
志
』
巻
三
十
七
食
貨
志
十
二
、
物
産
、
穀
之
属
、
稲
の
右
万
暦
二
十
四
年
府
志
、
物
産
文

の

〔
※
〕
以
下
の

と
こ
ろ
に
は
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

又
有

各
種
。
日
早
占
、
山
田
可
種
、
附
郭
則
少
。
日
天
降
来
、
従
霜
降
後
熟
。
日
董
提
、
日
黄
芒
。
与
早
稲
同
熟
、

日
占
城

与
晩
稲
同
熟
、

日
楡
。
早
稲
既
穫
後
、
苗
始
蕃
、
亦
晩
稲
同
熟
、
日
土
倫
。
多
出
洲
田
、
其
歳
再
熟
者
、
又
有
、
日
金
洲
、
日
白
香

。
秣
又
名
儒
。
与
早
稲

同
熟

者
、
日
早
秣
。
与
晩
稲
同
熟
者
、
日
晩
秣
。
与
大
冬
同
熱
者
、
日
大
冬
林
。

早
稲
の
早
占
、
天
降
来
、
晩
稲

の
董
提
、
黄
芒
。
早
稲
と
同
熟
の
占
城
、
晩
稲
と
同
熟
の
輪
。
早
稲
が
収
穫
さ
れ
て
後

、
再
び
苗
が
生
育
し
、

晩
稲
と
同
熟
す
る
の
を
土
倫
と

い
い
、
多
く
洲
田
に
出
、
そ
の
再
熟
す
る
用
の
品
種
は
金
洲
、
白
香
と
い
う
と
あ
る
。

Q
3
、
崇

禎

『長
楽
県
志
』
巻
四
食
貨
志
、
物
産
、
稲
に
は
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

　

　

春
種

夏
熟
、
謂
之
早
稲
。
中
有
紅
芒
、
早
白
、
金
洲
、
九
里
香
、
占
城
、
憲
裏
白
数
種
。
又
有
秣
稲
亦
名
糀
、
可
醸

酒
。
早
稲
既
穫
、
再
種
、

至
十
月
穫
、
名
晩
稲
。
早
稲
既
穫
復
発
、
俗
謂
之
租
。
又
有
芒
米
倶
赤
、
与
早
稲
混
種
、
逮
早
稲
既
穫
、
方
発
、
至

十
月
穫
、
謂
之
倫
。

　

　

　

福
州
府

志
と
ほ
ぼ
相
似
た
文
章
で
、
早
稲
種
に
紅
芒
、
早
白
、
金
洲
、
九
里
香
、
占
城
、
憲
裏
白

の
品
種
が
指
摘
さ
れ

る
。

Q
4
、
万
暦

『古
田
県
志
』
巻
五
食
貨
志
下
、
物
産
、
穀
之
属
に
は
、
品
種
の
性
格
を
説
明
し
て
、

赤
早

(穀
黄
、
米
紅
、
無
芒
、
七
月
収
)。

白
早

(穀
米
倶
白
、
亦
名
古
田
早
、
八
月
収
。
)

白
稲

(穀
米
倶
白
、
有
芒
、
十
月
収
。
)

降
米

(穀
米
倶
白
、
無
芒
、
可
作
麺
、
九
月
収
。
)

芒
啄

(穀
米
倶
白
、
芒
短
、
十
月
収
。
)

紅
芒
秣

(穀
紅
、
米
白
、
而
大
有
芒
。
)



猪
骨
秣

(米
白
、
無
芒
、
十
月
収
。
)

赤
早
、
白

早
、
白
稲
は
収
穫
時
期
が
七
、
八
、
十
月
と
ほ
ぼ
早

・
中

・
晩
三
期
と
な
ろ
う
。
赤
早
は
Q
2
万
暦
四
十

一
年
府
志

の
早
占
に
当
る

か
。
降
米
、
芒
啄
も
晩
稲
か
、
晩
精
に
当
ろ
う
。
紅
芒
林
、
猪
骨
秣
と
併
せ
て
、
そ
の
品
種
名
称
は
独
自
な
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
福
州
府
下
の

万
暦

『永
福

県
志
』
巻

一
地
紀
、
物
産
や
嘉
靖

『羅
川
志
』
巻
土
産
志
、
穀
に
は
品
種
名
や
そ
の
性
格

の
説
明
な
ど
は
無

い
。

次
に
福
州
府
よ
り
海
岸
沿
い
に
断
江
寄
り
の
福
寧
州
で
は
、
万
暦
二
十

一
年
修

『福
寧
州
志
』
巻

一
輿
地
志
、
土
産
、
穀

に
、

稻
有
早
稻
、
晩
稻
、
秣
稻
。
又
有
分
遅
早
、

一
年
両
穫
。
宋
州
人
謝
邦
彦
詩
、
嘉
穀
伝
来
、
喜
両
穫
。
薄
田
不
負
四
時
耕
。

こ
れ
も

一
年
両
穫
を
中
心
と
し
た
福
建
水
稲
作
に
つ
い
て
の
証
言
で
、
そ
れ
は
既
に
宋
代
の
福
建
人
謝
邦
彦
が
詩
に
取

上
げ
る
ほ
ど
に
有
名
で

あ

っ
た
が
、
そ
の

一
年
両
熟
、
二
度
の
収
穫
を
可
能
に
し
た
の
は
嘉
穀
即
ち
占
城
稲

の
福
建

へ
の
導
入
で
あ
る
と
い
う
。

福
寧
州
下
の
寧
徳
県
に

つ
い
て
、

Q
5
、
万
暦

『寧
徳
県
志
』
巻
二
食
貸
志
、
物
産
に
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

稻
、
春
種
夏
熟
日
早
稻
、
春
種
冬
熟
日
晩
稻
。
早
稻
有
白
早
、
有
鳥
早
、
有
金
城
早
、
即
占
城
早
也
。
近
有
鋪
暁
早
、
先
晩
稻

一
月
而
熟
。

晩
稻
有
慰

・
殻

●
米
倶
白
・
有
馨

・
穀
赤
・
米
白
・
有
紮

蜘
、
殻
黄
、
米
紅
。
有
惣
誰

、
無
芒
米
白
。
有
蒙

、
穂
長
米
白
。

有
秣
稻
、
即
嬬
米
也
。
閏
中
記
云
、
閏
人
醸
酒
之
余
、
歳
時
躁
粉
、
以
為
欄
樵
綜
裸
之
属
。
有
紅
林
、
有
黄
盾
林
。
近
時
有

一
種
米
純
紅
、
性

極
柔
賦

、
躁
為
粉
、
若
丹
粉
然
。

早
稲
と
し

て
は
、
白
早
、
烏
早
、
金
城
早
郡
占
城
早
が
あ

っ
た
が
、
近
く
で
は
舗
暁
早
が
あ
る
。
晩
稲
に
は
白
稲
、
紅
稲
、
紅
米
娘
、
光
頭
郎
、

米
秀
な
ど
。
儒
に
は
紅
秣
、
黄
危
秣
、
ま
た
最
近
で
は
純
ら
紅
い
秣
が
あ
る
と
い
う
。

次
に
福
寧

の
内
陸
で
浙
江

、
江
西
省
境
の
建
寧
府
で
は
、

Q
6
、
嘉
靖

『建
寧
府
志
』
巻
十
三
物
産
、
穀
に
は

六
十
日
早

粟

大
儒

小
儒

(
已
上
倶
建
安
産
)

龍
鳳
早

(建
安
、
距
寧
、
崇
安
三
県
産
)

半
冬
白

師
姑

早

九
里
香

(巳
上
建

安
、
阪
寧
、
崇
安
、
浦
城
四
県
産
)

大
早

小
早

(已
上
建
陽
、
浦
城
、
松
漢
、
寿
寧
四
県
産
)

天
降
早

(建
安
、
建
陽
産
)
燗
泥
早

七
娘
禾

小
白
禾

大
白
禾

小
烏
禾

(已
上
倶
建
陽
産
)

野
猪
愁

無
芒
秣

真
珠
暴

麻
子
秣

(已
上
倶
建
陽
、
崇
安
産
)

公
婆

秣

(
建
陽

・
崇
安

・
寿
寧
産
)

銀
珠
秣

(建
陽

・
浦
城

・
崇
安
産
)

早
禾

白
禾
子

烏
禾
子

厚
芒
秣

下
馬
看

(已
上
倶
崇
安



産
)
白
芒

黄
穀

(已
上
浦
城
、
松
渓
、
寿
寧
産
)
梗
穀

白
杣
早

烏
龍
牙

(巳
上
倶
浦
城
産
)

紅
糟
秣

(
浦
城
、
松
漢
産
)

舗
地

錦

温
州
早

呉
家
伝

大
師
姑

小
師
姑

青
綜
禾

莇
枝
禾

猴
尾
秣

烏
節
秣

重
陽
林

白
芒
林

(已
上
倶
松
渓
産
)

鳥
牙
秣

(松

漢

・
寿
寧
産
)

Q
7
、
建
寧
府
各
県
志
で
は
、
嘉
靖

『建
陽
県
志
』
巻
四
戸
賦
志
、
貨
産
、
稲
に
、

稻
、

有
梗
有
嬬
。
梗
食
米
也
。
糀
酒
米
也
。
有

一
年

一
収
者
。
有

一
年
両
収
者
。
謂
之
大
冬
稻
、
其
米
粒
大
。
両
収
者
、
春
種
夏
熟
、
為
早

稻
、

秋
種
冬
熟
為
晩
稻
。
又

一
種
占
稻
、
無
芒
而
粒
大
、
出
占
城
。
其
色
有
白
、
有
斑
、
有
赤
。
湘
山
野
録
云
、
宋
真
宗
…
…
…
。
差
其
稻

能
耐

旱
也
。
稻
之
名
品
甚
多
而
土
俗
所
呼
有
小
早
。

と
あ

っ
て
、
以
下
若
干
の
品
種
を
挙
げ
る
。

(早
)

小
早

大
早

天
降
早

燗
泥
早

半
冬
早

師
姑
早

(禾
)

七
娘
禾

小
白
禾

大
白
禾

小
烏
禾

大
烏
禾

(林
)

公
婆
秣

無
芒
秣

麻
子
林

銀
珠
林

九
里
香

野
猪
愁

弥
珠
繋

早
は

一
年
両
収
用
、
禾
は

一
年

一
収
用
と
思
わ
れ
る
。
府
志
と
記
述
が

一
致
す
る
も

の
は
、
小
早
、
大
早
、
天
降
早
、
燗
泥
早
、
七
娘
禾
、
小

白
禾
、
大
白
禾
、
小
烏
禾
、
野
猪
愁
、
無
芒
秣

真

(称
)
珠
繋
、
麻
子
林
、
公
婆
林
、
銀
珠
秣
で
、
府
志
に
建
陽
産
と
あ
る
も
の
は
す

べ
て
県

志
に
記
載

さ
れ
て
い
る
。
逆
に
県
志

の
、
半
冬
早

(白
)、
師
姑
早
、
九
里
香
、
大
烏
禾
は
府
志
に
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な

い
。

Q
8
、
万
暦

『政
和
県
志
』
巻
三
土
産
誌
、
稲
に
、
品
種
名
を
挙
げ
て
い
る
。

大
早

六
十
日

江
西
早

清
流
早

禾

大
儒

小
儒

Q
9
、
崇
禎

『寿
寧
県
待
誌
』
巻
上
、
物
産
に
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

早
稻

、
有
烏
節
早
、
赤
芒
早
、
及
紅
白
金
成
、
晩
稻
、
色
黒
芒
長
者
日
大
烏
、
黄
色
無
芒
者
日
光
生
。
更

一
種
日
黄
栢
。
薙
紅
者
日
赤
殻
。

　

　

　

　

　

又
有
大
紅
、
名
政
和
紅
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

嬬
米
、
有
紅
嬬
、
白
糀
、
肥
糀
、
真
珠
糀
四
種
。

こ
の
県

も
早
、
晩
、
儒
三
種
で
あ
る
が
早
と
儒
が
多
い
。
な
ぜ
か
晩
稲
に
は
紅
い
米
が
多
く
み
え
る
。

次
は
延
平
府
に

つ
い
て
、



Q
10
、
万
暦

『将
楽
県
志
』
巻

一
輿
地
志
、
物
産
、
穀
之
属
、
稲
に
は
、

有
早
晩

糖
術
、
種
類
甚
多
。
惟
却
蜘
種
来
、
自
占
城
国
。
酢
印
静
種
、
乃
徐
友
敬
、,
自
江
右
伝
至
。
夏
秒
即
熟
、
可
刈
。

Q
11
、
万
暦

『永
安
県
志
』
巻
四
田
賦
誌
、
物
産
、
穀
之
属
に
、

早
稲

金
成

・
針
穀

晩
稲

秣

Q
12
、
万
暦

『大
田
県
志
』
巻
八
輿
地
志
、
物
産
、
殻
之
属
に
、　

　

　

　

　

　

　

　

早
仔

大
稻

粟

麦

秣

董

黍

蕎
麦

油
麻
、
金
城
早

八
日
白

長
芒

Q
13
、
崇
禎

『尤
漢
県
志
』
巻
四
物
産
志
、
穀
之
属
、
稲
に
、

(糀
)
有

杭
・
有
嬬
・
糀
亦
名
秣
・
林
有
題

、
黄
曹

群

諸
種
。
其
穎
大
純
白
、
気
力
足
者
、
謂
之
湊

仲
。
興
文
所
産
為
最
、
省
会
醸

酒

、

倶

資

於

此

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(早
)
杭
則
有
安
南
早
、
江
西
早
、
六
十
日
早
、
宜
初
春
種
。

　

　

　

　

　

　

(白
)
白
相

・
白
占

・
東
穏
之
類
、
宜
秋
夏
種
。

又

一
種
、
附
春
稻
種
而
与
秋
同
熟
、
謂
之
寄
種
、
亦
秋
属
而
気
味
差
減
。

其
収
穫
有
大
冬
、
二
収
。
深
山
気
寒
、
春
尽
種
而
冬
熟
者
謂
之
大
冬
。
平
原
地
媛
、
春
初
種
而
秋
熟
、
秋
再
種
而
冬
再
熟
者
謂
之
二
収
。
邑

在
深
山
多
寒
、
稻
属
之
二
収
者
少
　
。

福
建
の
内

陸
部
、
延
平
府
で
も
、
水
稲

の

一
年
両
収
は
あ

っ
た
よ
う
で
、
当
地
の
早
稲
は
そ
の
た
め
の
も
の
だ
と
い
う
。
た
だ
し
、
実
際
に
は

右
文
末
に
言
う
ご
と
く
、
両
収
は
少
な
い
と

い
う
。
こ
の
尤
漢
県
で
は
酒
醸
用
の
儒
米
の
良
質
な
品
種
が
尚
ば
れ
て
い
る
。

福
州
府
と
泉
州
府
と

の
中
間
、
興
化
府
に
つ
い
て
、

Q
14
、
万
暦

『興
化
府
志
』
巻

一
輿
地
志
、
物
産
、
五
穀
、
稲
に
、

　

　

　

　

稻
有

一
歳
両
収
者
、
春
種
夏
熟
日
早
穀
、
既
穫
再
挿
、
至
十
月
方
熟
日
樵
。
又
有

一
種
謂
之
占
城
、
無
芒
而
粒
細
、

俗
呼
為
占
穀
。
呉
都
賦

国
税
再
熟
之
稻
、
閾
亦
有
之
、
第
輸
税
。
蓋
蔵
比
呉
中
、
百
不
及

一
。

儒
、
字
林
云
粘
稻
也
。
閾
中
記
云
、
閏
人
供
醸
之
余
、
歳
時
儒
粉
為
欄
綜
樵
梗
之
属
。



早
穀
、
占
城
の
紹
介
の
他
、
早
稲
と
晩
稲
の
組
合
せ
で

一
年
両
収
稲
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

次
に
、
福
建
で
稲
の
品
種
に

つ
い
て
最
も
詳
し
い
泉
州
府
に
つ
い
て
、

Q
15
、
万
暦

『泉
州
府
志
』
巻
三
輿
地
志
下
、
物
産
、
稲
之
属
に
、
各
品
種
の
性
質
を
説
明
す
る
。

早
稲

(有
赤
白
二
種
。
晋
江
春
種
夏
収
、
南
安
等
県
梢
邊
、
徳
化
有
早
仔
、
師
姑
早
。
)

晩
稻

(有
紅
白
二
種
。
秋
種
冬
収
、
七
邑
倶
有
。
)

大
冬

(春
種
冬
熟
、
有
赤
白
二
種
。
粒
大
殻
厚
、
気
完
。
七
邑
倶
有
。
)

寄
種

(与
早
稻
同
下
種
、
早
稻
刈
後
、
更
発
苗
、
至
十
月
結
実
、
有
芒
米
赤
色
。
又

一
種
無
芒
。
晋

・
南

・
同

・
恵

出
。
)

青
晩

(壊
田
多
種
之
。
其
種
与
収
倶
邊
於
早
稻

一
月
、
米
色
赤
。
晋

・
南

・
同

・
恵
出
。
)

占
城
稻

(耐
旱
、
其
色
有
白
、
有
斑
、
有
赤
。
自
種
至
熟
、
僅
五
十
余
日
、
洞
燥
之
地
、
多
種
之
。
七
邑
倶
有
。
)

雷
稻

(種
出
猿
蛮
。
必
深
山
肥
澗
之
処
、
伐
木
焚
之
、
以
益
其
肥
。
不
二
三
年
、
地
方
耗
薄
、
又
易
他
処
。
山
県
倶
有

。
晋
江
惟
四
十
都
七
以

後
有
之
。
)

　

　

　

白
香

(春
種
秋
熟
、
有
芒
、
殻
黄
、
米
白
、
味
香
。
又

一
種
無
芒
更
美
、
名
過
山
香
。
晋
江

・
南
安

・
永
春
出
。
)

降
来

(夏
種
秋
熟
、
有
芒
差
短
、
殻
米
倶
赤
。
南
安

・
同
安
出
。
)

大
尖

(春
種
秋
熟
、
殻
赤
無
芒
、
与
早
赤
大
同
小
異
。
又
有
小
尖
、
比
大
尖
差
小
、
倶
南
安
出
。
)

中
灌

(五
月
種
十
月
収
、
殻
赤
米
白
、
南
安
出
。
)

新
留

(春
種
。
同
安
出
。
)

河
南
早

(春
種
夏
収
、
南
安
出
。
又
有
河
南
、
秋
種
、
同
安
出
。
)

白
柳

(秋
種
、
晋
江

・
南
安

・
同
安
出
。
)

烏
芒

(漬
種
甲
微
、
折
投
土
中
、
乃
発
芽
抽
苗
、
与
赤
晩
同
熟
。
歯
地
之
尤
鹸
者
宜
此
。
恵
安
出
。
)

林
鳳

蕾
香

一
秋
紅

紅
芒

天
上
落

(已
上
永
春
出
)

八
月
白

蘇
州
紅

烏
稻

金
城
早

栗
殻

尤
漢

早

(已
上
徳
化
出
。
)

已
上
杭
稻

早
秣

(春
種
夏
収
、
晋
江
、
安
漢
出
。
)



晩
秣

(秋
種
冬
収
、
晋
江
出
)

大
冬
秣

(春
種
冬
収
、
或
白
或
赤
、
七
邑
倶
有
、
山
県
多
。
)

　

　

　

赤
募
秣

(春
種
冬
熟
、
勢
穂
赤
色
、
米
白
、
即
藷
枝
秣
、
南
安

・
同
安

・
徳
化
出
。
)

牛
頭
秣

(春
種
秋
熟
、

一
名
好
殻
、
而
清
香
。
南
安
、
出
。
)

白
髪
林

(即
赤
六
、
南
安
出
。
)

白
占
秣

(同
安
出
)

花
眉
秣

(同
安
出
)

虎
皮
秣

(
同
安

・
永
春

・
徳
化
出
。
)

過
山
香
秣

(
同
安
出
。
)

龍
牙
秣

(永
春
出
)

班

占
秣

(永
春
出
)

已
上
儒
稻
。

泉
州
府
属

の
各
県
方
志
を
み
る
と
、

Q
16
、
嘉
靖

『徳
化
県
志
』
巻
二
物
産
、
稲
に
は
、

杭
之
属

早
仔

長
芒

八
月
白

蘇
州
紅

鳥
稻

金
城
早

師
姑
早

田
大
熟

占
稻

赤
米
仔

栗
殻

尤
漢

早

糀
之
属

赤
秣

無
芒
林

白

秣

虎
皮
秣

銀
殊
秣

若
干
の
差
違
が
あ
る
よ
う
だ
。
や
は
り
泉
州
府
安
漢
県
に
つ
い
て
、

Q
17
、
嘉
靖

『安
漢
県
志
』
巻

一
地
輿
類
、
土
産
、
穀
類
は
、

稲
、
有
梗
有
儒
。
梗
食
米
也
。
儒
酒
米
也
。
有

一
年

一
牧
者
。
有

一
年
両
牧
者
。

一
牧
者
、
謂
之
大
冬
稲
、
其
米
粒
大
。
両
牧
者
、
春
種
夏

熟
為
早
稲
、
秋
種
冬
熟
為
晩
種
。
又

一
種
占
稲
、
無
芒
而
粒
大
、
出
自
占
城
。
其
色
有
白
、
有
班
、
有
赤
。
湘
山
野
録
云
…
…

と
あ
り
、
以
下
品
種
名
を
挙
げ
る
。

白
香

白
占

青
占

早
赤

烏
秣

雷
稲

右
の
最
後

の
雷
稲
に

つ
い
て
は
、
「亦
能
耐
旱
、
地
肥
則
長
、
不

一
二
年
又
易
他
処
。
非
農
家
所
能
也
」
と
す
る
。
特

異
な
耐
鹸
用
稲

の
あ
る

恵
安
県
で
は
、

Q
18
、
嘉
靖

『恵
安
県
志
』
巻
五
物
産
、
穀
属
に
は
、

稲
之
品
、
先
後
邊
速
、
大
率
繋
於
地
気
依
山
、
山
高
気
深
、
寒
常
多
。
暮
春
漬
苗
生
、
甚
邊
、
至
冬
乃
熟
、
謂
之
大
冬
。
分
赤
白

二
種
。
白



中
亦
有
杭
有
糀
。
穎
大
殻
厚
、
味
香
。
気
力
完
足
、
難

一
種
而
牧
入
兼
二
季
所
有
者
。
平
原
之
地
媛
常
多
、
驚
蟄
後
、
即
漬
種
、
至
秋
初
而

　

　

　

熟
、
謂
之
早
稲
。
又
翻
治
其
田
、
種
冬
稲
。
種
類
頗
同
大
冬
而
気
力
差
減
。
冬
稲
皆
赤
杭
米
。

　

　

ヘ

ヘ

ヘ

へ

　

　

　

青
晩
、
耐
風
与
水
旱
、
亦
能
勝
歯
気
、
壊
田
多
種
之
。
其
種
与
牧
、
倶
逞
早
稲

一
月
。
又
有
烏
芒
稲
、
種
漬
甲
徴
折
投
土
中
、
乃
発
芽
抽
苗
、

　

　

与
青
晩
同
熟
、
歯
地
之
尤
戯
者
宜
之
。
穀
粗
厚
、
味
酸
渋
不
香
。

　

　

　

　

占
城
稲
、
耐
旱
。
瀕
海
、
春
多
雨
、
至
夏
常
旱
、
此
穀
自
種
至
牧
、
僅
五
十
日
。
備
旱
之
地
、
多
種
之
。
亦
有
白

赤
二
種
。

禽
稲

、
種
出
僚
蟹
、
必
深
山
肥
潤
処
、
伐
木
焚
之
、
以
益
其
肥
。
不
二
三
年
、
地
力
耗
薄
、
又
易
他
処
。
近
潭
州
人
、
有
業
是
者
、
常
来
賃

山
種
之
。

こ
こ
に
は

一
年

一
牧
用
の
大
冬
種
と
し
て
赤
杭
米
、
風

・
水

・
旱
及
び
歯

(
ア
ル
カ
リ
土
壌
)
に
強
い
青
晩
、
及
び
そ
れ
と
同
時
に
種
え
、
よ

り
鹸
気
の
強
い
土
に
種
え
る
烏
芒
稲
、
赤
白
二
種

の
占
城
稲
、
そ
れ
と
焼
畑
農
業
的
な
奮
稲
が
品
種
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
雷
稲
は
山
地
開
拓

用
で
も
あ

ろ
う
。

Q
19
、
嘉
靖

『永
春
県
志
』
巻

一
輿
地
志
、
物
産
、
穀
、
稲
に
、

梗
嬬
名
品
、
皆
甚
多
。
所
呼
亦
随
地
。
在
永
春
、

マ
マ
　な
ウ
　
　

　

(
杭

)
儒

有

林

鳳

・
白

香

・
蓄

香

・

一
秋

紅

.

紅

芒

・
白

梗

・
天

上

落

・
占

穀

。

　

　

(儒
)糀
有
龍
牙
、
虎
皮

・
斑
占

・
長
芒
。

要

不
能
尽
書
。
皆
歳

一
熟
。
其
米
皆
有
紅
白
芒
梗
米
。
林
鳳

・
白
香
、
其
最
嘉
者
、
歳
二
熟
者
。
春
日
早
穀
、

六
月
牧
。
晩
日
早
藁
、
十

月
牧
。
其
米
皆
赤
。
本
地
種
之
少
。
按
二
熟
之
穀
、
較
之

一
熟
、
所
獲
亦
相
等
。
但
二
熟
之
穀
、
少
伯
充
旱
、
故
種
之
広
。
宋
馬
益
詩
云
、

両
熟
潮
田
世
独
無
、
蓋
謂
是
也
。
永
春
水
田
灌
概
少
荒
旱
之
憂
、
故
所
種
皆

一
熟
占
穀
、
来
自
占
城
、
有
白
斑
赤
三
種
。
湘
山
野
録
云
。

…

…
。
愚
按
占
城
之
穀
、
不
独
耐
旱
、
其
熟
必
在
五
月
、
比
諸
穀
先
之
故
。
有

一
種
、
日
安
南
早
、
又
有

一
種
、
日
哺
稜
口
、
自
占
城
種

之
旱
地
。

一
年
再

熟
、
両
牧
と
言

っ
て
も
そ
の
牧
穫
量
は

一
牧
と
同
じ
で
あ
り
、
再
熟
を
行
う

の
は
充
旱
対
策
だ
と

い
い
、
占
城
稲
導
入
も
そ
う
だ
と

い

う
。
た
だ

し
、
占
城
稲
は
耐
旱
の
み
な
ら
ず
、
や
は
り
早
く
牧
穫
で
き
る
こ
と
が
メ
リ

ッ
ト
だ
と

い
う
。

次
に
潭

州
府
に
移
る
と
、



Q
20
、
嘉
靖

『龍
漢
県
志
』
巻

一
地
理
、
物
産
、
穀
之
属
に
は
、

稲
品
、
先
後
邊
速
、
大
率
繋
於
地
気
依
山
、
山
高
気
深
、
寒
常
多
。
於
春
夏
之
交
下
種
、
至
秋
未
熟
、
謂
之
大
冬
。
有
赤
白
二
種
。
白
者
有

　

　

　

杭
有
嬬
。
穎
大
殻
厚
、
味
香
。
気
力
完
足
、
錐

一
種
而
牧
入
、
兼
二
季
所
有
。
平
原
之
地
、
媛
常
多
、
驚
蟄
後
種
、
至
夏
未
熟
。
有
安
南
早
、

　

　

　

　

　

　

　

江
西
早
。
安
南
最
易
、
江
西
梢
邊
、
通
謂
之
早
稲
、
又
翻
治
其
田
、
種
冬
稲
。
早
稲
種
類
頗
同
大
冬
而
気
力
差
減
。
冬
稲
赤
杭
為
多
。
又
有

　

　

　

　

白
柳

・
斑
鮎
二
種
尤
佳
。

こ
の
文
は
先
掲
の
嘉
靖
恵
安
県
志
の
物
産

の
文
章
と
殆
ど
同
じ
で
あ
る
。

一
年

一
牧
、
大
冬
種

の
赤
杭
は
同
種
で
あ
る
。
早
稲
の
安
南
早
、
江

西
早
、
冬
稲

の
自
柳

・
斑
鮎
は
恵
安
志
に
見
え
な
か

っ
た
記
述
で
あ
る
。

Q
21
、
万
暦

『帰
化
県
志
』
巻

一
輿
地
志
、
土
産
、
穀
之
属
に
は
、

京
成

(米
色
白
、
七
月
熟
)

冬
京
成

(米
色
白
、
十
月
熟
)

重
陽
紅

(九
月
熟
)

稲

(有
赤
白
二
種
、
九
月
熟
)

嬬

(色
白
、
九
月
熟
)

あ
ま
り
、
品
種

の
数
を
挙
げ
な

い
。
ま
た
、
崇
禎

『汀
州
府
誌
』
巻
四
風
土
誌
。
土
産
に
も
、

一
年
両
熟
、
両
牧

の
記
事
は
あ

っ
て
も
、
品
種

の
こ
と
に
は
詳
し
く
な

い
。

⑳
両
広

〔広
東
、
広
西
〕

ま
ず
、
珠
江
デ
ル
タ
の
広
州
府
に

つ
い
て
み
る
と
、
万
暦

『順
徳
県
志
』
巻

一
地
理
志
、
物
産
に
、

不
能
異
於
他
邑
、
猶
録
之
備
覧
観
焉
。
穀
、
多
稲
、
多
鮎
、
有
儒
。
鮎
、
儒
皆
稲
也
。
其
名
甚
繁
。

と
あ
る
の
み

で
品
種
名
を
示
さ
な
い
。
万
暦

『新
会
県
志
』
巻
二
物
産
も
穀
に

「多
鮎
品
、
多
稲
品
、
多
儒
品
」
と

い
う

の
み
で
あ
る
。

R
1
、
嘉
靖

『香
山
県
志
』
巻
二
民
物
志
、
食
貨
、
穀
品
、
稲
に
、

　

　

ヘ

へ

稲
有
三
種
。
鈷
之
類
日
、
占
城
稲

・
拗
梨

・
望
斉
砧

・
交
趾
鮎

・
赤
鮎

・
自
鮎

・
黄
鮎

・
大
鮎

・
花
鮎

・
戯
勧
、
逞
軸
。

嬬
之
類
日
、
大
儒

・
湖
広
嬬

・
陳
妹
嬬
.
新
婦
嬬

・
烏
編

杭
之
類

日
、
徐
杭
、
赤
杭

又
有
香
稲
、
名
早
蓮
者
、
倍
人
刀
耕
火
種
、
味
尤
香
美
、
惟
横
琴
有
之
。



砧
H
杣
11
占
、
儒
、
杭
に
わ
た

っ
て
品
種
を
挙
げ
る
。

R
2
、
屈

大
均

『広
東
新
語
』
巻
二
、
地
語
、
沙
田
に
、

広
州

辺
海
諸
県
、
皆
有
沙
田
、
順
徳
、
新
会
、
香
山
尤
多
。
農
以
二
月
下
旬
、
借
出
沙
田
上
結
敬
、
敬
各
有
培
柵

二
重
以
為
固
。
其
田
高
者

牛
梨

。
低
者
以
人
秩
蒔
、
至
五
月
而
畢
、
名
日
田
丁
、
始
相
率
還
家
。
其
傭
自
二
月
至
五
月
謂
之

一
春
。
毎

一
人

一
春
、
主
者
以
穀
償
其
値
。

　

　

　

　

　

　

　

…
…
其
田
皆

一
熟
、
或
種
秋
分
、
或
白
露
、
或
霜
降
、
必
兼
種
之
。
使
自
八
月
至
十
月
、
月
月
有
牧
。
其
牧
八
九
月
熟
者
、
日
小
禾
、
秋

　

　

　

　

　

　

　

　

　

分

・
白
露
、
霜
降
等
種
是
也
。
以
十
月
熟
者
、
日
大
禾
、
赤
枯
是
也
。
沙
田
鹸
歯
之
地
、
多
種
赤
枯
、
粒
大
而
色
紅
黒
、
味
不
大
美
、
亦
名

　

　

　

　

　

大
枯
、
皆
交
趾
種
也
。
其
黄
枯
、
花
枯
、
惟
内
地
膏
腺
者
多
種
。

珠
江
ク
リ

ー
ク
、
デ
ル
タ
の
沙
田
に
は
八
九
月
熟
の
小
禾
種
の
秋
分

・
白
露

・
霜
降
が
あ
り
、
十
月
熟
の
大
禾
、
赤
枯
と
い
う
品
種
が
あ
る
。
内

地
に
は
黄
枯
、
花
枯
と
い
う
品
種
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
交
阯

・
占
城
稲
と
い
う
。

珠
江
デ

ル
タ
東
方
で
は
、
嘉
靖

『恵
州
府
志
』
巻
七
下
、
賦
役
志
下
、
物
産
附
に
は
、

五
穀

多
鮎

多
嬬

多
嬬

一一顯
瀦
紗

有
寂

有
麦

有
黍

有
稜

と
あ
り
、
鮎

(占

・
杣
)、
硬

(
梗
)
、
嬬

(儒
)
の
稲
の
種
類
だ
け
を
示
し
て
い
る
。

潮
州
府
潮
陽
県
の
隆
慶

『潮
陽
県
志
』
巻
七
、
民
賦
、
物
産
志
、
穀
属
も
、

稲
…
…
秣
有
早
秣
、
鮎
、
烏
秣
等
類
。

と
あ
る

の
み
で
、
品
種
名
を
挙
げ
て
い
な
い
。

R
3
、
詔
州
府
仁
化
県
で
は
、
嘉
靖

『仁
化
県
志
』
巻
二
土
産
、
穀
類
に
、

諒
旧
有
陸
拾
日
熟
者
。

エ
　
　
カ　
　
ロ
が
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

粘

有

雲
南
粘

捌
月
粘

鼠
牙
粘

数
種
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

儒

有

蕪
糀

重
陽
糟

烏
髪
儒

羊
膏
儒

数
種
。

と
あ
り
、
粘

(占

・
杣
)
の
雲
南
占
、
八
月
占
、
鼠
牙
占
は
広
東
、
福
建

・
湖
広
に
広
く
み
ら
れ
る
種

で
あ
り
、
儒
の
烏
髪
、
羊
膏

(
羊
脂
)
は

長
江
下
流

デ
ル
タ
の
代
表
的
名
柄
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
広
東
北
部
湖
広

(
湖
南
)
や
江
西
と
の
交
通
の
要
衝

の
地
で
あ
る
詔
州
地
方
の

地
域
性
を

示
し
て
い
る
。



な
お
、
同
詔
州
府
翁
源
県
の
嘉
靖

『翁
源
県
志
』
物
産
、
穀
部
は

「梗

儒

粘
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

R
4
、
廉
州
府
の
欽
州
で
は
、
嘉
靖

『欽
州
志
』
巻
二
食
貨
、
物
産
、
穀
属
に
、

毛
禾

(正
月
種
五
月
熟
。
只
用
点
工
。
有
光
毛
二
種
。
宜
灰
糞
。
)

六
禾

(三
月
種
六
月
熟
。
有
紅
白
二
種
、
宜

膜
田
。
)
白
禾

膀
稔

(倶
三

月
種
七
月
熟
、
米
白
、
宜
腺
田
。
)

八
月
粒

(四
月
種

八
月
熟
、
米
白
而
香
。
)

披
禾

(
四
月
種
九
月
熟
。
種
子
不
浸
、
宜
肥

披
。
)

烏
独
粒

(皮
穎
尖
而
黒
。
)

又
粘

(米
細
而
紅
)
油
粒

(
米
円
而
潤
沢
。
倶
四
月
種
十
月
熟
)

奮
禾

(
五
月
斬
山
木
、
種
子
高

嶺
。
十
月
熟
。
次
年
、
移
植
他
処
。
)
赤
禾

(
五
月
種
十
月
熟
。
米
赤
)

赤
陽
嬬

(有
紅
白
二
種
、
紅
者
可
造
酒
)

羊
眼
儒

(倶
四
月
種
七
月
熟
)

蝦
類
糀

貝
儒

馬
蜆
濡

(有
紅
白

二
種
、
倶
宜
中
田
)

晩
秩
嬬

白
殻
儒

紅
類
編

斑
鳩
儒

花
殻
濡

壼
儒

老
鴉
糀

(類
殻
倶
黒
、
米
白
)

母
狗
濡

(讃
殻
黄
、
米
粗
)

馬
漿
儒

広

儒

(倶

五
月
種
十
月
熟
)

儒
が
割
合

に
多
く
、
馬
漿
嬬
等
は
長
江
デ
ル
タ
の
濡
種
に

一
致
す
る
。

R
5
、
万
暦

『雷
州
府
志
』
巻
四
地
里
志
二
、
土
産
、
穀
、
稲
之
種

に
、

早
稲

(
二
月
種
六
月
熟
)

早
鮎

(熟
種
与
早
稲
同
、
而
米
最
白
。
種
自
霊
山
県
来
)

六
十
日

(種
六
十
日
而
熟
)

香
杭

(粒
小
性
柔
而
味
香
)

梗
稲

古
杭

(性
柔
次
秣
)

珍
珠
稲

(米
梢
円
而
色
潔
)

鮎
稲

(小
鮎
者
米
最
佳
、
赤
白
二
種
)

光
芒
稲

(
一
年

一
熟
)

長
芒
稲

(
一
年

一
熟
)

紅
芒
稲

烏
芒
稲

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

秣
稲

(性
軟
有
数
種
。
雷
公
秣

虎
林

狗
神
林

牛
豆
秣

番
秣
)

百
際
稲

(披
田
種
)

黄
楊
稲

(米
極
潤
白
)

茜
稲

(
二
月
種
十
月
熟
、
遅
於
諸
稲
)



界
稲

(十

一
月
種
、
至
次
年
四
月
熟
、
界
在
両
年
、
故
名
、
出
徐
聞
。
)

山
旱

(破
山
種
)。

極
め
て
特
殊
な
、
二
月
種
十
月
熟
と
い
っ
た
長
期
の
茜
稲
や
十

一
月
か
ら
次
年
四
月
と

い
っ
た
裏
作

の
界
稲
な
ど
中
国
南
端

の
地
ら
し
い
品
種

が
み
え
る
。
そ
の
名
品
種

の
例
え
ば
秣
稲
名
称
な
ど
も

ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

R
6
、
海
南
島
の
万
暦

『憺
州
志
』
第

一
冊
天
集
、
地
理
志
、
土
産
、
稲
は
杭
稲
、
儒
稲
に
分
け
、

杭

赤

粘

烏
斉

百
線

香
禾

珍
珠
禾

白
肉

赤
髪

山
禾

(
黎
人
伐
山
種
之
、
日
刀
耕
火
種
。
早
割
藝
之

、
三
月
即
熟

)

厳
歯

偶
穫

数
種
。

糀

黄

纏

貝
子

黒
儒

早
割

交
阯

五
月
光
頭
、
数
種
。

こ
こ
も
名
称
に
は
地
方
的
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

R
7
、
現

州
府
の
正
徳

『項
皇
志
』
巻
八
、
土
産
上
、
穀
之
属
は

「稲

杭
糀
二
種
。
杭
為
飯
米
。
嬬
為
酒
米
」
と
し
、
そ
の
品
の
著
な
る
者
を

杭
九
種
、

嬬
九
種
示
し
て
い
る
。

杭

百
箭

香
杭

烏
芒

珍
珠

鼠
牙

東
海

早
禾

山
禾

(択
久
荒
山
種
之
。
有
数
種
、
香
者
味
佳
、
黎
洞
則
火
伐
老
樹
、
挑
種
、
謂

之
刀
耕
火
種
。
)

占
稲

(有
数
種
、
性
耐
水
、
択
高
田
、
五
六
月
種
、
七
八
月
牧
。
有
播
種
六
十
日
熟
者
、
謂
之

六
十
日
。
)

儒

黄
鰹

黄
鶏

烏
鴉

光
頭

九
里
香

小
猪
班

狗
蝿

蝦
讃

赤
米

(出
崖
)

海
南
島

は
安
南
ベ
ト
ナ
ム
に
近
く
、
少
数
民
族
の
黎
人
達
が
行
う
刀
耕
火
種
と
い
っ
た
、
焼
畑
農
法
的
な
稲
作
も
行
わ
れ
て
い
た
。
な
お
、
先

の
憺
州
志

と
共
通
す
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
み
え
る
早
禾
、
山
禾
は
み
な
い
わ
ゆ
る
占

・
稲
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
の
起
源
は
い

つ
か
な
ど

は
、
古
そ
う
で
あ
る
が
、
は

っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な

い
。

次
に
広

西
地
方
に
つ
い
て
若
干

の
事
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

S
1
、
万

暦

『南
寧
府
志
』
巻
三
田
賦
志
、
土
産
、
穀
品
、
稲
に
杭

・
粘

・
儒
三
種
あ
り
と
し
、
品
種
は
、

杭

毛

梗

六
月
梗

八
月
梗

粘

白
粘

紅
粘

早
粘

厳
牙
粘

長
腰
粘

六
月
粘

(即
宋
真
宗
大
中
祥
符
中
、
遣
使
至
占
城
国
取
種
、
分
布
江
准
諸
処
。
其
不
言
粘
者

中
土
之
種
也
。
)



嬬

紅

・
白

・
黄
皮

・
黒
皮
諸
種
。
早
糀

奮
香
嬬

黄
髪
紅
編

黒
類
編

六
月
儒

光
糀

毛
嬬

狗
眼
嬬

赤
陽
儒

黄
脳
嬬

班
嬬

鶉
鳩
儒

銀
綜
儒

泥
糀

魚
包
儒

飯
儒

香
儒

杭

・
梗
が
少
な
く
、
粘

・
杣
が
多

い
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
嬬
が
多

い
の
は
、
こ
れ
が
珍
重
さ
れ
て
い
る
少
数
民
族
の
影
響
が
あ
る
の
か
も
知

れ
な

い
。
長
江
デ
ル
タ
の
品
種
名
と
全
く

一
致
し
な
い
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

S
2
、
万
暦

『贋
州
志
』
巻
四
賦
役
志
、
土
産
、
穀
之
品
に
は
、

多
鈷

(
日
)
黄

・
白

・
早

・
晩

・
鼠
牙

・
鶴
鵡
翠

・
班

多
梗

(
日
)
赤

・
白

・
長
毛

多
儒

(
日
)
白

・
黄

・
紅

・
光

・
烏
類

・
早

糀

の
烏
類

、
即
ち
烏
類
儒
種
は
長
江
デ
ル
タ
に
よ
く
知
ら
れ
た
品
種
で
あ
る
。

広
西
で
は
他
に
、
崇
禎

『梧
州
府
志
』
巻
二
物
産
、
穀
之
属
に

「有
稲
、
粘
儒
梗
」
と
あ
る
が
品
種
名
を
挙
げ
て
い
な
い
。

結

語

以
上
、
明
代
地
方
志
を
中
心
と
し
て
、
十
六

・
七
世
紀
中
国
に
お
け
る
稲

の
品
種
を
地
域
的
に
み
て
き
た
が
、
ω
1
圃
の
地
域
ご
と
に
そ
の
特

色

や
性
格
を
ま
と
め
、
結
論
を
出
し
た
い
。

0り
長
江
下
流
デ

ル
タ

こ
の
地
域
は
明
清
期
に
北
京
上
供
の
白
糧
梗
米
の
主
要
産
地
で
あ

っ
た
た
め
に
梗
米
が

つ
く
ら
れ
た

。
そ
の
品
種
は
杭

.

儒
と
も
に
宋
元
以
来
の
伝
統
種
が
比
較
的
に
重
視
さ
れ
て
栽
培
さ
れ
た
が
、
湖
州
の
三
穂
千
ほ
か
、
新
種
の
登
場
も
数
多
く

あ
っ
た
。
宋
元
以
来

の
も
の
も
、
確
か
に
陶
汰
さ
れ
て
姿
を
消
し
た
種

(例
え
ば

『琴
川
志
』

の
九
節
稲
や

『玉
峰
志
』

の
半
夏
稲

・
榜
程
稲
な
ど
)
も
あ

っ
た
が
、

明
清
期
に
新
た
に
名
称
を
附
せ
ら
れ
た
も
の
も
数
多

い
。
ま
た
、
こ
の
地
域
で
も
、
常
州
府
や
鎮
江
府
に
は
杣
、
占
城
稲
種

が
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
、

そ
れ
は
長
江
水
運
に
よ

っ
て
江
西
方
面
か
ら
伝
来
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
地
域
は
中
国
水
稲
区
で
は
、
唯

一
の
梗
米
優

勢
地
区
で
あ

る
。
た
だ
し
、
地
域

の
稲
の
品
種
を
も
う
少
し
詳
し
く
み
れ
ば
、
蘇
州

・
松
江

・
嘉
興

・
湖
州

の
品
種
の
同

一
、

一
体
性
が
強
い
の

に
対
し
、
北
部
の
常
州

・
鎮
江

・
応
天
、
南
部
の
杭
州

・
紹
興

・
寧
波
は
、
や
や
差
違
が
で
て
く
る
。
そ
の
際
、
嬬
米
は
、
比
較
的
品
種
名
称
が

一
致
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
れ
が
酒
米
用
と
し
て
醸
造
業

の
原
料
と
し
て
取
り
引
き
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
糖
の
品



種
名
が
共

通
性
を
持

つ
の
は
全
国
的
傾
向
で
も
あ
る
。
ま
た
、
南
部
の
紹
興
、
寧
波
地
区
に
は
杣
、
占
城
稲
の
品
種
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
ω
の
地
方

の
地
方
志
物
産
が
稲
の
種
類
や
品
種
を
具
体
的
に
載
せ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
、
稲
が

杭
で
あ
れ

、
儒
で
あ
れ
、
商
品
作
物
で
あ
る
と

い
う
性
格
か
ら
品
種
の
識
別
区
別
が
重
視
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
粒
が
大
き

い
、
甘

い
、
香
が

良
い
、
白

い
な
ど
と

い
う
稲
米
の
性
格
が
重
視
さ
れ
た
宋
以
後

の
伝
統
は
よ
り
拡
大
さ
れ
、
強
化
さ
れ
た
も
の
と
み
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

佃
　

デ
ル
タ
周
辺

宋
元
の
両
淮
、
江
東
路
で
、
杣
が
多
く
栽
培
さ
れ
た
地
区
で
、
明
代
は
そ
の
傾
向
が

一
層
強
ま

っ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、

杣
や
儒
を
中
心
と
し
て
、
下
流
デ
ル
タ
の
品
種
名
と

一
致
す
る
も
の
も
多
く
あ
る
。
し
か
し
、
地
方
志
物
産
に
品
種
名

が
示
さ
れ
て
い
な

い
も
の

も
多
く
、
稲
作

の
商
品
生
産
化
は
今

一
つ
と
言
う

べ
き
な
の
か
も
知
れ
な

い
。
な
お
、
こ
の
地
区
は
十
八
世
紀
以
降
、
再
び
米
作

の
中
心
と
な
る

こ
と
は
注

目
し
て
よ

い
。

⑪

江
西

南
宋
以
降
、
杣
が
多
く
栽
培
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
明
清
期
で
も
そ
の
傾
向
は

一
段
と
強
ま

っ
た
。
ま
た
、
早
稲
種
の
栽
培
も

多

い
。

⑳

湖
広

は
江
西
と
よ
く
似
た
事
情
に
あ
る
が
、
当
地
の
明
代
稲
作
は
江
西
の
影
響
下
に
あ

っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
嬬
に

は
長
江
下
流

の
影
響
が
あ
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。

佃

四
川

・
雲
南

・
貴
州
は
地
方
志
文
献
が
数
少
な
く
、
は

っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
も
早
稲
、
杣

が
多
く
、
ま
た
儒
米

の

栽
培
も
盛

ん
で
あ

っ
た
が
そ
の
品
種
名
は
独
自
な
も
の
が
多

い
。

㈹

東
南
海
岸
は
、
や
は
り
早
稲
、
杣
が
多

い
と
こ
ろ
で
、
中
に
は
長
江
デ
ル
タ
と
の
関
係
を
示
す
品
種
名
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
江
蘇

・
江
西

そ
の
他
の
地
名
を
冠
し
た
も
の
も
み
ら
れ
る
。
浙
江

南
部
か
ら
福
建
に
か
け
て
は
、
次
の
両
広
地
区
と
と
も
に
早
稲
を

二
回
く
り
返
し
て
、

一
年

両
熟

・
両
収
す
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
山
岳
地
帯
で
焼
畑
農
法
に
よ
る
も
の
も
あ

っ
た
。
福
州
府
、
泉
州
府
を
除
く
と

、
あ
ま
り
品
種

の
数
が
多

く
な
い
。

㎝

両
広

こ
こ
も
史
料
文
献

の
少
な

い
地
区
で
あ
る
が
、
東
南
海
岸
同
様
に
、

一
年
二
期
作
地
区
で
あ
る
。
た
だ
し
、
⑳
地
区
も
そ
う
で
あ

っ

た
が
必
ず
し
も
農
民
は

一
年
二
期
作
を
選
ん
だ
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
旱
災
や
風
水
害
に
対
す
る
対
策
的
発
想
で
栽
培

さ
れ
た
と
考
え
た
方
が
よ

い
か
も
知
れ
な

い
。



註

(
1
)

加
藤
繁

「支
那
に
於
け
る
占
城
稲
栽
培

の
発
達
に
就

い
て
」

(
一
九
三
九
年

)、
「
支
那
に
於
け
る
稲
作
特
に
そ
の
品
種

の
発
達

に
つ
い
て
」

(遺
稿
、

一
九

四
八
年
)

(
後
、
同
氏
著

『支
那
経
済
史
考
証
』

下
巻
、
東
洋
文
庫
、

一
九

五
三
年
。
所
収
)

(
2
)

周
藤
吉
之

「
南
宋
稲
作

の
地
域
性
」

(
一
九
六
〇
年

『史
学
雑
誌
』

七
〇
の
六
)
、
「
南
宋

に
於
け
る
稲

の
種
類
と
品
種

の
地
域
性
」

(
一
九
六

一
年

)
(以
上
、
同
氏

著

『宋
代
経
済
史
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九

六
二
年
。
所
収
。
)

(
3
)

天
野
元
之
助

「
陳
勇

の

『農
書
』

と
水
稲
作
技
術

の
展
開
」
『東
方
学
報
』
京
都
第
十
九

冊
、
二
十

一
冊
、

一
九

五
〇

・
五
二
年
。

(
4
)

古
代

・
漢
代
以
降

の
中
国
稲
作
の
歴
史

に
つ
い
て
は
前
記

三
氏
以
外
に
岡
崎
文
夫

「
支
那
古
代

の
稲
米
稲
作
考
」

『小
川
博
士
還
暦
記
念

・
史
学
地
理
学
論
叢
』

一

九

三
〇
年
、
西
山
武

一

「
中
国
に
お
け
る
水
稲
農
業

の
発
達
」
『農
業
綜
合
研
究
』
三
の

一
、

一
九
四
九
年
、
西
嶋
定
生

「
火
耕
水
褥
に

つ
い
て
」

『和
田
博
士
還
暦
記

念

東
洋
史
論
叢
』

一
九
五

一
年
、
天
野
元
之
助

「
『火
耕
水
褥
』

の
辮
-

中
国
古
代
江
南
水
稲
作
技
術
考
」

『史
学
雑
誌
』

六

一
の
四
、

一
九

五
二
年
。
斯
波
義
信

「南
宋
米
市
場

の
分
析

」

『東
洋
学
報
』

三
九
巻

三
号
、

一
九
五
六
年
。
華
人
の
研
究

で
は
、
陳
祖
果

『中
国
農
学
遺
産
選
集

稲

上
編
』

一
九
五
八
年
刊
、
及
び

同

「中
国
文
献
上
的
水
稲
栽
培
」

『農
史
研
究
集
刊
』
第

二
冊
、

一
九
六
〇
年
。
等
多
数
あ
る
。

(
5
)

以
下
、
特
に
断
わ
ら
な

い
限
り
加
藤
氏
の
指
摘
は
、
前
掲
、
「支

那
に
於
け
る
稲
作
特
に
そ
の
品
種
の
発
達
に

つ
い
て
」

に
よ
る
。

(6
)

実
は
、
天
野
元
之
助

『中
国
農
業
史
研
究
』
お
茶
の
水
書
房
、

一
九
六

二
年
の
第

一
編
作
物
編
第
三
章

「中
国

の
稲
考
」
及
び
、
第

二
編
栽
培
編
第

一
章

「水
稲
作

技
術

の
展
問
」
も
ま
た
、
加
藤
、
周
藤
両
氏

の
研
究
に
、
特
に
実
際
面
か
ら
新
知
見
を

つ
け
加
え

る
こ
と
が
多

々
あ

っ
た
。
し
か
し
、
明
清
時
代
の
稲

の
品
種
等

は
、

未
だ
地
方
志
等

の
調
査
が
徹
底

し
て
い
な
か

っ
た
た

め
に
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
と
に
、
『欽
定
授
時
通
考
』
等
清
朝
文
献
で
明
代
十

六

・
七
世
紀

の
品

種

の
叙
述
を
す
る
な
ど

の
問
題
点
も
感
ぜ
ら
れ
る
。

(
7
)

こ
の
地
域
区
分
は
、
か
な
り

W

・
G
.

ス
キ

ナ
ー
の

マ
ク

ロ
リ
ジ

ョ
ン

(
大
地
域
)
を

意
識
し
た
も

の
で
あ
る
。
W
.
G
.
S
k
i
n
n
e
r
,
 
P
r
e
s
i
d
e
n
t
i
a
l
 
A
d
d
r
e
s
s
:
 
T
h
e

S
t
r
u
c
t
u
r
e
 
o
f
 
C
h
i
n
e
s
e
 
H
i
s
t
o
r
y
.
 
J
o
u
r
n
a
l
 
o
f
 
A
s
i
a
n
 
S
t
u
d
i
e
s
,
V
o
l
 
X
L
I
V
,
N
o
.
2
,
1
9
8
5

9

但
し
、

四
川
と
雲
南
貴
州
を
分
け
な
か

っ
た
の
は
、
史
料
文
献
の
多
少

に
よ
る
。
ま
た
、
交
通
を
河
川
水
系

の
み
で
考
え
ず
、
山
越
え
陸
路
も
考
え
る
の
で
、
稲

の

地
文
学

の
結
論
は
ス
キ

ナ
ー
氏
の

マ
ク
ロ

・
リ
ジ

ョ
ン
と
必
ず
し
も

一
致
し
な

い
個
所
も
あ
る
。

(
8
)

『
明
史
』
食
貨
志
、
漕
運

の
末
に
、

漕
糧
之
外
、
蘇

・
松

・
常

・
嘉

・
湖
五
府

、
輸
運
内
府
白
熟
梗
儒
米
十
七
万
四
千
余
石
、
内
折
色
八
千
余
石
、
各
府
、
部
槌
梗
米
四
万

四
千
余
石
、
内
折
色
八
千

八
百
余

石
、
令
民
運
。
謂
之
白
糧
船
。
(
漕
運
の
外
、
蘇
州

・
松
江

・
常
州

・
嘉
興

・
湖
州

の
五
府

は
、
内
府
に
白
熟
梗
儒
米
十
七
万
四
千
余

石
、
内
、
折
色
八
千

余
石
、
各
府
、
部
に
槌
梗
米
四
万
四
千
余
石
、
内
、
折
色

八
千
八
百
余

石
を
輸
運
し
、
民
を
し
て
運
ば
し
む
。
之
を
白
糧
船
と
謂
う
。
)

と
あ
る
。



研
究
は
、
戦
前

の
清
水
泰
次

「
明
代
の
漕
運
」
『史
学
雑
誌
』

三
九
編
三
号
、

一
九
二
七
年
、
以
下
、
星
斌
夫

「
明
初

の
漕
運
に

つ
い
て
」
「
明
代
糧
長

の
漕
運

に
お

け
る
役
割
」
等

『明
代
漕
運

の
研
究
』

日
本
学
術
振
興
会
、

一
九
六
三
年
、
梁
方
仲

『
明
代
的
根
長
制
度
』
上
海
人
民
出
版
社
、

一
九

五
七
年

。
呉
絹
華

『明
代
海
運

及
運
河
的
研
究
』
台
湾
中
央
研
究
院
、
歴
史
語
言
研
究
所
、

一
九
六

一
年
、
等
。

賦
役
制
度
史
と

の
関
係
で
は
、
山
根
幸
夫

『明
代
徳
役
制
度
の
展
開
』
東
京
女
子
大
学
学
会
、

一
九
六
六
年
。
川
勝
守

『中
国
封
建
国
家

の
支
配
構
造
』
東
京
大
学

出
版
会
、

一
九

八
〇
年
、
濱
島
敦
俊

『
明
代
江
南
農
村
社
会

の
研
究
』
東
大
出
版
会
、

一
九
八
二
年
。
森
正
夫

『
明
代
江
南
土
地
制
度

の
研
究
』
同
朋
社
、

一
九

八
八

年
、
等
。

(
9
)

以
下
、
特
別
な
場
合
を
除
き
、
同

一
品
種
名
は
前
出
の
番
号
①
②
等

で
示
す
。

(
10
)

天
野
元
之
助

『中
国
農
業
史
研
究
』

三
〇

一
頁
。


